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序章　処女ですが、ヤリ捨てした事になりました








「う……っ、ん、あぁ……っ、あ……っ」

　ベッドが軋む音がし、彼女の嬌声が寝室に響く。

　彼女の名前は花はな宮みや亜あ梨り沙さ。

　いきつけのバーで愚痴を吐きながら飲み潰れてしまったらしく、紆余曲折あって自分——及おい川かわ樹いつきとこうなってしまった。

　二人がもつれ合っているのは、樹の自宅の寝室だ。

　ダークカラーの寝具で揃えられたキングサイズベッドの他、向かいにテレビ、ベッドサイドテーブルがある。室内の空いた空間にリクライニング式の一人掛けソファと小さなテーブルがあり、あとはクローゼットのみというシンプルな作りだ。

　室内は壁際の間接照明が点けられている他、ベッドサイドのランプが灯っている。

　樹が腰を突き入れるたび、彼の鍛えられた筋肉の影が濃くなり、薄くなる。

　亜梨沙はロングヘアを広げ、酒が入って真っ赤になった顔で声を上げていた。

「あぁ……っ、あ……っ！　んっ、やぁ、きもち……っぃ」

　樹は亜梨沙に一目惚れをして抱いている……訳ではない。

　とある理由があり、抱こうと決意した結果だ。

　最初は美人局かと思って周囲を警戒していたが、どうやらその気配はなかった。

　いざ抱いてみれば意外と可愛く、気が付けば夢中になって腰を振っている。

　実際、樹は亜梨沙の事をとても美しく、可愛いと思っていた。

　強気な美人顔とでもいえばいいのか、芸能人やモデルといっても通じる美貌を持ち、スラリと背が高い上に胸も大きい。

　腰を突き入れるたびにユサッユサッと揺れる巨乳は、眼福ものだ。

　自分が抱く事で、信じられないぐらい美しい女性が乱れるさまは、男として無上の悦びを樹に与える。

「亜梨沙……っ」

　樹は熱っぽい声で亜梨沙の名前を呼ぶ。

　初めはバーで彼女に会ったあと、もちろん〝花宮さん〟と呼んでいた。

　だが酔っ払った彼女を介抱してもつれ込むように樹の自宅まで来たあと、彼女に迫られて、樹としても特別な感情にならざるを得なかった。

　結果、彼は亜梨沙を名前で呼んで、恋人のように抱いている。

　単純に、亜梨沙は女性として非常に可愛い。

　自分を潤んだ目で見上げ、顔を真っ赤にしてハァハァ悶え、熱く潤んだ蜜壺で締め付けてくる。

　我ながら単純だと思うが、その姿を見ただけでグッと「愛しい」という感情がこみ上げた。

「もう……っ、痛みは、ないか……？」

　樹は亜梨沙を気遣い、そっと彼女の頭を撫でる。

　——そう、亜梨沙は処女だった。

　年齢を訊けば彼女は二十七歳だという。

　誰もが振り向く美人だというのに、処女だと聞いて自分の耳を疑った。

　だが酒の入った彼女から絡まれ半分に理由を聞けば、なるほど……と納得した。

「うん……っ、き、もちぃい……っ、あ、いつき、——っさん……っ」

　大粒の涙を目元に光らせ、亜梨沙はクシャッと泣き笑いの表情になる。

（ああ、くそっ。可愛い……っ）

　キュウッと胸の奥にこみ上げる感情を自覚し、樹は亜梨沙の腰を抱え上げた。

　本格的に腰を突き入れられ、より深くなった結合に亜梨沙が嬌声を上げる。

「きゃぁ……っ！　——あぁああぁ……っ」

　ビクビクッと大げさなまでに亜梨沙が跳ねた時、彼女の蜜壺が凄まじい力で樹を締め上げた。

「……っく、——ぁあ……っ」

　もうそろそろ自分も限界だと感じ、樹は歯を食いしばってラストスパートをかける。

　ベッドが激しく軋み、二人分の呼気が寝室に充満している気がする。

　バチュバチュと腰が叩きつけられる音と、体液が飛び散る音が高まったあと、樹は激しく体を震わせてズンッと腰を突き入れた。

「あぁあああぁあ……っ!!」

　亜梨沙が仕留められた獣のような声を上げ、ビクビクッと痙攣する。

　白い喉を晒して官能を貪る彼女の嬌態を眼下に、樹は自分の欲望を解放した。

「出る……っ」

　亜梨沙の膣内で避妊具に包まれた肉棒が大きく膨れ上がり、先端の空間にドプドプと白濁を発射してゆく。

「っあぁ…………」

　——気持ちいい。

　ここ数年ご無沙汰で、樹は女性を抱いていなかった。

（こんなにも気持ち良かったんだ……）

　心地いい疲労感にまみれながら、樹は亜梨沙を抱き締め、汗を浮かべた彼女の頬や唇に優しく唇をつける。

　彼女の温かな粘膜の中で、樹の肉棒はまだビクビクと跳ねて精液の残滓を吐き出していた。

「亜梨沙……」

　もう完全に、樹が亜梨沙を呼ぶ声音は恋人のそれと言っていい。

　視線も彼女を愛しむものだった。

　最初はただの酔っ払いかと思ったが、見た目とは異なる彼女の内面を知るうちに、どんどん興味を持った。

　今は〝美しく強そうな女〟という外見の割りに、とても可愛い一面を持つ女性だと分かり、完全に惹かれていると言っていい。

　名前を呼ばれた亜梨沙はぐったりとして目を閉じ、気を失っている。

「……良かったよ」

　樹は最後にもう一度亜梨沙の唇にキスをし、屹立を引き抜いて避妊具を処理した。

　それから一度洗面所に向かい、お湯で濡らしたタオルで亜梨沙の体を拭く。

「綺麗な女性だな……」

　しばらく亜梨沙の寝顔を見つめてから、樹は時刻を確認し、あくびをしながら亜梨沙の隣に潜り込んだ。

　ベッドサイドのランプが消され、間もなく健やかな寝息が聞こえてきた。
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「…………」

　あまりの頭痛で早朝に目覚めた亜梨沙は、自分の横に眠っているパンツ一丁の男を見て、美しい顔を引き攣らせ固まっていた。

（やばい。ここ、どこ？　誰？　この人……）

　考えても考えても分からず、返ってくるのはガンガンという頭痛と股間の違和感のみだ。

　おまけに自分は全裸で、何をどう考えても事後……の気がする。

（昨日やけ酒してたのは覚えてるけど、そこから先の記憶がない……。この人、ヤクザとかだったらどうしよう。見たところ刺青はないみたいだけど、今どきのヤクザって全員が全員、刺青入れてるか分からないし……）

　亜梨沙の中では、酔っていた自分がこの男に強引に〝お持ち帰り〟をされ、無惨に処女を散らされてしまった——という事になっている。

（…………やっちゃった……）

　心の中で呟き、亜梨沙は両手で顔を覆う。

　自分の酒癖の悪さは自覚していて、いつか何かしでかすのではという恐れはあった。

　だが酔っていても、自分の顔やスタイルを目当てにナンパしてくる男には、絶対に引っかからない自信はあった。

　たとえ泥酔しても、自分は好きでもない男に〝お持ち帰り〟をされる女ではないと思っていた。そんな事態になれば、自分は「お断り！」と尻にキックを叩き込むぐらいの事はする。

　その意味では、友人に「加害者にならないように気を付けなよ」と言われている程だ。

　だからこそ、いま亜梨沙はこの上ないショックに苛まれ、自己嫌悪に陥っている。

　処女を大切に取っておいた訳ではない。

　むしろ二十七歳にもなったのだから、とっとと卒業できるものならしたいと思っていた。

（だからって……これはないでしょ……）

　はぁぁぁ……と重たい溜め息をつき、亜梨沙は両手で頭を抱えてうんうん唸る。

　その時、男性が「ん……」と声を出し、亜梨沙のほうに寝返りを打った。

「!!」

　起こしてはまずいと、亜梨沙はギュッと体を縮こまらせ、息を殺す。

　だが男性はスヤスヤと眠ったままで、起きる様子は見せなかった。

（良かった……。ひとまずここから退散しよう）

　男性を刺激しないように、そっとベッドから下り、床に立ったところで思いっきり顔をしかめた。

（股関節!!　いったぁああぁ……!!）

　脚の付け根がギシッと痛み、思わず悲鳴を上げそうになる。

　おまけに膣内にもまだ異物が入っているような違和感があった。

（……これは……。本当にこの男ひ性ととやっちゃったのか……）

　溜め息をつき、薄暗い部屋のなか改めて男性を見てみる。

　顔立ちは端整だ。キリリとした眉の下、伏せられている睫毛は濃くて長い。スッと通った鼻筋や、形のいい唇にフェイスラインなど、すべてが整っていて思わず見惚れる。

　亜梨沙が布団から出た事もあり、彼の体は腰ほどまで見えている。

　その体もかなり鍛えているのか引き締まっていて、しっかりと筋肉がついているのが分かる。男性の裸を見てニヤニヤする趣味はないはずなのに、胸板や腹筋を見て「凄い……」と思い、腰から鼠径部にかけた、いわゆる〝スケベライン〟を目の当たりにして変な気分になる。

　ウエストゴムにブランドのロゴが描いてあるボクサーパンツの股間を見て——、「いやいや」と慌てて目を逸らした。

（……顔は格好いい。……イケメン。体も鍛えているみたいだし、いい体型してる。……でも、酒に酔った女性をお持ち帰りして抱くような人なんだよね？　私、この人が格好いいからホイホイついて来ちゃったって事？）

　本来なら自業自得なのだが、亜梨沙はその事を知らない。

　二日酔いで頭が痛むのに加え、罪悪感と男性へのどうにもならない感情で一杯になった亜梨沙は、その場で深く考えるよりも行動することを選んだ。

（でも、今は退散！）

　床に散らばっていた自分の下着やストッキング、服をさっさと身につけ、コートとバッグを探す。

　寝室から出るとかなり広いマンションのようで、少し迷ってから辿り着いたリビングは広々としていた。

（何？　このゴージャスなマンション……！　リビングダイニング広い！　あれってバイオエタノールの暖炉？　お洒落！　熱帯魚の水槽もある！）

　目に入ったのはセレブの住まいと思えるラグジュアリーな空間で、ついつい細部に至るまでチェックしたくなる。

　だがここは誰かも分からない男の住まいなので、さっさと退散するに限る。

　リビングにあるチェストの一段目は浅い引き出しになっていて、まるで店のようにガラスケースの中に高級ブランドのサングラスがズラリと並んでいた。

（サングラス……普通、あんなに掛ける？　やっぱりヤクザの必須アイテム……？）

　本物のヤクザと関わりを持った事はないし、Ｖシネマなどもまったく見ない。だがヤクザはサングラスを掛けて派手なシャツか、黒シャツに白いスーツ……というイメージがあった。

　クローゼットをあさって確認するつもりはないけれど、これだけゴージャスな部屋に住んでいるなら、どんな服があっても驚かない。

（バッグ、あった！）

　リビングのソファに亜梨沙のバッグがあり、隅にあるポールハンガーにはコートも掛かっていた。

（よし、逃げよう！）

　足音を殺して玄関に向かいかけ……、ふと良心が痛む。

（処女は奪われたけど、少なくとも殺されずに済んだ訳だよね……？　むしろ一泊の恩があると考えたほうがいいのかな……？）

　あまりにも非日常のシチュエーションなので、いかんせん亜梨沙の価値観もおかしくなっている。

（あの人、援助交際目的だったのかな……。もしかしたらこの家、誰かセレブな女性の住まいで、あの人はヒモっていう可能性もあるし……）

　そう思うと、急に見ず知らずの男性が哀れに思えた。

（お金置いていこう。それでチャラ。私もこれ以上深く考えないようにしないと）

　うん、と頷いてバッグから長財布を取り出すと、三万円と数千円入っている。

（あー……。今月は絶対に飲みに行かない。節約する！）

　決めてから、テーブルの上に三万円を置き、心置きなく玄関に向かった。

　亜梨沙のパンプスは揃えて置かれてあり、それを履いて靴音がしないようにつま先だけで歩いて玄関から外に出た。

　エレベーターで地上に下りる間、スマホを起動させてマップを開く。

「あ、なんだ。麻布十番か。二十三区から出てたらどうしようって一瞬焦っちゃった」

　——とはいえ、高級住宅街として有名な麻布十番のマンションに自分がいたと思うと、恐ろしい心地になる。

　けれどひとまず安堵の息をつき、亜梨沙は最寄り駅に向かって歩き出した。

　頭と股関節はまだ痛いが、フィジカルな痛みには割と強いほうだ。

（そう。陰湿なアイツに比べたら、こんなもの……！）

　逆境には慣れたはずだ。

　今さら通りすがりの男に処女を奪われたぐらいで、泣いて堪るものか。

　瞳にグッと強い光を宿し、亜梨沙はマップを見ながら足を進めた。

　四月下旬の、暑くなりそうな日の朝だった。
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「んー……」

（よく寝た……）

　樹は意識を浮上させ、ベッドの中でぐーっと伸びをする。

　昨晩久しぶりに女性を抱いたからか、疲れてはいるが身も心もスッキリした気がした。

　目を閉じたまま、これからの事を考える。

（朝食作ってあげようかな。何が好きなんだろう）

　そう思い、もう一度ゆっくり伸びて脱力しながら腕を動かし——、冷えたシーツに手が触れて「ん？」となった。

　目を開けて隣を見ると、もぬけの殻だ。

「……え？　マジ？」

　幸せな目覚めだと思ったのに、急に気持ちが落ち込んでいく。

　ベッドから下りても、昨晩脱がせた亜梨沙の服はない。

「まさか……」

　下着姿のまま玄関に向かうと、彼女のパンプスはなかった。

「…………マジか」

　呆然としたままリビングに戻り、テーブルの上に何か置かれてあるのに気付く。

「……さんまんえん？」

　見まごうことなく、日本通貨の三万円だ。

　それから、遅れて理解する。

「…………ヤリ捨てされた……!!」

　樹は寝癖のついた頭を両手で抱え、その場にしゃがみ込んで重たい溜め息をつくのだった。






第一章　美女の悩み







　亜梨沙が自覚なく男性をヤリ捨てした時より一日前。

　亜梨沙は大手冷凍食品メーカー『日ひ野の冷凍食品』の営業として勤務する、二十七歳のＯＬだ。

　男性社員を差し置いて営業成績がトップなのも、まずその見た目がいいからだと周りは言う。

　亜梨沙の容姿はドラマや映画で、気の強い悪女役をやらせたらナンバーワンだと言われる女優によく似ていると、耳が痛くなるほど聞かされている。

　額の真ん中で分けた髪は長く、仕事の時はまとめ髪にしてある。

　亜梨沙の顔を見てほとんどの人が抱く印象は、「派手目の美人」。

　身長は百六十八センチメートルあり、女性にしては高身長だ。

　それに加えて胸はＥカップあり、ジムに通ってストイックに鍛えているため、体が引き締まっていて、バストやヒップの形もいい。

　異性からは遠巻きに「いい女」と憧れの籠もった溜め息をつかれ、友好的な同性からは美の秘訣を聞きたがられ、いわゆる〝お姉様〟的に慕われている。

　だが全員が亜梨沙の味方ではない。

　亜梨沙の事を、「どうせ異性関係も派手なんだろう」と勝手に吹聴する者たちもいた。

　二十七歳になる現在まで処女だというのに、やれ「銀座で金持ちそうな中年男性と腕を組んで歩いていた女性が、花宮さんに似ていた」だの、「花宮さんって裏垢女子やってない？」と訳の分からない事を言われる。

　仕事が終わったあとはジムに通い、ストレスをすべてトレーニングマシーンにぶつけ鍛えている。

　平日はなるべくカロリーを控え、週末だけは自分にご褒美と称して甘い物やステーキ、焼き肉などを解禁していた。

　ヘタをすればアスリートといえるほど禁欲的な生活をしている亜梨沙と、彼らが妄想する〝ビッチな花宮さん〟は現実的に考えて欠片も結びつかない。

　だというのに、何かあれば「さすが花宮さん」と意味深に言われ、社内外の男性から告白されて断ったという噂がどこかから流れてくれば、『百人斬り』と侍のような異名がつく。

（やってらんないわ……）

　新入社員の男性後輩・今泉いまいずみを連れて営業から帰ってきた時も、男性社員が「おっ、花宮に優しく手ほどきしてもらったか？」と今泉に言っていた。

「えっ？　いや、その……」

　今泉は入社したばかりで亜梨沙の噂をあまり分かっていないからか、セクハラとも取れる男性先輩の発言にうろたえている。

「相手にしなくていいわよ。春だから皆、そういうネタに繋げるのが好きなの」

「は、はい……」

　適当にごまかすと、今泉は戸惑いつつも笑って頷く。

　亜梨沙は今泉の教育係だ。〝トンデモ新卒〟が話題になる事もある今、彼は素直で仕事に対して貪欲で、亜梨沙に教えられた事をどんどん吸収していく。

　亜梨沙もその点では今泉を高く評価しているが、彼を異性として見た事は一度もない。

　好みがどうこうでも、年下が問題でもなく、単純にこの会社の人と恋愛する選択肢はないだけだ。自分でもなぜ社員は駄目なのか分からないが、とにかく亜梨沙は会社の誰も恋愛対象として見た事がなかった。

「それにしても、花宮先輩の食品説明、突っ込む隙がなくて凄かったです。先方も花宮先輩のプレゼンを聞いて納得していましたし、このままだと店舗の一番いい場所に陳列してもらえそうですね」

「ありがとう。長く営業やっていると、商品のプレゼンをした時にどういう突っ込みがくるのか、分かってくるのよね。それに対して予め答えを作っておいて、なおかつ、プレゼンでは九割九分ぐらいの説明をするの。ほんの少し詰めが甘いと思われて、そこに突っ込まれるじゃない？　そうしたら残り一分の説明をグッと押し込んで、納得して頂くのよ」

「なるほど……！」

　今泉は感心して頷き、立ち止まってメモを取っていた。

「これからポップの作成に入るわよ。商品を置いてもらえる事は確定したから、先手を打って目立つポップを作っておかなきゃ」

「はい！」

「実際店舗に商品が並ぶようになったら、陳列を手伝って、数日間新商品にお客様がつくようになるまで、サンプルで説明とかもあるわ。店頭での商品説明は、最初は私が引き受けるけど、途中から今泉くんにもやってもらうからね。しっかり見て学んで今みたいにメモして、自分でもできるようにしておいて。大勢の前で話して説明するスキルがついたら、そのうち今日のプレゼンみたいなところで役立つから」

「はい！」

　このように、本人たちは至って真面目に仕事に勤しんでいる。

　けれどポップを作るために二人が営業フロアのパーテーションの向こうに消えあと、パソコン前に座っている営業部員——特に女性たちがヒソヒソと囁き合った。

「今泉くん、新入社員の中でもイケメンで可愛いのに、ああやって花宮さんが取っていくのよねぇ」

「やっぱりビッチは手が早いわ。若い内から摘んで、色々仕込むのかもよ？」

「やだぁ」

　聞こえよがしに言っている彼女たちの言葉を、迷惑そうな顔で聞いている者もいる。

　だが大概、人に対する評価というものは、悪口のほうが大きく聞こえてしまうものだ。

　パーテーションの中でせっせとポップ作りに勤しみながらも、亜梨沙の耳は鋭敏に自分の悪口を拾ってしまう。

（どうしてこんな事を言われなきゃいけないんだろう）

　考えても、考えても、分からない。

　自分が彼女たちの思考を理解できないように、彼女たちだって亜梨沙の考えなど分からないに決まっている。

　ジムで体を鍛えるのは、食べる事が好きなので油断するとすぐ太ってしまうからだ。

　成人病やこの先の事を考えるにはまだ早いが、そろそろ三十歳になるので気を付けるに越した事はない。

　彼氏などいないし、特にモテたいとも思っていない。

　すべて自己満足のためだ。

　単純にスタイルを羨ましく思っているのなら、トレーニングすればいいのに……と思う。

　だがそこは個人の価値観があり、生活において何を優先するかも違うので、余計な口出しをするのはやめている。

　好意的に接してくれている人に、トレーニング方法や食生活で気を付けている事を尋ねられれば、亜梨沙だって親身になって話を聞くし、アドバイスをする。

　だが自分を良くする努力もしていないのに、亜梨沙を「何もしないですべてを持っている人」と決めつけ、嫉妬する人たちを見ると「それは違う」と思う。

　自分は理由があって、ちゃんと努力をしている。

　だがその事をわざわざ〝アンチ・花宮〟の人に話したとしても、彼女たちは話を聞き入れず理解もしないだろう。

　結果的に彼女たちから「体で男に媚びている」だの、「スタイルの良さを見せつけている」だの言われる日々が続いている。

　もともと亜梨沙がトレーニングに勤しもうとしたのも、自分に自信がなかったからだ。

　学生時代は可愛いと言われるが近付きがたい雰囲気があるからか、〝なぜか孤立するタイプ〟の子供だった。

　亜梨沙には兄がいて、兄と一緒に空手を習っていた。その関係で知り合いは年上の男性ばかりになり、習い事に夢中になっていたので同年代の友達とはあまり付き合いが深くない。

　亜梨沙自身は自分の可愛さを特に美点と思わず、兄についてまわって空手ばかりやっていた。その頃から好みのタイプは空手のレジェンドの、厳つい男性だった。

　小学生の頃は「亜梨沙ちゃんに○○くんを取られた」という、身に覚えのないトラブルはあった。そのせいか同学年の友人と一緒に過ごすのが苦手になり、いっそう兄たちとの時間や空手にのめりこんでいった。

　そのせいなのか、いつの間にか「花宮には年上の彼氏がいる」という噂が広まっていた。

　加えて「年上と既に初体験を済ませていて、とっかえひっかえ遊んでいる」という尾鰭背鰭までつき、無責任な噂はどこまでも広がっていった。

　そうなると亜梨沙も「違う」と否定し続けるのが面倒になり、反省すべき点であるが「年上彼氏がいるふり」を始めてしまった。

　そのように真実を誤魔化しつつも上辺は上手くやれていて、現在では地元に帰れば会って話す友人はいるし、小学生から高校まで腐れ縁の友人もいる。

　社会人になって空手からは少し離れたが、その代わりにトレーニングジムに通うようになった。鍛えているだけで、少しだけ自分が強くなれた気がするので、やはり体を動かす事や筋力をつける事は大事だと思っている。

　小さい頃から体を動かしているからか、少なくともプロポーションに対するコンプレックスはない。好きな服を着ているだけで、周囲から「スタイルがいい」と言われ、少しずつ自信が持て、堂々と振る舞えるようになった。

　けれどいまだ、基本的な性格はあまり変わっていないと思う。

　空手をやっていたからと言って、亜梨沙は他人に対して強気に出られる性格ではないし、やられたらやりかえすという考え方もあまり好きではない。

　地の性格と仕事での顔は別、と割り切って営業の仕事に積極的に取り組んでいくうちに、上司から評価されるようになってきた。

「男顔負けで働いているな」と半ば揶揄されても、「お給料のためです」と割り切った答えを出してさらに上を目指す。

　その割り切りは〝女性〟と〝空手の選手〟の切り替えと似ていると思う。

　その姿を「可愛くない女」と取るか、「憧れる」と取るかは人それぞれだ。

「花宮先輩、字が綺麗ですね」

　向かいに座っている今泉が、尊敬した目で亜梨沙が書いたテストのポップを見る。

「子供の頃に習字を習わせてもらって、今もペン字とかやってるの。第一印象って外見もだけど、字にも表れると思うから。今はほとんどメールとかで済んでしまっているけれど、あとから〝お礼状〟として手書きの手紙を書くのも割と効果があると思っているの。こういう事をこまめにやっていると、仕事外でも助けて頂ける事もあるしね」

「なるほど……！　そうやって人脈を広げるんですね。僕はあまり字が上手ではないので、これを機にペン字を始めるのを視野に入れてみます」

　今泉は納得して頷き、またメモしている。

「うん、応援してるね。お勧めの講座とかテキストとか、必要になったら教えるから」

「はい。ところで、花宮先輩って恋愛強者だって本当でしょうか？」

　ふと今泉が声を潜めて尋ねてきて、亜梨沙は「来たな」と内心構える。

「プライベートについてはノーコメントを通しているんだけど」

　つい返事をする声に愛想がなくなってしまい、亜梨沙は内心溜め息をつく。

　入社したての頃は、今以上に周囲から「美人、可愛い」と持て囃されていた。亜梨沙を見かけると男性社員が社内なのにナンパしてきて、中には本気になったのか、断っても食い下がってしつこく誘ってくる人がいる。そんな姿を見せれば女性社員からひんしゅくを買うのは必然だった。

　内心「やめてほしい」と思うのが態度に出て、亜梨沙は男性社員に対して、愛想良く振る舞うのをやめた。空手をしている時のように、全員を〝仲間〟と思う事にすれば、男女関係なく接する事ができる。

　本来の性格と少しずれた、会社でのサバサバした性格はそのようにしてできあがった。

「そうですか。俺、最近ちょっと彼女と上手くいってないんです。アドバイスを頂けたら……と思うんですが」

　しおらしく言う今泉を見ていると、亜梨沙の中の〝面倒見〟スイッチが入ってしまう。

「どういう理由で上手くいってないの？」

「最近彼女が『仕事ばっかりで構ってくれない』って怒るんです。僕としては、仕事が楽しくなってきて頑張りたい気持ちがあるんです。だからといって、彼女が必要ないとかじゃなくて、これはこれ、それはそれっていうか……」

　もちろん、亜梨沙は恋愛強者などではない。

　自慢ではないが、このルックスを持ちながら男性とはまったく縁がない。

　社内の男性に告白された事は多々ある。

　だが妻子持ちや彼女持ち、「花宮さんと付き合うとステータスになる」と思っている人、または「付き合って自分に夢中にさせて、営業成績を落としてやろう」という者までいて、あまりろくな相手ではなかった。

　周りにいるのがそんな男性ばかりなので、純粋に自分を想ってくれているかもしれない人にまで悪いイメージを持ってしまっていた。

　言ってしまえば、男性不信だ。

　全員がそうではないと分かっているのに、みんな自分の事を「遊んでる」と思っているのではないかと疑ってしまい、信じられないでいる。

　それでも「彼氏が欲しい」とは思うし、結婚願望もある。

　だが亜梨沙は誰とも付き合った事がないし、処女のままだった。

　恋愛強者と言われているのは、恋愛に憧れるがゆえにドラマや映画、恋愛コラムなどを読みあさって〝一般的な回答〟を網羅してしまったからだ。

　最初は「花宮さんって美人だからモテて恋愛経験も豊富なんでしょ？」という軽いノリから相談が始まった。しかも亜梨沙がそれに応えるべく勉強をしたからか、「思っていたよりもしっかりした答えがある」と良くも悪くも評判になってしまったのだ。

　なのでこうやって相談されても、一般論的な回答をそれらしく答える事はできた。

「彼女は不安なんだと思う。今泉くんが彼女以外に夢中になって、楽しそうにしているのに嫉妬しているのかもね。シンプルに言えば、もっと構ってほしいと思っているのかも」

「なるほど……」

「言ってはいけないのは『仕事のほうが大事』とか、中途半端にごまかす事。開き直って『無収入でもいいの？』とか、彼女を煽るような事を言っては絶対にダメ」

「はい」

「腑に落ちないかもだけれど、女性は共感を求めている人が多いの。だからまず彼女の気持ちに共感して『不安にさせてごめん』って謝れば、彼女もまず安心するんじゃないかな？　自分の気持ちを分かってもらえたっていう安堵は、必要だと思う」

「はい」

　今泉はこれもまた、すぐにメモしている。

「逆に今泉くんが仕事を正当化するために、彼女のために働いているという事をアピールしたらどうかな？　今の彼女と将来的な事を考えているなら、『二人の未来のために稼いでおきたい』とか、『とっておきのプレゼントを買うために頑張っている』とか」

「なるほど……。でも言ってしまったらサプライズにならなくないです？」

「すべてを明かす事をしなくても、あらかじめ『あなたのために頑張っている』と、まず安心させておくの。言ってしまえば保証金のようなもの。それに人間、落ち込んだ状態からいきなり幸せの絶頂になったら、気持ち的に追いつかないでしょう？　誰もがサプライズが好きな訳じゃないし、驚かされて不機嫌になる人もいるの」

「そうなんですか？　僕、女性って皆サプライズが好きなんだと思っていました」

「『喜ばせたらそれでいい』じゃないの。自分はサプライズする事で満足するかもしれない。でも彼女が不安なままでも構わないというのは、ただのエゴだよ。彼女の心の余裕にも配慮してこそ、良い関係を築き続ける秘訣になるんじゃないかな？」

「あー……。とても納得しました！　やってみます。ありがとうございます！」

「どういたしまして。さあ、仕事やっちゃおう」

「はいっ！」

（上手く切り抜けられた……！）

　亜梨沙は内心ガッツポーズを取り、胸を撫で下ろす。

　恋愛コラムで読んだ事に自分なりの解釈をつけ加えてアドバイスした結果、「上手くいった」という報告が多い。

　そんな事を重ねているうちに、勝手に〝恋愛強者〟というイメージがついてしまった。

（色々ついてしまったこの知識、ぜひ自分自身に生かしたいところだけど……）

　内心溜め息をつき、亜梨沙は目の前のポップに集中した。

　

　仕事が終わり、亜梨沙は会社近くのカフェでコーヒーを飲んで一息つき、スマホを見る。

　大学時代の友達からは、また合コンの誘いがきていた。

『亜梨沙が来るって言って写真を見せると、みんな食いつきがいいの。お願い！』

「外見がいいから来てくれると助かる」という言葉そのものは引っかかるが、相手は付き合いのある友達だし、彼女に他意はないのは分かっている。

　合コンに行けばあとから「ありがとう」と食事を奢ってくれるので、毎回「まぁいいか」と付き合っていた。

　本当は合コンそのものは好きではない。

　最初に男性陣は全員、亜梨沙を見て「美人、スタイルいい」と褒めてくる。

　合コンが終わる頃には「ぜひ連絡先を交換したい」と言われ、「二次会に行って親交を深めましょう」となる。それはいいとして、中には〝勘違い野郎〟もいて少し話しただけなのに、お持ち帰りをしようとする者がいるのだ。

　強引にホテルに連れ込まれかけて、「ふざけんな！」と相手の男の尻にミドルキックをぶち込んだ事は少なくない。

　見た目で軽い女と思われているのも腹が立つし、一回会って数時間話しただけでホテルに誘う下半身男だと見抜けなかった自分にも腹が立つ。

　ホテルに直行しないタイプもいるが、その人たちは大体「強気な花宮さんにリードされたい」というＭっぽい男性たちだ。

　亜梨沙は物事をテキパキやってしまうタイプだが、決して自分が率先してリーダーになりたい訳ではないし、男性より優位に立ちたい訳でもない。

「その方が効率がいいから」という理由で、行動を取っている事がほとんどだ。

　合コンの場で「席をシャッフルしよう」と提案するのは、友達と意中の彼を応援したいから。周囲を見ておかわりやチェイサーを頼むのは、接待の場で鍛えられたゆえの慣れ。決して女性として気が利いているとかではない。

　だが男性たちは亜梨沙のそのような姿を見て、「花宮さんにすべて任せていれば楽をできる」という思考ですり寄ってくる。

　そんな男を彼氏にするのは、まっぴらごめんだ。

　もし自分が男性たちの言うような〝一人で何でもできる強い女〟なら、こんなにも彼氏や結婚を求めていないと思う。

　亜梨沙だって誰かに甘えたいし、甘やかされて幸せな気持ちになりたい。

　けれど今まで、周りを見ても自分を甘やかしてくれる男性は見当たらなかった。

　また嫌な思いをするかもしれないが、溜め息をつきつつ、次の合コンの参加を引き受ける事にする。

（仕方ない。あの子、次の合コンで絶対彼氏作りたいって言ってたし、付き合ってあげるか）

　ポチポチと返事を打ち、それから開封するのを最後にしておいた気の重たいメッセージを開く。

　それは地元の友人・佳か代よからの結婚式の招待だ。

　佳代は学生時代に仲良くしていた大人しめの子で、彼女自身に文句はない。

　佳代には幸せになってほしいと思うし、六月にある結婚式には出席して祝福したい。

　だが地元の友人が集まるとなると、必ず誘われるだろう顔が思い浮かぶ。その人物はあまり関わりたくない友人だ。

　観み月づき愛あい菜なという友人は、小柄でゆるふわ系の男性受けのいい外見をし、受け答えなども男性が好む言葉、態度を熟知している幼馴染みで、小学校一年生からの付き合いだ。

　孤立しがちだった亜梨沙のそばにずっといてくれた存在なので、今は「会いたくない」と思っていても、嫌ったり憎んだりしている訳ではない。

　だが愛菜と一緒にいると、「亜梨沙ちゃんって美人だし、私なんて……」と亜梨沙を上げて自分を下げる発言をよくして、周りから「そんな事ないよ。愛菜ちゃんは守ってあげたくなる可愛さがある」「花宮さんは放っておいても大丈夫そう」と亜梨沙が気にしている言葉を引き出すのが非常に上手な人だ。

　亜梨沙としては、愛菜がちやほやされたいと思うならそれは個人の自由でいいと思っている。だがそのために自分を引き合いに出されるのが堪らなく嫌だった。

　加えて近年の愛菜は、連絡を取ればハイスペックな彼氏とのデートがどうだったという話題ばかりをし、彼氏いない歴イコール年齢の亜梨沙は辟易としている。

　さらに黙って話を聞いていれば、愛菜は本命の彼氏の他に大勢の〝お友達〟がいるようで、モテているのを見せつけられている気分でイライラする。彼氏がいない自分が言える立場ではないが、「本命は一人に絞ったら？」とも言いたくなる。

　その上、連絡を取るたびに最後は「亜梨沙ちゃんは、まだ彼氏できないの？」とお決まりで言われ、自棄酒もしたくなる。

　結婚式に地元の友達と会えば、愛菜だけでなく自分の不名誉な噂を面白半分に流していた他のメンツとも顔を合わせるので、気が重たい。

　彼らに対して強気に出られないのは、今まで亜梨沙が年上の彼氏がいるふりをしていた負い目もあるからだ。

　自分の嘘が原因で広がった噂に、亜梨沙がキレて尻キック……など、目も当てられない。

　高校生までは大人しく過ごしていたのだが、大学生から愛菜と別々になって意識が変わった。

　自分はどうも〝毒友〟に洗脳されていたのだと気付き、愛菜と距離を置いてから随分生きるのが楽になった。

　だからこうやって地元の友人関係で集まる事があると、憂鬱になってしまうのだ。

（『もちろん行くよ。楽しみにしてるね』……と）

　ポチポチと佳代にメッセージを打ち、亜梨沙は溜め息をつく。

（また愛菜の愛され自慢を聞かされるのかな。あぁ～、思い出しただけで腹立つし憂鬱！　愛菜だけじゃない。周りの友達も『結婚したら人生変わるよ』とか『そんなに美人なのにまだ彼氏いないの？』とか遠慮なく言ってくるし……。きっつ！　悪気がなければＯＫじゃないんだからね！）

　加えて亜梨沙にはどうしてもクリアしなければいけない問題があった。

　前回愛菜と会った時に、彼女の自慢話に耐えきれず売り言葉に買い言葉という感じで「六月の結婚式までに、彼氏を作って紹介する」と宣言してしまったのだ。

（そんな人、いる訳もないし、あてもないし……。……あぁああ、気が重い……！　誰か一時的にでも結婚式に付き合ってくれる人いないかな。でも合コンで見つけるのだけは絶対にやだ！　イケメン高収入とは言わないから、神様、誰かレンタルさせてください……）

　はぁ……と悩ましげに溜め息をつく亜梨沙を、遠くの席から仕事帰りのサラリーマンが熱の籠もった目で見ている。

　そんな視線にも慣れてしまった亜梨沙は、「今日は一人飲みしよう」と決めてボリュームのある肉料理を出す肉バルを検索し始めた。






第二章　酔っ払い、運命の出会いを果たす








　肉バルでさんざん飲み食いしたあと、亜梨沙は飲み足りずに行きつけのバー『アルタイル』に向かった。

「ますたぁー……どうしたらいいんでしょうかねぇ～？」

　カウンターに座ってジンライムを煽り、ロックグラスを置いた亜梨沙は顔なじみのマスター・九く条じょうに絡む。

「同級生の結婚式なら、行っておいたほうが角は立ちませんよね」

　困った顔で笑いつつ、五十代の九条は他の客のために酒を作る。

「やだなぁ。やぁだぁなぁああ……。ほんっと皆、『結婚したら？』とか言ってくるんですよ。可愛い赤ちゃんの写真とか見せられて、そりゃ子供が可愛いのは分かるんですけど、それを他人に押しつけないでほしいんです」

「そうですねぇ」

「同じのもう一杯」

　カウンターでうだうだしながら、亜梨沙は九条相手にくだを巻く。

　幸いなのはまだ早い時間だからか、店内に他の客はまだ少ない事だった。

「少しペースが速くないですか？」

「いーんです。酔ってから家に帰って即行寝ますから」

　半分目を閉じた状態で、亜梨沙は溜め息をつく。

「どうせこんな酒癖の悪い女、誰も相手にしてくれないんですよぉ。見た目だけ褒めて、中身を知ったら『想像と違う』って言われる私の身にもなってくださいよ。美人、美人って言いますけど、その〝美人〟には〝中の人〟もいるんですからねぇ……っ」

　ナッツをひとつかみ口に放り込み、眉間に皺を寄せてボリッボリッと囓る姿を見て、九条はまた困ったように微笑む。

「ナッツ美味しいですねぇ」

「ええ、お客様にも評判がいいですね。花宮さんが長野県の生産者さんに直接掛け合って、会社で扱うようになった物でしたよね」

『アルタイル』は、亜梨沙が過去に仕事をした知り合いを通して「バーを開店させたい人がいるから、力になってほしい」と言われ、食品面において協力した店だ。

　その関係で九条とも仲良くなり、こうして頻繁に通わせてもらっている。

　いつもは楽しく会話をして終わりなのだが、たまにこのようにグダグダ愚痴を吐いてしまう日もある。

　普通に考えたら迷惑な客だが、世話になった間柄という事で、九条も知人として話を聞いてくれていた。

「あーあ……。愛菜の勝ち誇った顔が目に浮かぶ……」

　泣きそうな顔で呟いてから、亜梨沙はおかわりのジンライムをグイッと呷った。

　

「マスター、この人どうしたんですか？」

　そんな声が聞こえたのは、飲み続けて一時間ほど経ち、カウンターに肘をついた姿で居眠りをしていた時だ。

　すぐ近くで聞こえた男性の声は、いま店に入ってきたばかりなのだろうか。

「ああ、及川さん、こんばんは。お得意様なのですが、嫌な事があったようで深酒されたようで……」

（なんだ……九条さんの知り合いか……）

　両手で頭を押さえて七割ほど眠りながら、亜梨沙はぼんやりと思う。

「彼女、いつもこうなんですか？」

「いえ、お酒の好きな方ですが、今日はペースが速くて撃沈してしまったようでして」

　九条の返事を聞いたあと、男性は「ふーん」と言って亜梨沙から一つ席を空けたスツールに座る。

（このまま寝てたら迷惑なのかなぁ……。そろそろ帰るかなぁ……）

　そう思った亜梨沙は立ち上がろうとしたが、グラッと体を傾がせて倒れそうになった。

「おっと！」

　とっさに男性が亜梨沙の体を支え、「あっぶな！」と呟く。

「ちょっと、お姉さん。起きられる？　危ないよ？」

「んー、もう一杯……」

　頭では「帰ったほうがいい」と思っているのに、口ではさらに酒を求め、加えて亜梨沙は見ず知らずの男性に抱きついていた。

「……正真正銘の酔っ払いだな……」

　男性が呟き、九条がなぜか「すみません」と謝る。

　少ししてから男性が「ハイヤーを呼んで送っていきますか？」と提案したのが聞こえた。

　それに対し、九条は少し迷ってから亜梨沙の状態を確かめる。

「及川さんなら安心ですが……。花宮さん、起きられますか？」

　声を掛けられ、亜梨沙は男性に抱きついたまま「んぁ……」と生返事をする。

「こちら、私のお知り合いの及川樹さんです。お互いよく知った仲で信用している方ですので、今日は及川さんにお任せしてお帰りください。家に帰って横になって寝たほうがいいですよ」

「んー……」

　亜梨沙は緩慢に動き出し、手探りで財布を探す。

　傍らにいた樹という男性は溜め息をつき、「個人的な貸しにしておきます」と言って、自分のカードで亜梨沙の分を清算してしまった。

「花宮さん……でしたっけ？　帰りますよ」

　そう言って樹は亜梨沙を背負う。

「んー……、おんぶ……」

「はいはい」

　軽々と亜梨沙を背負い、樹は彼女のバッグを手にして「じゃあ、また今度改めて来ます」と九条に挨拶をして店を出た。

　

　指定した場所にハイヤーが止まると、樹は亜梨沙の体を押し込み自分も隣に座る。

「花宮さん、住所は？」

　尋ねられるものの、亜梨沙はまともに返事ができない。

「だって……。酷くないです？　私に彼氏がいないって分かっていて、……うー、わざと聞いてくるんです……」

　亜梨沙は樹に寄りかかり、グダグダと愚痴の続きを口にする。

「お客さん、どこに向かいますか？」

　運転手に声を掛けられ、樹は少し迷ったあと麻布十番にある自分のマンションの住所を口にした。

　車が走り出したあとも、亜梨沙は自分がどこで誰を相手にくだを巻いているか自覚せず、泣きながら愚痴を吐く。

「私、こんな外見してますが、ビッチとかじゃないんです……っ。ビッチどころか、付き合った事すらないんです……っ。皆が私のイメージを勝手に上げていくから、知らないうちに〝高嶺の花〟みたいになっていました……っ、うー……」

「よしよし」

　グスッとしゃくり上げると、樹からは香水のラストノートが微かに香る。

「こんな思いをするぐらいなら、美人とかスタイルいいとか、言われなくてもいいんです……っ。そんな事を言われたくて自分を磨いた訳じゃありませんっ。全部自己満足のためで、ジムはストレス発散でもあったのに……っ」

「まぁ、そう言われる事もあるよな。ある程度外見が整ってると、嫉妬からか知らないが好き勝手言われるもんだ」

　樹は苦笑いしながら相槌を打ち、亜梨沙の頭を撫でる。

　ポンポンと大きな手で頭を撫でられるのが気持ち良く、亜梨沙はさらにボロボロと涙を零した。

「私はただ……っ、普通に恋愛したかった……っ。外見とか仕事の出来不出来なんて関係なく、花宮亜梨沙っていう個人を好きになってほしかった……っ」

　うぐっうぐっと泣きじゃくる亜梨沙を、樹は優しく宥めた。

「よしよし。人生悪い事ばかりじゃない。悪い事って打ち止めになるもんだ。そのうちいい事があるから、前向いて歩け」

「うぅ……っ、うー……っ。でも……っ。六月に地元の友達の結婚式があって……っ。そこで、会いたくない奴に会わなきゃいけないし……っ。ネチネチネチネチ、いやみ、言われるの……っ、やだなぁ……っ。しかも私、バカだから『彼氏作って紹介する』って言っちゃったんです……っ」

　泣きじゃくる亜梨沙の言葉を聞いて、樹は「あー……」と納得したような声を出す。

「ねぇ、おにーさん、出会ったよしみで誰か紹介してくださいよぉ。一日だけ彼氏のフリをしてくれるだけでいいんです！　ちゃんとバイト代出します！」

「紹介って言ってもな……。俺の友達は大体彼女や奥さんいるし、君は美人だけど知り合いじゃないから皆渋ると思うけど」

「じゃあ！　おにーさんが彼氏役してください！　一人でバーに来るなら独り身なんでしょう？　お願いします！　たとえ彼女さんいたとしても、あとから事情を説明してお二人に食事券なり何なりプレゼントしますから！　お願い！　もうあの子の前で惨めな思いをして、あとから一人で自棄酒するのやなんですーっ！」

　亜梨沙が必死になって頼んだからか、とうとう樹はふはっと気の抜けた笑いを漏らした。

「……しょうがないな。……じゃあ、一日だけ付き合ってやるよ」

「……っ、ほんと……っ？」

　亜梨沙は潤んだ目で樹を見上げる。

　酔っ払ってまだ頭が痛い上に、涙で目の前がよく見えない。おまけにタクシーの中は薄暗く、樹の顔をよく認識できていないままだった。

　亜梨沙にとって、樹という男がどんな顔をしていても関係ない。

　ただ、見ず知らずの人間が自分の話を聞いてくれて、同情してくれたのが嬉しかった。

　今まで誰にも頼らず一人で頑張ってきたので、こうして誰かが手を差し伸べてくれるととても新鮮に感じる。

　情けない話、樹の手を取ってそのまま縋り付きたい心地に陥っていた。

「お願い……っ、します……っ。バイト代、払いますから……っ」

「バイト代はいらないよ。興味本位で付き合おうと思っただけだから、素直に厚意を受け取ってくれ」

「ありがとうございばず……っ」

　涙声でお礼を言い、亜梨沙はまたベソベソと泣く。

　そしてスマホを取りだして樹と連絡先を交換した。

　だがそのうちに泣き疲れたのか、単純に眠たくなったのか、樹にもたれ掛かって寝入ってしまった。

　

「花宮さん？　起きられる？　メイクとか落とさなくて大丈夫？」

　遠くから男性の声が聞こえ、亜梨沙はまだ意識がボーッとするなか目を覚ます。

　どうやらベッドのような所に寝かされ、上から知らない男性が覗き込んでいるようだ。

　彼はＴシャツにスウェット姿で、風呂に入ったのか髪の毛が少し湿っているように見えた。

「あれぇ……イケメンだぁ……」

　手を伸ばしてイケメン——樹の頬を撫でると、彼は苦笑いをして溜め息をつく。

「一応大丈夫みたいだな。ホラ、水飲んで」

　抱き起こされてベッドのヘッドボードにもたれ、亜梨沙は手渡されたコップの水を飲む。

「んー……。もう一杯！」

「はいはい」

　樹は姿を消し、またすぐに水を汲んで戻ってくる。

　その水をクイーッと飲んでから、亜梨沙はまた横になろうとした。

「コラコラ。そのまま寝たら服が皺になるし、メイク落としてないだろ。よく知らないけど、メイクしっぱなしで寝るのって良くないんだろ？」

「うー……。じゃあ、洗う……」

「ごめん。メイク落としとか家にないから、これ買ったけどどう？」

　そう言って樹が渡してきたのは、コンビニで買えるメイク落としシートだ。

「ありがとう……」

　礼を言って亜梨沙はパッケージを破り、メイク落としシートで化粧を落とす。

「すっぴんでも美人なんだな」

　その過程を見ていた樹が呟き、亜梨沙は眉間に皺を寄せてうなる。

「美人とかもういいんですって。お腹一杯！」

　ベッドサイドに置かれてあった化粧水と乳液のミニボトルで肌を整え、亜梨沙はおもむろに服を脱ぎ始める。

「えっ？」

　樹がうろたえた声を出したので、亜梨沙は眉間に皺を寄せて彼を睨んだ。

「服を脱げって言ったの、あなたでしょう？」

　そう言って亜梨沙は紺色のカーディガンを脱ぎ、その下のアイスブルーのブラウスのボタンを外してゆく。

「そういう意味じゃなくて……！」

　樹が焦った声を出すが、亜梨沙はムキになって彼を睨んだ。

「何よ！　男って女が脱いだら喜ぶんじゃないの？　ほーらほら、あなた達が見たがっていた〝ビッチな花宮さん〟のストリップショーですよぉ！」

「お前！　まだバッチリ酔ってるだろ！」

　亜梨沙はベッドの上に膝立ちになり、樹に向かってブラウスのボウタイを振り回してみせた。

「私がちょっとこうやって笑いかけたら、それだけで理由も聞かずコロッとその気になるんだから、ぜんっいんっバッカみたい!!」

　ボウタイを振り回すのに飽きると、亜梨沙はそれを放り投げる。

　フワッとボウタイがベッドの上に落ちる間、亜梨沙はブラウスのボタンを最後まで外してしまった。

「私だってちゃんと〝中の人〟がいるので、普通に笑いたいんですーっ！　そのたびに勘違いされたら、こっちも笑えなくなるんですぅ～！　そしたら『ニコリともしない可愛くない女』って言われてどうすればいいの？」

　ブラウスを放り投げ、キャミソールも脱いで放ってから、亜梨沙は自らブラジャーのホックをプツンと外す。

「っお、おい！」

　樹が焦った声を上げるが、亜梨沙は構わずにベッドに仰向けになり、脚を上げた格好でベルトを外し、オフホワイトのテーパードパンツを脱ぐ。

「花宮さん!?　ヤメテ!?」

　樹が悲鳴を上げて脱ぐのをやめさせようとするが、その顔にテーパードパンツがバサッと被さった。

　ズリ……と顔から落ちた亜梨沙のテーパードパンツをベッドの上に置き、彼は怖い物見たさ……という表情で亜梨沙を見る。

「あっつい……」

　亜梨沙は樹の目を気にせず、ストッキングを腰からクルクルと下ろしている。

　樹の目に映るのは、半分浮き上がったロイヤルブルーの高級なブラジャーと、それと揃いのショーツだ。

　ショーツはバックスタイルがすべてレースでできていて、その下の肌は透けている。

　樹は赤面し、気まずそうに目を逸らしては、どうしても……という様子で亜梨沙を見てしまう。

「ふぅ……楽になった……」

　そう言って亜梨沙は最後に髪を留めていたクリップを外し、サラリとロングヘアを解き放つ。

　そしてまだぼんやりとした顔で、樹を見る。

「及川……さん、だっけ？」

「え？　ああ」

「私……どうですか？」

　半分ブラジャーのカップを浮かせた状態で、亜梨沙は寝転んだまま初対面の樹に尋ねる。

「『どう』って何が」

　下着一枚の亜梨沙を前に、樹は視線を逸らしたり、話し掛けられて彼女を見たりで忙しそうだ。

「魅力ないですか？」

「っ……、こんな状況になって、君の事を『魅力がない』っていう男がいるなら、拝んでみたいもんだけど？」

　樹は下半身の盛り上がりをごまかすのに精一杯だというのに、無邪気に迫られて半ばキレ気味だ。

「一般的に〝ヤリたい女〟って思われてるのは分かってます。ほとんどの男の人が、『こいつとヤッたって言ったら、周りが羨ましがるだろうな』って思ってるのも理解してます。そういう意味では、私は〝魅力〟があるんだろうなーって」

　先ほどくだを巻いていた姿とは打って変わって、亜梨沙は真面目に自分の事を語る。

「……そういうのは気にするべきじゃないだろう。相手を自分のステータスになるかどうかしか考えていない奴とは、距離を置くべきだ」

　樹も話題がやや真剣なものに変わったのに気付き、溜め息をついてベッドの上に胡座をかく。

「私は距離を置きたくても、向こうからガンガン距離を詰めてくるんです。愛想笑いをしたら自分に気があると思い込むし、私の外見が派手だから、遊んでてエッチな事も慣れてると思い込んでる。それでさんざんセクハラな事も言われましたし、何かとあればラブホテルに誘われました」

「上司に報告したのか？」

　樹は気の毒そうな顔をし、また小さく溜め息をつく。

「会社の人とギクシャクしたくありません。それに合コンに行くと二回に一回の確率で、そういうバカに会います。ケツキックして追い払いますが」

「おぉ……。ケツ……」

　樹は感心半分、呆れ半分の表情になり、ボリボリと頭を掻く。

「運がなかったな」

　言われて、亜梨沙は大きな溜め息をつく。

「一生このままの気がします。二十七歳になって処女。〝恋愛強者〟って言われても、相談してくる人たちに教えるのは、全部ネットの知識なんです」

　また亜梨沙は涙を零し、グスッと洟を啜る。

「あー……」

　花宮亜梨沙という人物が大体どんな人なのか察して、樹は何度かうんうんと頷く。

「…………」

　亜梨沙はしばらく脱力して仰向けになっていたが、不意に起き上がる。

「及川……さん？」

「ん？　あぁ。……あの、胸、隠してクダサイ」

　まだ乳首は見えていないものの、ホックの支えを失ったブラジャーの間からは亜梨沙の大きくて真っ白な乳房が零れている。

「私、魅力ありますか？」

「だから……あるって！　だから胸をしまいなさい」

「じゃあ、抱いてくれませんか？」

「へっ!?」

　いきなり飛躍したお願いに、樹はすっとんきょうな声を上げてまじまじと亜梨沙を見た。

「だって君……処女なんだろ？」

「だからです！」

　亜梨沙は拳でどんっとマットレスを叩き、その剣幕に樹は「おおぅ……」と驚く。

「二十七で処女ってヤバイでしょう!?　周りの友達はみんな非処女で結婚して、子供までいるのに、私だけ付き合った事すらなくて処女なんです！」

「気持ちは分かるが、だからって……」

「魅力があると思うなら、抱いてください」

　そう言って亜梨沙はブラジャーの肩紐から腕を抜き、上半身裸になってしまった。

「だっ……ちょっ……」

　あからさまに狼狽えた樹を、亜梨沙はジッと見つめる。

「お願いします！　及川さんいい人だし、あなたになら処女をあげても後悔しないと思うんです！」

　両手をシーツの上につき、亜梨沙は正座をする。

「お願いします……！　何卒！」

　そして深々と土下座をしてみせた。

「…………はぁ……」

　樹はどうにもならない溜め息をつき、また頭を掻く。

「こういうものって勢いで捨てるもんじゃないだろ？　君は今酔ってるんだから、とりあえず寝なさい」

　樹が亜梨沙の肩をポンと叩いた時、亜梨沙は顔を上げ樹の腕を抱き締めた。

「!?」

「お願いします。私、女としての魅力がそんなにないですか？」

　そう言って亜梨沙は樹の手を握り、自分の裸の胸に導いた。

　ふにゅ……と樹の手の中で亜梨沙の胸が形を変え、彼女は目を細めて吐息をつく。

「及川さんなら……って思ってます」

　潤んだ目で及川を見つめ、亜梨沙は彼の頬——唇の近くにキスをした。

「…………っ、あぁ、……あー……！　もぉっ！」

　樹が声を上げたかと思うと、亜梨沙は押し倒されていた。

「……男を煽って、……どうなるか、分かってるんだろうな？」

「お願いします……。抱いてください……」

　涙を纏った目でもう一度頼み込む亜梨沙の顔を見て、——樹の理性が弾け飛んだ。

「ん……っ」

　覆い被さってきた樹にキスをされ、亜梨沙は彼の唇の柔らかさを味わう。

　温かな舌で唇を舐められ、その感触にゾクゾクと背筋を震わせる。

（これが……キス？）

　初めてのキスを味わい、亜梨沙は頭の中を樹で一杯にさせる。

　舐められているので、自分も舐め返すという感覚で亜梨沙は拙く舌を動かす。

　すると滑らかな舌同士が擦れ合う感覚を得て、お腹の奥に熱く疼くものを覚えた。

「ん……っ」

（気持ちいい……。きもち、——きもち、いぃ）

　迎えるように樹の髪を撫でると、樹もまた亜梨沙の髪を撫でてくれる。

　二人で舌を出して舐め合い、互いの髪を撫でる。

　素肌を触れられた訳でもないのに、ただそれだけの行為が亜梨沙の胸にふわふわとした優しい心地よさを蓄積させていった。

（もっと……。優しい……。及川さんの手。舌も……。もっと……）

　愛し合う二人は舌を絡めるディープキスをするという事は、もちろん知識で知っている。

　だがこうして実際に男性の舌を味わってみると、舌の感触から快楽のエキスを得て、体がどんどん興奮していくのが分かった。

「は……っ、む、——ン、んぅ……」

　次第にキスに夢中になっていく傍ら、樹の手が亜梨沙の胸に触れ、やんわりと揉んでくる。

（あ……。手、温かい。大きくて……、私の胸すっぽり包みそう。もっとして……）

　ちゅぴ、と樹の下唇を吸い、亜梨沙は色っぽい溜め息をつく。

　自分の胸は割と大きめなのを自覚している。自分でたまに揉んでみる事もあったが、亜梨沙の手ではすべてを掴みきれず、持て余してしまうサイズだった。

　だが樹の手は亜梨沙の胸を難なく揉み、それにより彼の手の大きさを感じて顔が熱を持つ。

　改めて、彼が男性であるという事と、自分が男性に抱かれようとしているのを意識した。

「ん……っ。あ、……ぁあ」

　指の腹で優しく乳首を捏ねられ、次第にぷくんとそこが勃起してゆく。

「花宮さんの乳首、綺麗な色だな」

　樹が熱っぽい吐息をつき、首筋や鎖骨にキスをしたあと、そこを口に含んだ。

「ゃ……っ、あ、ンぅ……あぁ……あ……」

　温かく滑らかな舌にねろり、ねろりと舐められるたびに亜梨沙の乳首は勃ち上がり、痛いほど硬くなる。

　それをレロレロと舌で弾かれ、子宮に耐えがたい疼きが生まれた。

「ぁ……っ、あ、……ん」

　樹の指はショーツのクロッチに当たり、布越しに亜梨沙の花弁をもてあそぶ。

　熱く濡れたそこは数度揉まれただけで蜜を吐き出し、すぐにグチュグチュと淫靡な音を立て始めた。

（気持ちいい……。もっと触られたい……っ。もっと、——もっとぉ……）

　唇の間から熱い吐息が漏れる。けれど興奮しているのを樹に知られるのは恥ずかしくなり、亜梨沙はとっさに片手で口元を覆った。

　胸は相変わらず丁寧に舐められ、ベッドルームにいやらしい水音がたつ。

　もう片方の胸も樹の手によって揉まれて、自在に形を変えられていた。

　その、自分の体を好きなように弄ばれるという感覚が、より亜梨沙を燃え立たせる。

「もっと……、触って……」

　知らずと亜梨沙はそんな言葉を口にし、ねだるように樹の髪を撫でていた。

「気持ちいいか？」

　少し顔を上げた樹は熱の籠もった目で亜梨沙を見下ろし、妖艶に自身の唇を舐める。

「ん……。気持ち……いい。……もっと……」

　亜梨沙の甘く掠れた声を聞き、樹は溜め息をつく。

「……知らないぞ」

　自分で気持ちいいか聞いておきながら、亜梨沙の返事に堪らなくなったようだ。

　樹は亜梨沙の胸元から腹部にかけて、何度も唇をつけ、そこに強く吸い付く事を繰り返した。

「んぅ……っ、ん……、ぁ……。痛い……」

　肌に歯を立てられて吸われ、何が何だか分からない。

　自分の体に何が起こっているのか見ようとして、亜梨沙は頭をもたげる。

　すると「ん？」と樹が顔を上げ、彼が口を離した場所には赤い鬱血痕がついていた。

「……そ、それって……」

「キスマーク」

　彼は悪戯っぽく笑い、痕をつけた場所をもう一度舐める。

「…………っ！」

　正直、キスマークは憧れだった。

　自分で自分の腕に吸い付いてみた事はあったが、少し赤くなっただけで皮膚の色は戻ってしまう。

　やり方が分からない自分はやっぱり処女なのか……と落ち込んでいたが、ついに男性につけられた。

「嫌だったか？　見える場所ではないと思うけど」

　気遣われ、亜梨沙は小さく首を振る。

「い、嫌じゃ……ない、けど……」

「じゃあ、つけるぞ。酔っ払った君が明日の朝にこの事を覚えているか分からないが、明確な現実として証拠を残しておく」

　そう言って樹は亜梨沙の腹部に唇をつけ、きつく吸い上げた。

「んぅ……っ、あ、……あ」

　樹の唇は熱い。

　腹部に息が掛かって舐められ、吸い上げられるたびに、体の深部にある情欲もこみ上げてくる。

　ショーツのクロッチは相変わらず指先で弄ばれ、先ほどよりもずっと激しい水音が立つようになっていた。

「やぁ、あ……っ、ぁ、……ん」

　——直接触ってほしい。

　心の底ではそう思うものの、僅かに残った亜梨沙の理性が、その言葉を「はしたない」と躊躇わせる。

「どうしてほしい？」

　けれど樹は亜梨沙が望んでいる事を分かっているような顔つきで、意地悪にニヤリと笑ってみせた。

「～～～～っ……」

　力の籠もらない目で睨むと、彼は心底楽しそうに笑みを深める。

「……もっと……、触ってぇ……っ、おねがいっ」

　処女の亜梨沙には、涙の滲んだ目でそうねだるのが精一杯だった。

　他人のセックスなど知らないが、経験を積んだ女性なら、もしかしたら奔放に彼氏にしてもらいたい事をおねだりするのかもしれない。

　だが樹に触れられて「気持ちいい」と口にするのも恥ずかしい亜梨沙には、「もっと触って」がギリギリ言える範囲だった。

「了解」

　樹は目を細めて楽しそうに笑い、亜梨沙のショーツに手を掛けると、総レースのそれをねじり下ろしてゆく。

「ん……っ、ぁ……」

　誰かに下着を脱がせてもらうなんて、子供のようで恥ずかしい。

「脚、開いて」

　けれど樹はそうするのが当たり前という顔で亜梨沙の太腿を撫で、室内のリクライニングチェアにあったクッションを持ってくると、亜梨沙の腰の下に挟んだ。

「やっ……。な、何……するの？」

　酔っ払っていても、裸にされてこれから下肢に何かされるとなっては、亜梨沙とて不安になる。

　強気そうな美人が泣きそうな顔をしている表情に嗜虐心を抱いたのか、樹は鷹揚に笑って、慰めるように亜梨沙の腹部を撫でた。

「初めてならしっかり慣らしたほうがいいだろう？」

　そう言って樹は、下着越しの刺激ですでに濡れている部分に指を這わせた。

「ぁん……っ」

　くちゅりと濡れた音がし、亜梨沙は直接秘唇に触れた男の指先に、色っぽい声を上げる。

　そのあとも樹は花弁に沿って指を這わせ、粘ついた音を立てさせる。形を確認するように撫でては指をそろえて全体を擦り、蜜口を指先でクチュクチュと揉んだ。

「痛かったら言ってくれ」

　やがてそう告げてから、樹は指を一本、亜梨沙の蜜口に挿し入れてきた。

「ン……っ、ん……」

　——体の中に異物が入ってくる。

　それが最初に抱いた素直な感想だった。

「あ……っ、あんっ、ぁ……っ、あ……」

　樹の指は太い。

　彼の外見は着痩せする筋肉質という印象で、〝太い〟という言葉が似合うように思えなかった。

　彼の手も亜梨沙よりずっと大きく、スッと長くて「綺麗」な印象があった。

　だからこうして実際に膣内に指を入れられ、思っていたよりもずっと「太い」と感じた事に自分でも驚いていた。

　それがヌプッヌプッと亜梨沙の膣内を行き来し、愛蜜を掻き回してくる。

「痛くないか？」

「ん……っ、うん、……だい、……じょ、ぶ……」

　無意識に亜梨沙は樹の手首に手を添える。けれど制止してほしいという意味を込めるほど、力は入れない。

　自分でもどうしたらいいのか分からなく、所在のない両手の行き先が結局そこになってしまっただけだった。

「あ……っ、ぁ……」

　樹の指の腹が亜梨沙の膣壁を擦り、ときおり優しくトントンと打ってくる。

　そのたびに膣奥——子宮に甘い疼きが宿り、亜梨沙は子犬のように鼻を鳴らして腰を揺らした。

「狭いな。ゆっくり解していく」

　樹はそう言いながらも指で優しく亜梨沙の膣肉を揉む。手を前後させて膣壁を擦っては、蜜孔を拡げるかのようにグルリと掻き混ぜた。

「あゃ……っ、あ、……っあん、ぁ……っ」

　ビクビクッと腰が勝手に震え、柳のように反ってしまう。

　樹の指が動くたびに、体の奥から名状しがたい感覚が湧き起こり、亜梨沙の中のすべてを支配してくる。

「ん……っ、ん……」

　その感覚が〝何〟であるのか見極めるために、亜梨沙は眉間に皺を寄せて目を閉じ、必死に未知の感覚の正体を探ろうとした。

「あんっ!!」

　けれどそれまでまったく触れられなかった肉芽に樹の親指が触れて強い悦楽が走り、大きめの悲鳴が漏れてしまった。

「そ、そこは……っ」

　肉芽は自分でも簡単に快楽を得られる場所だ。

　分かりやすい気持ちよさを得て、亜梨沙は狼狽える。

　そこに触れているのが自分の指ではないだけに、自慰する時よりもずっと鋭敏に快楽を拾った気がした。

「気持ちいいか？」

　樹がニヤリと笑い、蜜壺に挿し入れた指でナカを暴きながら、親指でも亜梨沙を翻弄してくる。

　今までの愛撫で快楽を得てぷっくりと充血していた陰核が、包皮ごと樹の親指に押し潰され、転がされた。

「っひぁうっ、う……っ、あぁ、あ……っ！」

　樹は溢れた蜜を親指に塗りつけては、そのぬめりを利用してコリュコリュと亜梨沙の陰核を擦り、弾いてくる。

「処女でも自分でココは弄っていたみたいだな？　反応がいい」

「やぁっ、やだぁっ」

　言葉で辱められ、亜梨沙はいやいやと首を左右に振る。

　いつも会社でテキパキ働いている普段の彼女ならあり得ない姿だ。だが亜梨沙は自分がこうやって樹の手によっていいように弄ばれている事に、被虐的な悦びを得ていた。

（次は何をしてくれるの？　もっと酷くて気持ちいい事をするの？）

　快楽にまみれてあられもない声を出しながら、亜梨沙は樹の次の行動に期待していた。

　蜜壺からはグチュッブチュッといやらしい音が聞こえ、それにすら感じてしまう。

　挙げ句、指の腹で入り口近くのザラザラした場所をくすぐられ、亜梨沙はブリッジするように腰を浮かせ、悲鳴を上げた。

「いやぁああ……っ！　そこっ、そこ駄目ぇっ！」

「女の子の『駄目』は大体『いい』だと思ってるけど……。ホントに止めてもいいの？」

　不意に樹が指の動きを止め、悠然と微笑んで見下ろしてくる。

　膨れ上がってもう少しで絶頂を迎えられそうになった快楽は、お預けを食らって亜梨沙の体の中で燻った。

「……やぁ。やだ。もっと……して？」

　涙を纏った目で甘えた声でおねだりをした亜梨沙は、自分がどれだけの嬌態を晒しているかの自覚すらなかった。

「————っ。……くそ、思ってた以上に可愛い」

　樹は口元でボソッと呟いたあと、再び亜梨沙の蜜壺を探るべく指を動かし始めた。

「ん……っ。あぁ、あ……っ。ん、そこ……っ。きもちい……っぁ、あ……っ」

　亜梨沙は腰を揺らし、陶酔しきった顔で目を閉じて淫悦を貪る。

　お腹の奥から広がった愉悦の火は、下腹部をグツグツと燃え立たせて今や全身に広がろうとしていた。

「んーっ、んぅ……っ、い、……達いく……っ」

「いいよ。達けよ」

　樹はそう言って微笑み、片手で亜梨沙の乳房を捏ね、乳首をコリコリと摘まんで転がす。そして顔を彼女の腹部に近付け、そこを舌で舐め回した挙げ句、またきつく吸い上げてキスマークをつけた。

「んンっ……。っあぁあああぁ……っ！」

　キスマークの痛みと同時に、亜梨沙は激しく絶頂する。

　蜜壺で樹の指を締め上げ、両手で彼の髪をくるおしく掻き回した。

　自身のお腹の中を男の指によって触れられ、なぞられて、ゾクゾクと体の深部からこみ上げる愉悦に揉まれて、今まで感じた事のない随喜を覚える。

「っあぁ……。あ……っ」

　樹の指を咥え込んだまま、亜梨沙はビクンビクンとのけぞるように体を震わせ、頭を真っ白にさせる。

　大きな波が去ってからゆっくり体が弛緩し、とても疲れたと思いながら脱力していった。

　ちゅぽ……と樹は蜜壺から指を引き抜き、それを躊躇いなく舐める。

　普段の亜梨沙ならその姿を見て何か言えたのだろうが、今は樹によって絶頂させられ、気だるく横たわるだけで精一杯だった。

（気持ちいい……）

　下腹部を中心に体がジン……と甘く痺れ、ずっとその余韻に浸っていたい。

　ときおり蜜壺がヒクンと疼く感覚は自慰のあとで味わった事があったが、今は自慰よりもずっと深い悦楽の残滓を引きずっている気がした。

　——と、太腿に樹の手が当たったかと思うと、脚が大きく広げられる。

「待っ……て……」

　力の入らない声で抗議しようとしたが、秘部に温かな吐息が掛かったかと思うと、肉芽がぬめらかなものに包まれて悲鳴が漏れた。

「っひぁああっ!?」

　休んでいたというのに次の快楽を与えられ、亜梨沙は驚いて意識を現実に引き戻す。

　顔をもたげて下腹部を見ると、樹がクッションに乗せられて上向いた亜梨沙の秘部に、顔を埋めてむしゃぶりついていた。

「えぇっ!?　ま、待っ……っ、っはぁあああん……っ」

　温かく柔らかな舌に秘唇を舐め上げられ、亜梨沙の唇からなまめかしい声が漏れる。

　密でしとどに塗れた秘部を、樹はぺろり、ぺろりと丁寧に舐め上げた。

　ときおり舌でぐちゅぐちゅと花弁を掻き回し、亜梨沙の意識すら混乱させる。

「やぁああ……っ、ま、待って……っ、ぇ、あぁあああ……っ」

　——舐められてる。

　——信じられない。

　これがクンニリングスだと頭のどこかで理解しつつも、初めてされたので生々しい舌の感触に理性がすべて持っていかれる。

　指ほど深くまで触れないし、硬くない。

　けれど樹の舌はどこまでも柔軟に動き、花弁の襞の一つ一つまで丁寧に舐め、おまけに唇でチュバッチュバッといやらしい音を立ててくる。

「待って……っ、やぁあん……っ、あぁああ……っ、き、気持ちいい……っ、からっ！　やぁあぁああ……っ」

　秘部を舐められ、亜梨沙は動転する。

「待って！　わたっ、私……っ、あぁああ……っ」

　半分泣きながら許しを乞うても、樹はわざといやらしい音を立てて亜梨沙の秘部を舐め、肉芽を口に含む。

　彼の温かい口の中で、大きく膨らんだ陰核が舌によってレロレロと舐め回され、乱暴に弾かれる。

　時に軽く前歯を立てられ、また素早く舐め回され、亜梨沙はあっという間に絶頂した。

「っああああぁっ！　あーっ！　…………っ、んっ、————んんぅ、ん……あ……っ」

　先ほどよりもずっと深い淫悦を味わい、亜梨沙は目を白黒させて悦楽の波間をたゆたう。

　だというのに樹は許してくれず、陰核をさやごと口に含んで充血した肉真珠を舐め続ける。

「っひぁあ、——ぁ、あ……っ、ま、待って……っ、いま、達ったからぁ……っ」

　一度達したのでこれ以上の快楽はいらないと声に出しても、樹は聞き入れてくれない。

　むしろ亜梨沙の腰の下にクッションがあって角度がつき、やりやすいからか、再び指を蜜壺に挿し入れてきた。

「っんぁあああぁ……っ、それぇ……っ、んぁ、あ、——あぁ、あーっ」

　先ほどよりも感じてたっぷり蜜を吐き出した場所に、樹の指が潜りヌプッヌプッと蜜を掻き出してくる。指の腹で陰核の裏側を擦られ、同時に陰核を吸われ、舐められて気がおかしくなるかと思った。

「っだめぇえぇええ……っ、あーっ！　あぁああぁ……っ、んぁ、んーっ、んぅぅうっ」

　亜梨沙は髪が乱れるのも構わず、後頭部をベッドに押しつけて悶え抜く。

　樹はこの短時間で蜜壺の中で亜梨沙の感じる場所を覚え、そこのみを優しく執拗に擦ってくる。

　指だけでも感じるのに、樹は敏感に感じすぎる陰核をちゅうっと吸い、舌で何度も優しく舐め回す。

　こみ上げた愉悦を我慢しきれず、亜梨沙は両手で樹の頭を押さえて激しく絶頂した。

「んあぁあああぁ……っ、達くっ、ぃ、————、く、ぁああぁ……っ」

　亜梨沙はいやいや、と頭を振ってから天井を見上げ、全身を痙攣させながら涙を零す。

　いまだかつてこのような深い絶頂を味わった事がなく、亜梨沙は連続する快楽の数々に夢中になっていた。

　ようやく秘部から顔を離してくれた樹は、テロリと濡れた口元と指を舌で舐め、乱れた亜梨沙を見下ろして満足気に笑う。

　やがて彼はＴシャツを脱ぎ、下着ごとスウェットを下ろした。

　するとブルンッと興奮しきった樹の欲棒が現れ、亜梨沙は真っ赤になる。

（あれが……、男の人の……）

　見てはいけないと思うのに、つい目がソレに釘付けになる。

　全体的にキノコのようで、鰓の張った雁首が笠のようだ。太い竿部分には血管が浮き上がっていて、男性器全体が他の皮膚の色よりも濃いのでどこかグロテスクだ。

　樹はベッドサイドの引き出しから避妊具の箱を取りだし、慣れた手つきで硬く強張った屹立に装着した。

（……抱かれるの……？）

　今になって亜梨沙の中でそんな疑問が浮かび上がったが、もう抗う事はできないのだと本能で理解していた。

　自分から「抱いてください」と土下座した事すら忘れ、亜梨沙は興奮しきった体が迎える末路をただ大人しく待ち侘びていた。

「……今ならまだ、やめてあげられるけど？」

　亜梨沙の太腿を押さえ、先端を花弁に押しつけた樹が、最後に残った理性で逃げ道を提示する。

　彼がゆっくりと腰を前後させるたびに、硬い亀頭がヌルッヌルッと亜梨沙の秘唇を滑る。

　同時に膨らんだ陰核が肉棒に押し潰され、擦られて、得も言われぬ悦楽を覚える。

「っあぁああん……っ、あ、あん……っ」

　亜梨沙は潤んだ目で樹を見て、わななく唇を舐め、微かに喉を鳴らして唾液を嚥下する。

　ここまできて、もっと気持ちいい事をしてもらえるかもしれないのに、途中でやめるだなんてあり得なかった。

「……し、して……？　お願い……」

　小さな声でねだると、樹は「あぁもう……」と前髪を掻き上げて溜め息をつく。

　そして亜梨沙の体に覆い被さり、ぷちゅっとキスをしてきた。

「あとで酔いが醒めてから……怒るなよ？」

「……怒らない……から……」

　亜梨沙はいま自分が酔っているかどうかも分からない。

　分からないが、自分からあまりねだり過ぎるのも、はしたなく恥ずかしいのは理解していた。

　樹に縋り付くような目を向けると、彼は「分かったから」と微笑んで頭をポンポン撫でてくれる。

　彼の年齢が幾つなのかすら知らない。けれど終始がっつかず落ち着いて大人の対応をしてくれる樹に、亜梨沙は無意識に信頼を寄せていた。

　体勢をまた戻した樹は、片手を自身の屹立に添え、先端を亜梨沙の蜜口に押し当てる。

「入れるぞ」

「ん……」

　そしてもう一度了解を取ってから、ゆっくり腰を進めてきた。

「んぁ……っ」

　指よりもずっと太くてたくましいモノが、ズブズブと埋まってくる。

「っいた……っ、た……っ」

　自分は処女なのだからもっと考えて初体験を……という事も、直前の亜梨沙の頭から抜けていた。

　なので入れられると痛いという事も少し失念していて、下腹部に訪れた重苦しい痛みに顔をしかめる。

「……ホントに処女だったのか」と樹が呟いたが、亜梨沙は痛みを堪えるのに精一杯で聞こえていない。

「大丈夫か？」

　樹は途中で腰を止め、気遣わしげに亜梨沙の頭を撫でてくる。

「ん……っ、大丈夫……だから……」

　涙が浮かんだ目で「続けて」と訴えた亜梨沙の気持ちを汲み、樹は「無理をするなよ」と呟いてからまた腰を進め始めた。

「ぁ……、あ……っ、……おっき……ぃ…………」

　今まで本物の男性器を見た事も触れた事もない。

　なので平均的なサイズは、ネットに書いてあったデータしか知らなかった。

　先ほど一瞬見た樹のそれは、随分とずっしり張り詰めていてビンと天を向いていた。

　素面の亜梨沙なら「無理！」と逃げ出していたかもしれない。

　だが意識が混濁している今は、ただ「もっと気持ち良くなりたい」という欲のまま、樹を受け入れていた。

「すっごいキツい……」

　樹はゆっくり息を吸って少し止め、細く長く吐き出してゆく。

　その顔は真剣で、彼の表情に気付いた亜梨沙は申し訳なさを感じた。

「ご、ごめん……っ」

　自分も一杯一杯なのだが、何か自分の体が原因で彼に不都合でもあるのだろうかと思うと、じっくり破瓜の感覚を味わっていられない。

　酔っていても、そのような面倒見の良さや相手を気遣う心は失っていなかった。

「いや、気持ちいいだけだから……っ」

　樹は呼吸を整え、最後にグッと屹立を押し込んだ。

「んぅ……っ」

　最奥に亀頭が届き、疼痛に亜梨沙は眉間に皺を寄せる。

「痛いか？」

　止めていた息を吐き出した樹が、また気遣ってくれる。

「……ううん。……動いて、いいよ……？」

　彼が気持ちいいのなら……と、亜梨沙はそう申し出てみる。

　けれど樹は「バカ」と小さく笑って亜梨沙の額をピンと指で弾いてきた。

「処女で痛いはずなのに、平気なフリするんじゃない。そういう強がりはいいから」

　そう言って樹は亜梨沙の頭を撫で、体を密着させると頬や額にキスをしてきた。

　チュッチュッと顔じゅうに優しくキスをされ、出会ったばかりの人だというのに幸せな心地になってくる。

　彼は時間を掛けて亜梨沙の肩や腕を撫で、乳房を優しく揉んで乳首を弄る。そして腹部や脇まで一通り手を這わせて、ゆっくりじっくり掌の温もりを分け与えてくれた。

　自分よりも体温の高い樹の掌を感じ、亜梨沙は不思議と体の緊張が取れていった事に気付く。

　大切なものを扱うように体を撫でられ、精神的にはとても満足していた。

　まるで恋人にされるかのように扱われ、この場限りの関係だというのに彼にもっと甘えてしまいたくなる。

「もっと……」

　思わず呟いた亜梨沙を見て、樹はクスッと笑うと亜梨沙の唇に優しいキスをしてくれる。

「可愛いな……。亜梨沙」

「ンっ……」

　名前を呼ばれた瞬間、ドキッと胸が高鳴ってそれまで以上の愉悦を得た。

（何……これ……）

　樹に名前を呼ばれ、それがとても特別なものに思える。

「もっと……呼んで。名前、……呼んで」

　熱く太い肉竿にみっちりと蜜壺を満たされた亜梨沙は、幸福にまみれて樹の寵愛を乞う。

　そんな亜梨沙を愛しげに見下ろし、樹は彼女の耳元でさらに囁いた。

「可愛いよ。亜梨沙」

「っ…………！」

　樹の低く艶のある声で囁かれ、耳たぶが熱を持ったかと思った。

　耳元に熱い吐息と共に囁かれただけで、耳朶から脳髄へと歓喜が駆け抜け、どうにかなってしまいそうだ。

　しかも彼が呼んでいるのは、自分の名前。

〝特別〟を感じてもおかしくない。

　亜梨沙が出会った過去の男性たちは、こんな愛しげな声で彼女の名前を呼ばない。名前を呼び捨てにする仲の男性がいても、男友達かという扱いをする人ばかりだ。

　今まで切望していた「愛されたい」「大切にされたい」という願いが、奇しくも樹によって叶えられてしまった。

「ん……っ、ぁ……もっと……」

「っ……締めるな」

　樹の声によって喜悦を得た亜梨沙は、無意識に蜜壺で彼の肉棒を締め付けてしまっていた。

　彼は眉間に皺を寄せ、射精感を堪えている。

「出しても……いいよ？」

　樹の頬に手を添え、亜梨沙はうっとりと微笑んでみせた。

「っ……バカ言うな。せっかくの初体験なんだから、じっくり気持ち良くさせてからでないと」

　少し怒ったような顔をしつつも、樹は亜梨沙を気持ち良くさせてくれようとしている。

　その気遣いが嬉しくて、亜梨沙は心の中で素直に「この人、いいな。好きだな」と思った。

　それからしばらく、樹は亜梨沙の胸を揉み、乳首を舐めては吸った。

　柔らかな舌で乳首を弄ばれるたび、くすぐったさともつかない気持ちよさが亜梨沙を包み込み、思わず彼の頭を抱き締める。

「は……っ、ぁ、……あぁ……」

　全身を優しく愛撫されて亜梨沙の緊張も解けた頃、樹は上体を起こし、片手を結合部に持ってゆく。そしてヌルッと愛蜜を指ですくい取ったかと思うと、それを亜梨沙の秘玉に塗り込んできた。

「っきゃぁああ……っ！　うぅっ……あぁああ……っ!!」

　突如として与えられた強い快楽に、亜梨沙は目を白黒させてシーツを掴み、ギュッと樹を締め付ける。

「っくそ……やっぱり、締め付けがヤバい……」

　樹は無意識に腰を押しつけてきている。

　膣内に含んだ彼の肉棒が動くたびに、今までの疼痛とは違う気持ちよさを得られる気がした。

「ゆっくり……、動いて……？」

　彼にねだると、「分かった。ゆっくりな」ともう一度頭を撫でてから、樹は慎重に腰を動かし始めた。

　ヌルル……と慎重に肉棒を引き抜き、雁首が見えそうなほどその全貌が露わになったあと、またズブズブと亜梨沙の中に押し込んでゆく。

「はぁ……っ、あ……あぁ……」

　お腹の中に異物を含んでいるという感覚はまだあるものの、ソレが動くと体の深部からゾクゾクと悦楽がこみ上げ、堪らない。

　奥を強く突かれるとまだ疼痛があるが、彼は分かっているのか乱暴な事はしない。

　何度も何度も、樹は慎重に腰を前後させた。

「あぁあん……っ、ん……っ、んあぁ……っ」

　亜梨沙もまた、次第に快楽を得られるようになっている。

　屹立が引き抜かれる時は「行かないで」と言うように蜜壺全体で彼を締め付ける。彼が再び腰を突き入れてきた時は、挿入され満たされる悦びにまみれた。

　そのうちヌプッヌプッと潤沢な蜜が掻き混ぜられる音がし、樹の動きも少しずつ速くなってきている。

「亜梨沙……っ、気持ちいいか……？　俺は……、すっごい、気持ちいい……っ」

　眉間に皺を寄せた樹は、額に汗を浮かべ困ったように笑ってみせた。

「ん……っ、気持ちいい……っ。もっと……して……っ」

　太竿が自分の体を貫き、自由自在に出入りして征服してくる。

　愉悦は次第に大きな波となる。けれど亜梨沙は中イキというものを知らないため、そのままでは絶頂できない事が分かっていた。

　けれどこの気持ちいい行為で樹が果ててくれるなら、それでいい……と思っていた時。

「っんゃあぁあああ……っ！」

　油断していた時に樹がまた親指でヌルついた陰核を弄ってきた。

　亜梨沙は雷に打たれたかのように大きく震え、のけぞった。

「っは……っ、締まる……っ。きっつい……」

　樹は嗜虐的に笑い、ヌチュヌチュと亜梨沙の肉粒を撫で、押し潰す。

「ひぁああぁ……っ、あぁあああんっ」

　陰核を弄りながらも、樹は腰の動きを止めない。

　亜梨沙の蜜の量が増え、彼が動くたびにグプッグプッとより粘ついた淫音が立つ。

　切っ先で膣奥を押し上げられ、まだ微かな疼痛は感じるものの、それより陰核からの気持ちよさのほうが上回り、何が何だか分からなくなった。

「ダメッ……っ、だめぇっ、あぁあああ……っ、許し……っ、……てっ」

　首を左右に振りたくり、亜梨沙は涙を纏った目で樹に許しを乞う。

　だが樹は支配者的に悠然と微笑んだまま、亜梨沙の言葉をはね除ける。

「達きそうなら達けよ。気持ちいいんだろう？」

「だって……っ、ぁ、ああぁあ、だってぇ……っ！　っこわ……っ、んーっ、怖い……っ」

　いま絶頂してしまえば、指や舌で達かされた時よりもずっと大きな波にさらわれる自覚はあった。

　そうなれば自分がどうなってしまうのか分からない。

　分からない事は怖い。

　亜梨沙は快楽にまみれながらも、恐怖に怯えてグスグスと泣きじゃくっていた。

「っくそ……、可愛い……っ」

　口走った樹は、亜梨沙の腰を抱えて本格的に腰を突き入れてきた。

　グジュッグジュッと蜜を攪拌され、亜梨沙は蜜壺をピクピクわななかせて彼の肉棒をより締め上げる。

「んーっ、んんっぅうあああ……っ！　気持ち……っ、きもち……っ、ぁあああっ」

　いまだ陰核は樹の指に摘ままれ、揺さぶられては親指で弾かれ、また親指の腹でヌルヌルと擦られる。

　亜梨沙はそのたびに大げさなまでに足を跳ね上げ、つま先に力を入れては悶え抜いた。

「達く……っ、達っちゃうぅ……っ！」

　もはや感じているのか泣いているのか分からない表情で、亜梨沙は樹に自分の高まりを告げる。

「……っく、——ぁあ……っ」

　樹もまた、苦しげな声を漏らし本気で亜梨沙を蹂躙してくる。

　無意識に両手を彼に向けると、樹は片手でしっかりと握り返してくれた。

　もう片方の手は亜梨沙の陰核を愛撫し、腰はずんずんと彼女を突き上げ、蜜壺を蹂躙する。

「んぁあああぁ……っ！　あーっ！　あぁあああぁ……っ、————ぁああぁ……」

　亜梨沙は切ない嬌声を上げ、両手で樹の手を強く握って激しく全身を震わせた。

　蜜壺は収斂し、つま先の閉じた足はシーツの上を滑る。

　まるで暴れるかのように絶頂を表し、深く深く樹を咥え込んで味わったあと、亜梨沙は脱力して気を失ってしまった。

　

　それが、金曜日の夜の事だった。

　目覚めて素面になった亜梨沙の視界に入ったのは、知らない男と乱れたベッド。

　情事のあとと思われる微かな淫臭に、股間の痛さと秘部の違和感。

　記憶は————ない。

　自分が派手にやらかした事を悟った亜梨沙は、深く後悔しながらテーブルに手持ちの三万円を置き、逃げるように彼のマンションをあとにした。

　

「…………ヤリ捨てされた……!!」

　いっぽう樹は幸せな気持ちで目覚め、昨晩愛した可愛い女性に朝食でも作ってやろうかと思ったのに、三万円を手にして呆然としていた。

「は？　マジ？　ちょっ…………。どういう事？　いや、彼女、酔ってたけど……」

　あまりに混乱し、樹は下着一枚の姿で自問自答し、思った事をすべて声に出している。

　女性が男性にヤリ捨てされたというのはよく聞く。

　だがその逆があろうとは……。

　しかも実際体験してみて、かなり情けない気持ちになり「これはキツい……」とこの上なく落ち込んでいる。

「『金払って処女捨てました』って事か？　え？　ホント……？　待って？」

　彼女の思考や行動がまったく読めず、普段は冷静で温厚な性格と自覚している樹は、三万円を手にウロウロと広いリビングを歩き回る。

「……落ち着け。…………落ち着け……」

　ひとまず三万円をテーブルに置き、一度部屋に戻ってジーパンとＴシャツを着てから、キッチンで水を飲んだ。

　リビングのソファに座り、深い溜息をつく。

「……昨晩のは彼女にとって遊びだった？　……ぐでんぐでんに酔っ払っていたから、最初から俺をどうにかしようとして遊ぶつもりではなかったはずだ」

　口に出して昨晩からの流れを整理していくと、少しずつ気持ちも落ち着いてくる。

「……彼女の友達の結婚式について行くっていう話をしたよな」

　冷静になり、自分のスマホには彼女の連絡先が入っている事を思い出す。

「……電話……してみるか？」

　今は朝の八時すぎで、彼女が何時に起きたかは分からない。

　彼女の住まいも分からないが、恐らく都内に住んでいるのでは……と思う。

　今頃、自宅に帰っている頃かもしれない。

　電話を掛けたら出る……可能性はある。

　だが亜梨沙が逃げたという事は、自分との関係を否定したいに違いない。

　抱かれた事を肯定的に受け入れていたのなら、起きてもそのままベッドにいてくれる気がする。

「……電話しても、すぐ切られて着信拒否される未来がたやすく浮かぶ」

　溜め息混じりに言い、液晶に出ていた〝花宮亜梨沙〟の連絡先をキャンセルし、ホーム画面に戻す。

「……どう、するか……」

　スマホをテーブルに置き、樹はゴロリとソファに横になった。

　目を閉じて眼裏に思い浮かぶのは、昨晩の亜梨沙の乱れた姿だ。

　黙っていても美しい女性が、自分の手で淫らに開花する姿は、近年女性から距離をとっていた樹の男としての性を大いに刺激した。

　樹は『ＯＥＣ』という会社の社長を務めている。

　社名はOikawa Electric Companyの略だ。

　創業は明治期まで遡り、先祖となった男性とアメリカの企業との合弁会社が発端だった。

　戦前は電話交換機の製造などをし、戦時中も無線機や電波警戒機などの開発も行っていた。

　戦後は真空管や半導体の製造から家電、無線通信機器分野に進出し、時代とともにコンピューターの開発にも取り組んだ。

　現在では国内パソコンやスマホの大手メーカーとして名を上げられる企業となり、通信会社の大手四社に入るＯＴＴ（Oikawa Tleregraph and Telephone Coeporation）を完全子会社とする、日本になくてはならない大企業だ。

　当たり前のように毎日が忙しく、かつ、女性にモテる。

　現在樹は三十二歳で、二十代半ばぐらいまでは入れ食い状態だった女性関係を楽しんでいた。

　だが諸々の事情で、個人的に女性と関わる事はここ数年なかったのだ。

　と思ったら、最近気に入って通っているバーで飲み潰れている女性——亜梨沙を見つけ、お節介を焼いたが最後、このような結果になってしまった。

　もともと『アルタイル』のマスター・九条とは面識があり、彼から名前は出されていないが亜梨沙の事もそれとなく聞いていた。

　九条が店をオープンさせるにあたり、亜梨沙が知り合いのツテを使ってあれこれ協力してくれたらしい。

　樹も『アルタイル』の常連になった頃に九条と個人的に話す事があり、コンピューター関係の仕事をしていると言うと、ネットの情報からでも集客を見込めるように、店のホームページを作ってほしいと依頼を受けたのだ。

　それぐらいなら自分でもできると思い、樹は本業の傍ら九条の依頼を受けて『アルタイル』のホームページを作った。

　仲良くなってあれこれ話すうちに、「お綺麗な方なんですが、その美人さゆえに問題を抱えている方がいるんですよね」と九条が客として心配している女性の事を口にしていた。

　九条がそこまで言う〝美人〟はどれほどの存在かと思っていたが、先日の金曜日の夜になって、カウンターで寝ている亜梨沙を見てピンときた。

　樹が亜梨沙の面倒をみようと思ったのも、「この女性は九条さんが気に掛けるほど〝いい人〟だから大丈夫」と思ったからだ。

「……こんな女、初めてだな……」

　呟いて天井を見て、ワシャワシャと髪を掻き回し溜め息をつく。

　亜梨沙は申し分なく、「いい女だ」と言い切れる美貌を持っていた。

　その上、どうやら周囲には外見から「派手、遊んでいる」という印象を持たれているようだが、本当はまったく違うという。

　実際に彼女は処女だったし、シーツには血で汚れたあとがあった。

　三万円を置いていったのも、恐らく何らかの負い目を感じてお詫びに……と思っての行動かもしれない。

「見た目は派手めの美人だけど、中身はそうじゃない……。一体真意は何だったんだ？　ただヤリたかった？　酔った勢いでロストバージン？　そんな器用なタイプに見えないけど」

　どんな気持ちで亜梨沙はこの家を出て行ったのだろう？　と思うと、好奇心や興味が湧いて堪らない。

「……あーあ。三万円、安い金額じゃないだろうに」

　一般的に考えて三万円といえば結構な金額だ。

　簡単に人にあげられる金額ではないと思う。

　それを置いていくという事は、よほど申し訳なく思っていたのか、果たして別の感情なのか……。

　どちらにせよ、昨晩から一転して、今朝の亜梨沙が樹を求めてくれていなかったのは確かだ。

「……面白い。逃げられると、追いたくなるな」

　今まで女性に困った事はないため、一度腕の中に閉じ込めたというのに、逃げられたという経験が新鮮だ。

「……もう一回、ちゃんと素面の時に話してみたいな」

　そう呟き、三万円も返さないといけないし、ヤリ捨てして終わりなのか、今後の付き合いがアリなのか確かめたいとも思った。

　そして彼女の処女を奪った責任を取らせてほしかった。

　亜梨沙が「処女を捨てられたならそれでいい」と思うなら尊重したいが、自分たちに〝これから〟があるのか確かめたい。

「っていうか、友達の結婚式の彼氏役、ちゃんとしないとだろ？　俺がいないと困るのはあっちだと思うんだけど」

　次から次へと、亜梨沙への興味が湧き起こり、言いたい事も増えて止まらない。

　亜梨沙の事を考えると妙に胸の奥がドキドキし、楽しい気持ちになる。

「こんな感覚、初めてだ」

　自然と口元をほころばせ、樹は次にどこでどうやって亜梨沙に会えるか考えを巡らせる。

　連絡先を知っていても使えない状態であれば、またあのバーに行けば会えるだろうか。

　それとも……。

　樹は随分久しぶりに女性に夢中になる自分に気付き、幸せそうに笑った。






第三章　再会とドライブ








　土曜日の朝、頭が真っ白になった状態で始発に乗り一度帰宅した亜梨沙は、ひとまず何も考えず眠る事にした。

九時半まで寝て冷蔵庫にあった作り置きのおかずを食べ、頭を空っぽにするためにジムに向かう。

　ひたすらランニングマシーンで走り、筋トレマシーンを機器一つに対して三十回。全種類終わるとまた最初のマシーンから……という事を十周こなした。

　最後はホットヨガでたっぷり汗を掻き、念入りにストレッチをしてジム内の風呂に入る。

「ん……？」

　そこで初めて、投げ出された自分の太腿に赤い点々がついているのに気付き、「何だろう？」と目を凝らす。

　よく見れば赤い点々は腹部や胸部にもあり、腕にもついていた。

（これってもしかして……）

　思い当たるものがあり、亜梨沙の顔面から血の気が引く。

　——そして真っ赤になった。

　いつだったか後輩が首筋につけてきた〝キスマーク〟と似ていたからだ。

（わあああああああああああっ!!）

　ここがジムの風呂場でなければ、本気で叫んでいた。

　ザバッと両手でお湯を汲んで顔に掛け、しばらくそのまま両手で顔を覆って思考を停止させていた。

（……駄目だ。これだけ体を虐めてもヒモ男への雑念が取れない……）

　肩までお湯に浸かってぼんやりしたまま、亜梨沙は寝乱れた男性を思い浮かべた。

　自分がバーで酔ったあと、どのような流れであの男と致してしまったのかを、亜梨沙はまったく覚えていない。

　このような事故で処女を喪失してしまったのは痛恨のミスだ。かといって大好きな人がいて、絶対にその人に捧げたいという訳でもない。

　なので最終的に「まぁいっか……。自分が招いた事態だし」と言い聞かせる事にした。

（あの人、三万円で足りたのかな。あの人のご主人様ってどういう女性だろう。私みたいな外見の、絵に描いたＳ女って現実にはそういないかもしれないし、大人しそうに見えて、実は鬼畜っていうタイプかな……）

　亜梨沙はすっかり男性をヒモと決定している。そのうち火照ってきたので、風呂から上がって念入りに体を拭き、体重を量ってから服を着る。

　運動用のスマートウォッチを確認すると、丁度昼頃だった。

（駄目だ。明日もジムに来て体動かさないと。雑念が多すぎる）

　まるで修行僧のような事を考えながら、亜梨沙はスポーツバッグを肩に掛け、下半身にフィットしたスパッツに、パーカという格好でジムを出た。

　——と。

「あっ!!」

　男性の大きな声が聞こえた。

　何事かと思えば、今エレベーターからジムのあるフロアに出たばかりの男性がこちらを見て目をまん丸にしている。

「えっ!?」

　亜梨沙はつられて声を出し、そのあと彼の顔を見て目と口をゆっくり開いていった。

　我ながら漫画のような反応だったと思う。

　だが、これからジムで運動をしようとトレーニングウェアで立っている彼こそ——、今朝別れたばかりの男性——樹だった。

　起きている時の彼を見ていないので百パーセント断言できないが、雰囲気と彼の反応からそうだと思った。

（嘘でしょおっ!?）

　亜梨沙はクルッと後ろを向き、またジムに入ろうとする。

「ちょっと待って！　逃げないで！」

　だが男性は小走りにフロアを移動したかと思うと、しっかりと亜梨沙の手首を掴んだ。

「っ…………」

（どうしよう！）

　困った顔で振り向いた先には、寝ていてもイケメンなのは分かったが、想像以上に美形な男性が立っている。

　少し癖のある柔らかそうな髪に、穏やかで温厚な顔立ち。

　けれど優柔不断な感じはなく、胸板の厚い体型で堂々と立っているというのもあるけれど、他を圧倒するような雰囲気があった。

「俺は及川樹。覚えてるか？」

「あっ、あ……っ。おっ、お……」

　あまりに驚いて、口からはオットセイのような声しか出てこない。

「お？」

　困惑した顔で苦笑いする樹に、亜梨沙は気に掛かっていた事をズバッと口にした。

「その後、ご主人様には怒られませんでしたかっ？」

「は？　ご主人様？」

　樹はポカーンとした顔になり、訳が分からないと固まってしまった。

　亜梨沙は周囲を見回して人がいないのを確認してから、ボソボソとつけ加える。

「だっ、だって……。あなたヒモさんなんでしょう？　とっさにお金を置きましたが、ご主人様に〝臨時収入〟があったと知られたらマズかったかな？　ってあとから思い直したんです」

「ヒモ……？」

「はい」

「俺が？」

「……違うんですか？」

　今度は亜梨沙が怪訝な顔になり、もう一度聞き直す。

　もしかしたら自分は勘違いをしていたかもしれない可能性に、今さら気付く。

　——と、樹が盛大に爆笑しだした。

「ぶわっはははははははは!!　ヒモ!!」

　あまりの勢いで笑い出したので、亜梨沙はビクッとして身構えてしまった。

　樹は片手で亜梨沙の手首を掴んだまま、しばらくヒイヒイと笑い続ける。

（……この反応は、多分ヒモじゃないんだろうな……。じゃあ、この人何者なんだろう……）

　ぼんやりと樹が笑い終わるのを待っていると、彼は「はー、笑った……」と目に浮かんだ涙を拭ってこちらを向く。

「俺たちはちょっと、酒抜きで冷静に話し合う必要があると思うんだけど、どう思う？」

「……怒って……ます？」

　亜梨沙からすれば、突然大きな声を出した男が声を掛けてきて、逃がさないとばかりに手を掴んできた。怒られるかと思いきや、亜梨沙の勘違いらしい「ヒモ」という単語を聞いて彼は爆笑しだす。

　樹が何者で何を考えているのか分からず、亜梨沙こそ混乱していた。

　ただ、逃げるように彼の住まいを出てきて「失礼だ」と怒られる事も可能性の一つとして考えていた。

　なのでこれから説教タイムなのかと内心構えていたのだが……。

「いやぁ……。怒ってる……というのとは少し違うと思う。それも含めて、場所を変えて話さないか？　君を脅したり、怖い思いをさせたりはないと誓う。俺のほうこそ謝らなきゃいけない事もあるし……。昨日の夜、俺たちがどうやって出会って、何があったのかを説明したい。それから朝に君が何を思って、三万円を置いて家を出て行ったのか俺は知りたいし、知って気持ちの整理をつけたい」

　言われて「彼の言う通りだ」と思った。

　正直なところ、樹に怒られないかどうかなど心配だ。彼はどうやらヒモではないようだが、あの豪華な家に住んでいたところから一般人ではないのは察せられる。

　危ない目には遭わせないと話しているものの、場所を変えてと言われると、密室で……と考えてしまい、また襲われないか怯えてしまう。

　だがそれらの不安よりも、自分が樹に対して失礼な事をした自覚はあり、申し訳なさから話だけでもしなければ……という気持ちになった。

「分かりました。お話します」

　素直に頷くと、樹は亜梨沙の手を握ったままエレベーターに向かった。

「俺の車で移動してもいいか？　誘拐なんかしないから」

　冗談めかして言われ、亜梨沙も少し笑う。

（誘拐なんて言われると、聞きようによっては冗談じゃすまないけど……）

　笑顔が少しぎこちなくなるが、時には思い切って人を信じなければいけない場合もある。

「あまり遅くならないのなら」

　やんわりと時間の制約を作り、あとは樹の良識に賭ける事にした。

　ずっと思っていたが、いつまで手を握られているのか気になる。

　そうしている間も二人はエレベーターのゴンドラに乗り込み、樹が階数ボタンを押した。

「……あの。逃げないので、手……いいですか？」

　初対面と大差ない樹にいつまでも手を握られていると落ち着かず、亜梨沙はそう切り出す。

「あぁ、すまない。つい」

　樹は亜梨沙の手を離し、安心させるように微笑んでみせた。

　何か話題を探さないと、と思い、亜梨沙は懸命に思考を巡らせる。

　だが会話が始まる前にゴンドラは一階に着いてしまった。

「近くの駐車場に車を停めてる。こっち」

　樹は先に歩き始めたが、まだどこか亜梨沙が逃げないか気にしているようだった。

　疑われる素振りを見せられるのも抵抗があり、亜梨沙は彼の隣に並んで歩く。

　一分ほどにある立体駐車場に着き、樹は係員に「やっぱり用事があったので、すぐ帰る事にしました」と伝えて手続きを始める。

（そうか……。あの人……樹さん？　もジムでトレーニングする予定だったんだ）

　彼がトレーニングウェアを着ていたのを目にしていたのに、亜梨沙は他の事で動転し、自分が彼のスケジュールを狂わせてしまった事にやっと気づいた。

（申し訳ない）

　そう思いつつも待っていると、やがて樹が白い高級車に乗り込み、待っていた亜梨沙もペコリと頭を下げて助手席に乗った。

「行きたい場所とかあるか？」

「え？　と、特に……」

　突然言われても、心の準備ができていないのですぐに反応できない。

「天気がいいし、少し景色のいい場所に向かおうか。花、好き？」

「え？　す、好きです……」

「じゃあ、ちょっと二時間ぐらいドライブしようか」

「えっ？　わ、私こんな格好……」

　メイクだって日焼け止めしか塗っていないし、あとは家に帰るだけだと思っていたので、遠出するような格好ではない。

「俺も似たようなものだよ。ま、いいんじゃないか？　出会いが普通じゃないんだから、再会してのドライブが、お互いスポーツウェアでもどうって事ない」

　言われてみれば、自分たちは随分変な出会い方をしてしまった。

　再会したのがスポーツジムというのも変な話だし、これ以上自分たち二人に〝普通の男女〟を求めても無駄なのかもしれない。

「ふふっ……。そうですね。今さらもう、樹さんを前に変に恥ずかしがる事もない気がします」

　自然と彼を〝樹さん〟と呼んでしまってから、「失礼じゃないかな？」と少し心配になる。

「俺も、君の事を〝亜梨沙〟って呼んでもいいか？」

「どうぞ。樹さんはお幾つですか？」

「三十二歳。亜梨沙は？　あぁ、二十七歳だっけ」

　都内の景色を車窓の外に、二人は運転席と助手席に座ったまま初対面のように自己紹介していく。

「……わ、私……。自分の事をどこまで話しましたか？　すみません。情けない事にまったく覚えていなくて……」

　おどおどとしていた亜梨沙がおかしかったのか、樹は「ははは！」と快活に笑う。

「本当に君、ギャップが凄いな。いつもそんなに大人しいの？　酔ってた時はもっと勢いがあったよ。……いや、可愛かったけど」

　彼は亜梨沙の知らない何かを思いだして言い、酔っている時の事を覚えていない彼女は穴を掘って埋まりたくなる。

「いえ、今は大人しいというか動揺してどうしたらいいのか分からなくて……。それに会社では『可愛げがない』と言われています。男性と混じって営業でそれなりに良い成績を取っているので、やっかみを受けたりとかざらです」

　樹の車の中は、一般的なカーアクセサリーの他に特に目立った物は置いてなかった。

　そのシンプルさに好感を持ち、この車に居心地の良さを覚える。

　車そのものも一般的な国産車より幅にゆとりがあり、リラックスして座る事ができる。

「あぁ、そういう事も言っていたな。酔っ払っていた時も強烈だったけど、今は今で可愛くて好きだよ」

　サラッとそんな事を言われ、亜梨沙は静かに目を見開く。

　いまだかつて会社で〝近寄りがたい高嶺の花〟、〝生意気な女〟であった亜梨沙に、ストレートに「可愛くて好き」と言う男性はいなかったからだ。

　だからなのか亜梨沙は赤面し、どうしていいか分からなくなる。

　最終的に樹から顔を逸らすように、助手席から外の景色を眺めた。

「……その、ご迷惑をお掛けしました」

「いいよ。どうせ何も覚えてないんだろう？　お互い金曜の夜からあった事をすべて話して、それから謝ったりなんだりしないか？」

「そう……ですね。じゃあ、私から金曜日の夜に至る事を話します。樹さんにとっては重複する情報があるかもしれませんが、ご容赦ください」

　樹が過去の事をネチネチと言うタイプでなくて良かったと思いつつ、亜梨沙は改めて自分の事を話し始める。

「可愛い」と言われるのに反して、子供の頃は空手ばかりで女子同士であまりつるまなかった。親友といえる友人ができず、腐れ縁の愛菜はいるが、亜梨沙自身は恋愛に興味を持てないまま、この歳まで成長してしまった事。

　兄の友人を年上の彼氏と勘違いされたのを、否定するのも面倒で彼氏がいるフリをしてしまった事。今は外見のせいでモテると思われ、見栄を張り続けて恋愛相談などに乗ってしまっている事。

　悪癖は社会人になっても続き、現在でも亜梨沙はネットや恋愛指南書、果てはセックス指南書まで読みあさり、嘘を上塗りし続けている。

「褒められて、私に憧れてくれる人も中にはいるのに、『本当は恋愛経験ゼロなんです』って周りを失望させるのも怖かったし、それで笑われるのも怖かったんです」

　こじらせ処女だと打ち明けるのは、思った以上に恥ずかしい。

　声が微かに震えて小さくなってしまったが、樹は亜梨沙を馬鹿にしなかった。

「分かるよ。周りが自分に対する期待値をどんどん上げていくと、その偶像を壊すのが怖くなる。自分が積み上げたものでもないのに、勝手に失望されるのも怖い。……そういう気持ちは分かる。だから俺は亜梨沙を絶対に馬鹿にしない。安心して、全部吐き出していいよ」

　二十七年間、心にしまっていた泥を肯定してもらえただけで、随分胸の奥が軽くなった気がした。

「……ありがとうございます」

　心の底から安堵してホッ……と微笑んだのも、初めてではないだろうか。

（この人といると楽だな）

　恐らく自分の醜態をすべて見せてしまったからか、樹に対して「隠さなければ」という緊張感がない気がする。

　小さく微笑み、亜梨沙はさらに語った。

「それで、金曜の夜に飲んでたのか？」

「そうですね」

「気持ちは分かるよ。でも女性一人で、正体なくすまで飲むのはお勧めしないけど」

「う……。すみません……」

　迷惑を掛けてしまった樹に釘を刺されては、言い返す言葉もない。

「そこから先の話は、樹さんに聞いてもいいですか？」

「ああ」

　樹は返事をし、少し間を置いてから口を開く。

　樹は独り身らしく、少し前から九条のバー『アルタイル』に通うようになっていたらしい。

　マスターの九条と顔見知りになって色々話すようになるうちに、店のために協力する事があり、仲良くなったようだ。

　常連になって会話をしていると、どこの会社の誰と名前は出されないが、亜梨沙が話題になったのだとか。

　だんだん記憶の空白が補填され始め、亜梨沙は気まずさ一杯の顔で樹の話を聞く。

「ハイヤーを呼んで乗ったら、亜梨沙はさすがに住所を言ってくれると思っていたんだ。でも君は泣きながら愚痴を言うばかりで俺の話を聞いてなくて……。車は動き始めるし、とりあえず酔いが醒めるまでうちに置くのもアリかな？　と思って、うちに連れ帰った。他に手段が思いつかなかったとは言え、初対面の男の家に連れ込んですまない」

「い、いえ。樹さんが連れ出してくれなかったら、多分そのまま九条さんに迷惑を掛けていたと思いますし……」

　徐々に話題が二人のベッドインに近付き、空気が気まずくなってくる。

「それで……なんだけど。……このあとどうなったのか……分かって……る……？」

　幸いなのは、樹は運転をしていてずっと前を向いている事だ。

　これがどこかのカフェで対面しながらだったら、視線をどこに向けたらいいのか分からず困り果てていたと思う。

「……た、多分……。樹さんに抱かれた……と思っています。……それも……私、……重たいですが、処女……でして……」

　亜梨沙は非常に歯切れの悪い言い方で、ボソボソと返事をするしかできない。

「あー……。そう……だよな。分かって……るよな。……とりあえず、ごめん。謝る。酔っている女性を抱くなんて最低な事をした」

　樹も気まずそうに言い、最後はきっぱりと謝罪してくれる。

「……いえ。これが本当に記憶もなくてヤリ捨てされたなら、少し相手を恨んだかもしれません。でも樹さんは寝心地のいいベッドに寝かせてくれて、こうやって私に」

「いや、駄目だから！」

　亜梨沙が理由をつけて「樹さんは悪くない」と言おうとしていたのを、当の樹がきっぱりと否定する。

「正直なところを言うと、酔っ払った亜梨沙は『二十七歳になって処女なんて』って言って、土下座をして俺に『抱いてください』って頼んできた」

「ええっ!?」

　自分のあまりの酔っ払い具合に、亜梨沙は大きな声を上げる。

（でも何だか……うっすらそんな事を言ったような気もする……）

　記憶が蘇った訳ではないのだが、樹の話を聞いていると「そんな事があった気がする」という気持ちになった。

（自業自得じゃない）

　自分に呆れ果てて溜め息をつくと、樹が言葉を続ける。

「確かにそう言われて、俺は〝誘われた〟立場になる。目の前で綺麗でいい女が自分からポイポイ服を脱いで『抱いてほしい』って懇願してきて、理性が負けてしまった。だが普通に考えて、そんな状態の女性を抱くなんてクズ中のクズだ。亜梨沙は処女を捨てたいと言っていたけど、処女なら尚さら駄目だったと思う。……本当にすまない」

（自分から服まで脱いだんだ……）

　自分の痴態をそこまで暴露されると、逆に第三者的な気持ちになって「馬鹿だなぁ」としか思えない。

　加えて酔った亜梨沙が完全に悪いのに、ここまできちんと謝ってくれる樹を改めて見直し、本当に悪い事をしたと思う。

（誠実な人なんだな）

　最初は彼が何者か分からず、勝手にヒモだと思った挙げ句逃げてしまい、失礼な事をした。

　ジムの前で再会した時も逃げたい気持ちで一杯だったが、今はちゃんと話せて良かったと思っていた。

「話してくれてありがとうございます。言っておきますが、私は樹さんを恨んでなんていません。二十七になる大人が酒に飲まれて酔っ払ったんです。理性がなかったとはいえ、自分で樹さんに『抱いてほしい』と言いました。きっと健全な男性なら、断るのが難しいシチュエーションだったと思います。だから私は樹さんを責める気持ちにはなりません。むしろ、被害者ともいえるのに謝らせてしまって、申し訳ないというか……」

　自分はもう、いい大人だと分かっている。

「酒は飲んでも飲まれるな」は、酒を嗜む大人なら誰しも知る言葉だ。

　それなのに飲まれて初対面の男性に絡んだのは、亜梨沙のほうだ。

　社会的に見たら「酔った女性を抱くなんて……」と思う気持ちがあるだろうが、亜梨沙としては自業自得だと思っている。

「樹さんはこうやって、きちんと責任を感じてくれる人です。謝る必要はないと思いますが、きちんと謝罪してくれて、私もそれを受け取りました。だからもう、負い目を感じるのはやめませんか？　過ぎた事を悔いても仕方ありませんから」

　その言葉は、自分自身にも向けている。

　すると、隣で樹が意外そうに息を呑んだのが聞こえた。

「……亜梨沙は、強いんだな」

「強くなんてないです。ただ大人として、自分の責任は自分で取りたいと思っているだけです」

　謎だった事がすべて分かり、どこかサッパリした気持ちになれた。

「あーあ。どうせなら処女を失った時の事も覚えていたら、〝モテる女のフリ〟に役立ったかもしれないのに」

　冗談めかして言って笑うと、樹も苦笑してくれた。

「……で、俺の事はヒモだと思って、金を置いて出て行った？」

　ヒモの話題をまた出され、亜梨沙はギクリとする。

「う……！　んー……。だって、樹さんのお住まいがとても立派だったので、ついヒモかな？　って思っちゃったんです。その……。樹さん、格好いいですし、体も鍛えててモテそうじゃないですか。それであんな立派なマンションに住んでるっていえば……ヒモかな？　って思って」

「ぶはっ……！　っはははははは！　だから……！　どうしてそこでヒモが出てくるかな？　俺自身が稼いでるって思わなかった？」

　樹に爆笑され、亜梨沙は初めてその可能性に思い当たった。

「え？　えー……あー……。私の周りに、高給稼ぎで億もしそうなマンションに住んでいる人なんていません。……だからつい思考がそっちに向かってしまったのかもしれません」

「それで亜梨沙は多分、俺が何者なのか気になってると思うんだけど、教えておいたほうが安心するよな？　聞いても引かない？」

「……努力します」

　樹がこうやって前置きをするという事は、聞いて驚く可能性があるのだろう。

　控えめにそう答えると、樹は軽く笑って自らの立場を明かした。

「ＯＥＣって会社、知ってる……よな？」

「え!?　は、はい。もちろん！」

　ＯＥＣと聞くと、国内の電機メーカーといえば……で必ず挙げられる社名だ。

「そ、そのＯＥＣの社員なんですか？」

　大企業のエリート社員なら、あの住まいを持っていてもおかしくないかもしれない。

「いや、社長」

「ふぁっ!?」

　突然経営者という雲の上の存在が出てきて、亜梨沙はおかしな声を上げる。

「ほ、ホントに？」

「本当。何なら、あとで名刺をあげるよ」

「い、いえ……」

　名刺があると言い切るという事は、本当なのだろう。

「…………」

　亜梨沙はあまりに驚いて黙り、前を向いたまま呆ける。

　そして随分面倒な事になったと気付き、遅れて冷や汗がドッと出てくる。

「やっぱり引いてるな」

　クスクスと樹が笑い、亜梨沙は「い、いえ。驚いただけです」と、とっさに誤魔化す。

「とりあえず、家と住んでいる人については納得してくれた？」

「は、はい。ヒモと言って申し訳ございませんでした」

「畏まらなくていいよ。俺はそのままの亜梨沙に魅力を感じたから、社会的地位を知ったからといって、態度を変えないでほしい」

「はい」

　そうはいうものの、大企業の社長であるという事を無視するのは難しい。

　亜梨沙がそう考えていたのを見透かしてか、樹がつけ加えてきた。

「言っておくけど、今はまったくのプライベートで、社会的地位を持ち出して君をどうこうする気持ちはまったくないからな？　というか、そんな事をしたら本当にクズだろ」

「……分かりました」

　樹の言う言葉を信じようと思い、亜梨沙は彼の社会的地位を気にする事をやめる。

「お互い、勘違いが解消されたと思ったところで、俺は三万円を受け取る筋合いはないから、今返すな？　ダッシュボードの中を見てくれる？　封筒の中に三万円入ってるから、回収して」

「え。…………あ、……はい……」

　一度あげてしまった物なので、「返す」と言われるとどこか格好悪い。

　けれど大事な生活費でもあるので、三万円が手元に戻るのはありがたかった。

「失礼します」とダッシュボードを開けると茶封筒があり、「すみません、ありがとうございます」と言ってそれをバッグにしまった。

「で、亜梨沙は地元の友達の結婚式の話をしていて、俺に『彼氏役で付き合ってほしい』って言ったんだ。で、連絡先も一応交換してしまった」

「う……」

（結婚式の話もしたのかーっ！　私の馬鹿！　はっずかしい……。それでもう既に付き合ってもらう事になってただなんて……）

　そんな事はないと言いかけたが、こうやって樹と話し合う前の自分なら「あり得る」と思うので否定できない。

「でも俺は亜梨沙がヤリ捨てしたのか何なのか理解できなくて、連絡先に電話やメッセージ入れていいのか分からなかった。九条さんに聞いてみる事も視野に入れて、もう一度亜梨沙に会えないか考えていた。俺は酔っ払っている亜梨沙しか知らなかったから、素面の君に会って、どんな人なのかもう一度確認したかったんだ」

　酔った女に処女を押しつけられ、失礼な勘違いをされたというのに、樹は随分亜梨沙の事を前向きに捉えてくれている。

「興味を持って頂けて……光栄です」

「うん。それで亜梨沙は俺の事をどう思ってる？」

「……最初の勘違いは置いておいて……。今はきちんと話せて良かったと思っています。樹さんは面倒見のいい方で、酔っ払い相手でも素面の時にどんな人間であるか見極めようとする、誠実な方だと思いました」

「俺もこうやって昼間に亜梨沙と話せて良かった。改めて話してみて、やっぱり魅力があるなって感じてる」

「そ、そんな……。出会った翌日に……。しかもあんな出会い方……」

　最初は樹とゆっくり話せて良かったと思っていたものの、次第に彼の醸し出す空気が恥ずかしくなり、また逃げ出したくなる。

「亜梨沙は俺を異性としてどう思ってる？」

　恋愛対象としてどうなのかとハッキリ言われ、亜梨沙は混乱する。

「だ、だって……。昨日出会ったばっかりですよ？　まともな出会い方じゃなかったし、樹さんはＯＥＣの社長さんだし……」

「亜梨沙は男を職業で判断するのか？」

「そっ、そうじゃないです……！」

「亜梨沙って、彼氏はいないと思っていいんだよな？」

「……は、はい」

　これから何を言われるのか想像して、亜梨沙の胸がドキン、ドキン、と高鳴ってゆく。

「好きな人もいない？」

「……はい」

　亜梨沙は膝の上で拳を握る。

　いつもならスカートの生地を握れるのだが、今日は体にフィットしたスパッツなので叶わない。

　本当に何て色気のない状況で再会してしまったのだろう……と、自分の間の悪さに辟易する。

「亜梨沙が気にしているように、昨日の今日で信憑性がなくても仕方がないと思う。けど、言わせてほしい。……もし良かったら、俺と付き合ってみないか？」

「…………」

　思わず開いた唇から「えっ」と本当に色気のない声が漏れなかったのを、まず褒めたい。

　その代わり亜梨沙は中途半端に口を開いたまま、高速道路で前を走行している車を見つめ、固まっていた。

「……急ですね？」

「それもそうだから、今日一日デートしてみて、帰りに感触を報告する形はどう？」

（本当に急だな!?　この人！　会ったばっかりで失礼な事も言った女なのに、付き合ってほしいって……。しかも私スパッツ姿なんですけど……。それでデートって……。やっぱりどこか変な人なのかな？）

　頭の中で失礼な事を考えるが、大企業の社長ともなると常人と考え方が違うのかもしれない。

（いや、でも車に乗ってここまで来ちゃったなら、デートは不可避だし。……一日ぐらい、思い切ってデートしてみてもいいのかな。……いきなり付き合うだなんて考えられないけど、話してる間に色々判断する余裕はできるかもしれない）

「ん……うん……。それぐらいなら」

「よし、そうしよう」

　樹は軽やかに決めてしまい、カーオーディオに手を伸ばすと音楽を流した。

　流れたのは亜梨沙の知らない洋楽だったが、聞いていてゆったりと落ち着ける曲を耳にし、気が付けば随分リラックスして樹と色んな話をするようになっていた。

　

　東京を出発して二時間後、二人はトレーニングウェアのまま茨城県にある公園に来ていた。

　車内ではお互いたわいのない話をし、好きな食べ物や好きな色、休日はどうやって過ごすかから始まり、ジムでどのようなトレーニングをしているかというマニアックな話までした。

　亜梨沙がジムを出ようとしたのは十二時半頃で、それから二時間だ。

　空腹になったので、公園に入る前にコンビニに寄ってもらい、駐車場でおにぎりを食べた。

　そのあと気を取り直して公園を散策する事にする。

　海岸沿いに広がる公園で、その時期は丁度一面のネモフィラが咲いていた。

「すご……い」

　広くて緑の多い敷地を進み、人が多くいる方向に歩いて行くと緩やかな丘そのものが青く色づいている。

　小さな花——ネモフィラが風にそよぐ様は、丘全体が息づいているかのように思えた。

「綺麗だよな。来た事ある？」

「いえ。旅行会社のバスツアーとかだと、パンフレットで見た事はあるんですが」

　二人ともトレーニングウェアなので、時々不思議そうに見てくる人はいた。

　だが外国人観光客も大勢来る観光地なので、ここにいる人たちはそれほど他人の服装を気にしていないようだった。

　景色を楽しみながらゆっくり歩いていると、樹が手を握ってきた。

　驚いて彼を見上げると、楽しげな、少し悪戯っぽい表情で微笑んでいる。

（まぁ、いいか）

　覚えていない間に樹とセックスしてしまった事を思えば、手を繋ぐなど今さらだ。

（それに、今の関係性はよく分からないけど、彼氏ができたみたいで少し嬉しい）

　四月の下旬で、まだ肌寒い日もあるが、その日はとても暖かかった。

　広い公園を歩いていると汗ばんでくるほどだが、海辺の風が吹き抜けて気持ちいい。

「綺麗だな……」

　美しいネモフィラの丘を見ていると、自分の悩みがかすんでいく気がする。

　爽やかな風に綺麗な景色。

　手を繋いでいるのは今まで会った事のない極上の美男で、しかも大企業の社長。

「夢みたい……」

　通り過ぎる観光客も気付かないぐらいの声だったのに、突然樹が「ん？」と顔を覗き込んできた。

「えっ、え!?」

「今、何か言ったか？」

「い、いえ！」

「ふーん……？」

　樹は疑うように、半分楽しそうに亜梨沙を見つめ、ニカッと笑った。

「俺の事『カッコいいな～、付き合いたいな～』って考えてくれているのかと思った」

「なっ……。もぉ……」

　怒ってみせるものの、樹が楽しそうに笑うので、亜梨沙も呆れて笑う。

（この人といると楽だな。大企業の社長っていう感じがしない）

　思えばここ最近、ずっと笑っていなかった気がする。

（……グデングデンに酔っ払った出会いを思うと、取り繕うものもないか）

　自分の酒癖の悪さを反省しつつ、亜梨沙は海辺にある公園を満喫した。

　

　一時間半ほど公園を満喫したあと、休憩を挟みつつまた二時間かけて東京まで戻った。

「そろそろ夕飯時だけど、良かったら一緒に食べないか？　何か食べたい物はある？」

　あと少しで都内という距離になり、樹が聞いてくれる。

　言われて、もうそろそろ十八時なのだと気付く。

「お気遣いはありがたいですが、こんな格好なのでさすがに……」

「じゃあ、途中で服を買おうか」

「えっ？　そんなに持ち合わせないですよ？　あ、返してもらった三万円あるか」

　樹が相手だと亜梨沙も片肘張るような事は考えず、「お金がない」と普通なら言いづらい事もスルッと口にできていた。

「お前なぁ……。自慢する訳じゃないけど、仮にも俺は経営者だぞ？　連れている女性の服を買ってレストランでご馳走するぐらいの甲斐性はある」

「そっ、そんな……。まだ付き合ってませんし。男の人に簡単に借りを作るなって母が言ってました」

「ふぅん？　〝まだ〟なんだ。じゃあいい子にしてたらワンチャンあるな？」

「もぉぉ……」

　屁理屈を捏ねる事にも、大企業の社長が「いい子にしてたらワンチャン」と言うのも、おかしくて呆れてしまい、結局亜梨沙は笑う事になる。

「それはともかく、まだ付き合ってないのは本当だ。亜梨沙の家に寄って君が着替えるのを待ってもいいけど、俺に自宅の場所を教えていいかは別だろう？　そのあとに俺が自分の家に寄って着替える時間も惜しいし」

　言われて、それもそうだと思う。

「私服になるので、お金は自分で出します。その条件を呑んでくれるなら」

　それでも奢られっぱなしは嫌だと主張すると、樹は溜め息をつきながら笑った。

「分かったよ。取りあえず六本木に行こうか。あそこなら色々入っているから、服も食事も都合がつく」

「んぇっ……」

　六本木、と高級店ばかりが連なる地名が出て、亜梨沙の口から変な声が漏れる。

「何か？」

「い、いえ……」

　まさかここで「高いから嫌です」なんて、格好悪くて言えない。

（どうしよう……。三万円で足りるかな。……いや、カードか……）

　覚悟を決めているうち、食事はイタリアンを食べる事にし、樹は六本木といえば……なビルに向かい、駐車場に停まった。

　

「ん……？」

　六本木などまともに来た事がないが、このビルには映画館も含む商業施設に加え、マンションもあると聞いている。

　しかし樹が車を停めたのが、どうやら一般商業施設ではない駐車場に思えたのだ。

「ここってあのビルの駐車場と違いません？」

　車から降りてスニーカーを履いた足を地に着けると、長時間のドライブだったからか少しホッとする。

「いや？　ここ、俺が契約してる駐車スペースだから大丈夫」

「へっ!?　契約？」

　思いも寄らない返事があり、亜梨沙は間抜けな声を出す。

「家は幾つかあるんだ。実家は南麻布。会社が近いから麻布十番にメインの自宅マンションがある。休日にゆっくり休む時は、一軒家がある白金台。あとは便利そうな所に賃貸や駐車場を幾つか借りてる」

　長い指を折りながら事もなげに言うので、その金額の途方もなさに眩暈がしてくる。

「……じゃ、じゃあ……今朝、私が出てきた麻布十番のマンションは……メインの……」

「そう。昨晩、新橋駅近くで飲んでただろ？　そこからどの家に運ぼうか考えて、とりあえず色々揃ってるからメインのマンションにしようと思ったんだ」

「う、うぅ……。新橋駅近くだったのは、会社帰りで……」

「今さらだけど、どこの会社？」

「日野冷凍食品です」

「へぇ、大手だね」

　駐車場から外を歩くと、目の前に有名なテレビ局のビルがある。

　その後、スポーツウェアのまま商業ビル内に入ったが、あまりに場違いなので恥ずかしくて堪らなくなった。

　店内は亜梨沙の知っているショッピングモールとは違い、高級感の溢れるライティングがされ、ガラスや鏡などを効果的に使った空間が広がっている。

　広い面積をとったセレクトショップになっているのか、場所により取り扱いが服、アイウェア、雑貨にコスメなどがある。

　見るからに高級ブランドを扱っていると分かるディスプレイや、上品そうな店員の佇まいに気持ちが落ち着かない。

　しかも樹と一緒にいるせいなのか、すれ違うお洒落カップルに羨むような目で見られる事がたびたびあった。

（私と樹さん、どんな関係に見えているのかな……）

　自分でもこの状況と自分の感情が理解できず、気持ちをどこに向けたらいいのか分からない。

　そんな亜梨沙の手は、樹によってしっかりと握られていた。

「ところで亜梨沙の私服ってタイトな感じだったっけ？　昨日もブラウスにカーディガンと、パンツだった気がするんだけど。スカートは穿かない？」

「あ、あぁ……。いや、スカートは穿きますよ？　ただ小花柄とかフリルとか女子っぽいのは、似合わないので避けています。歩いていてあまり靡かないタイトスカートや、ニットスカートとかなら穿きます。パンツスタイルは単純に楽なので……」

「そっか。じゃあ、あそこのディスプレイの感じとかどう？」

　ニカッと笑った樹が近くのマネキンを指差し、亜梨沙はつられてそちらを見やる。

　マネキンが着ているのは、ノースリーブのシンプルなミニドレスだ。黒一色の膝丈で、ワンポイントに首元に黒地に縁が白のリボンが巻かれている。そのリボンにはラグジュアリーブランド・ジスカールの名前が白い字で刻まれていた。

「ジッ……ジスカール!?　あんなの着られません！」

（というか買えない……！）

　ジスカールといえば化粧品はデパコスと呼ばれる物で人気が高く、その服は〝銀幕の妖精〟と呼ばれた大女優が有名映画で着用し、初代デザイナーは〝モードの神童〟と呼ばれた由緒あるブランドだ。

　到底、一般庶民である亜梨沙が着られる服ではなく、期待よりも不安と恐ろしさが先立ってしまう。

「そうかな？　亜梨沙は身長もあるし、脚が綺麗だから似合うと思うけど。あのヒールも一緒に履いたら黒同士で格好いいんじゃないか？　小物は差し色に鮮やかな色にしようか」

「そういう問題じゃ……！」

　亜梨沙が値段でビビっているのを理解せず、樹は彼女の手を引いたまま店に入ってしまう。

「こんにちは。あそこのディスプレイの黒いミニドレス、試着できますか？」

　樹は店員の女性に気さくに話し掛け、いかにも高級店に場慣れしている感じだ。

「畏まりました」

「あと、ディスプレイの所に置いてあるヒール、彼女に合うサイズのがあったらそれも。それと差し色になるようなクラッチバッグありますか？　僕はスーツ一式お願いします」

　高級店にいきなりスポーツウェアの男女が入って来たかと思えば、いきなり即決で服を買おうとする。

　普通ならあり得ないシチュエーションだが、やはり六本木にある有名ビルという事で、店員も客が富裕層だと分かっているのだろうか。女性はにこやかに応対し、まず他の店員に亜梨沙をフィッティングルームまで誘導した。

　さらに他の店員が樹のサイズに合うスーツを選ぶため、彼の相手をする。

「亜梨沙。着てみていい感じだったら、そのままタグを取ってもらって出ておいで。トレーニングウェアは適当に袋に入れてもらって」

「え、えぇ!?」

　まだ何も返事をしていないのに……！　と焦っている亜梨沙に手を振り、樹は自分のスーツを探しに行ってしまった。

（なんでこうなるの……！）

　愕然としてプルプル震えている亜梨沙に、先ほどの女性店員が「どうぞ」とミニドレスを手渡してくれる。

「は……はい。あ、ありがとうございます……」

　引き攣った笑いを浮かべた亜梨沙は、「どうにでもなれ！」と思い、試着する事にした。

　

　結局そのあと、亜梨沙は試着したミニドレスをレストランに着ていく事になっていた。

ストッキングも穿いて樹が選んだハイヒールを履き、クラッチバッグを持ち、髪は樹がクリップを買ってくれて、器用にも彼がお洒落に纏めてくれた。

　試着の時に値段を見ると、とんでもない金額だった。

　だがそれでも……と自分の物は自分で払おうとしたが、樹は店員に亜梨沙の相手をさせている間に、別の店員とレジに向かってしまい、スッと会計を済ませてしまった。

　さらに樹は化粧品が並ぶ売り場まで亜梨沙を連れて行くと、泣く子も黙るラグジュアリーブランドのブースに連れて行き、「使った物は買い取るので、服に合ったメイクをお願いします」とビューティーアドバイザーに頼んだのだった。

　高級そうな黒い内装や、いかにもお洒落に気を使っていそうな女性たちに囲まれ、亜梨沙はつい固まってしまう。

　その間、「お綺麗ですねー！」と声を掛けられ、あっという間にメイクを施されてしまった。

　亜梨沙としては「何が何やら……」で、狐に化かされた気分だ。

　そして荷物は樹がすべて持ち、お姫様のような扱いをされてイタリアンレストランに向かう。

「及川様でございますね。お待ちしておりました」

　今までずっと一緒にいたのに、いつ連絡をしたのか二人はすぐに個室に通される。

　清潔感のある白い壁とクリーム色の床に、シンプルな黒いテーブルと椅子がお洒落だ。

「亜梨沙、ワイン飲む？　アルコールは大丈夫？」

　きちんとスーツを着た樹が向かいに座ると、今までトレーニングウェア姿の彼を前にしてきたので、変な気持ちになる。

　見違えたような彼を格好良く思い、ソワソワして落ち着かない。

　自分もまたこんな高級な服を身に纏った事がないし、プロが施してくれたメイクは元々の派手目の顔を女優のように仕上げてくれた。

　そのすべてが非日常で、亜梨沙は椅子に座りつつも自分がフワフワとどこかに浮いている気持ちになっていた。

　けれど飲み物を尋ねられ、昨晩は酒で失敗してしまった事を思い出す。

「えーっと……」

「また酔っ払うのが怖いのは分かるけど、今は俺がついているから大丈夫だよ。危なそうになったらストップ掛けるし、万が一の事があったら……。まぁ、適度に介抱させてもらう」

　介抱と言われ、亜梨沙は自分の失態と彼と寝てしまった事を思い出して真っ赤になった。

「の、飲みますけど、もう失敗しませんから！」

「ははっ！　なら良かった。グラスワインにする？　それとも二人でボトルを飲む？」

「お……。お任せします……」

　彼に何もかも奢られっぱなしで、良心が痛んでいる。だがこれまでの流れからして、恐らくこのレストランでも彼が支払うのだと思うと、食べ物や飲み物のチョイスはすべて任せたほうがいい気がした。

「うーん……。さっきまでの君らしくないな。……まぁ、いいか」

　樹は苦笑いをすると、バルバレスコというワインのボトルを一本頼む。

　それだけで三万五千円するので、亜梨沙は一瞬天井を仰いで気を遠くしかけてから「しっかり！」と自分を叱咤して意識を引き戻す。

　正直、今日一日で樹が使った金額だけで、亜梨沙は数か月暮らしていける気がする。

「このイタリアンレストランは、コースを自分好みに組み立てる事ができるのが特徴なんだ」

「そ、そうなんですね」

　スーツを着た彼に微笑みかけられ、胸が高鳴る。

　一日が過ぎるのはあっという間で、綺麗なネモフィラを見たかと思えば、今は高級ブランドの服に身を包んで高級レストランにいる。

（何で夢じゃないんだろう）

　テーブルの陰で自分の手の甲をつねってみたが、しっかり痛かった。

「疲れたか？」

「そう……ですね。疲れた……のかもしれません」

　改めて言われ、自分が疲れているのだと理解する。

　体の疲れ的には、鍛えているし大した事はない。だが濃縮された時間を過ごし、おまけに人生で初めて体験する事も多々あり、頭が情報量についていっていない。

「今日は楽しかった？」

「はい！　最初はびっくりしましたけど、樹さんって一緒にいて楽なので、色々気兼ねなくおしゃべりできて、ずっと堪っていたものが解放された気がします」

「それは良かった。……じゃあ、また連絡してもいい？」

　最初からブレる事なく、樹はこれからも亜梨沙と継続して会う——付き合うつもりがあると言っている。

　初めは初対面だし迷惑を掛けた相手だし、いきなり付き合うだなんてとんでもないと思っていた。けれどお互い何があったかを報告して誤解が解け、樹という男性を好ましく思っている以上、これ以上彼の申し出を断る事もない気がした。

「は、……はい。樹さん、社長さんでご多忙かと思いますから、タイミングの合った時でも……」

「そう言わないで、また次のデートの約束もしたいな」

「は、はい」

「うん」

　亜梨沙が頷くと、樹はにっこり笑う。

「それはそうと、亜梨沙の友達の結婚式はどうする？　俺は亜梨沙さえいいなら付き合いたいけど……。どう？　やっぱり素面になったら気分変わった？」

「あ！　その問題がありましたよね。うーん、本当に樹さんが付き合ってくださるなら、お願いしたいです。私、すっごい見栄を張ってしまったので……」

「ＯＫ！　じゃあ、予定が近くなったら教えてよ。スケジュール空けておくから」

「はい！」

「あと、打ち合わせも必要だと思う。恋人役として行くなら、それっぽくなるよう何回か会っておくのもいいよね。という事でデート楽しみにしてるよ」

「っふふ、分かりました」

　最初は樹の押しの強さに少し戸惑っていたものの、彼が終始屈託ないので、亜梨沙はクスクス笑い出していた。

「改めてなんですけど、本当に樹さんには彼女とかいないんですか？　自分を卑下する訳じゃないですが、昨日会ったばかりの私にこんなにお金を使って、ちょっと気になります」

　いくら何でも昨日出会ったばかりの酔っ払い女に、この待遇はやりすぎな気がする。ありがたいけれど、彼が誰かに怒られないか心配だった。

「言っただろう？　彼女はいないって」

　樹は軽やかに言い、微笑む。

「ですが、樹さんみたいなハイスペックイケメンに、誰もいないなんて信じられないんです」

「それは……」

　樹は何か言いかけたが、そのとき個室に選べる前菜を載せたワゴンを押してカメリエーレが現れた。

　ビュッフェとは厳密に異なるが、基本的にワゴンの上に載っている物を自分好みに選べるようだ。分からない料理はカメリエーレが説明してくれ、樹も「好きな物を選んでいいよ」と言ってくれる。

　こうやって並んでいると何が幾らするのか想像できない。恐らくどれも目玉が飛び出るほど高いのだろう。けれど内心で「えいっ」と高い所から飛び降りる心地になり、何も気にせず食事を楽しむ事にした。

牛肉の生ハムのグリソンは、サーロインを丸ごと塩胡椒のみで漬け込んだ物らしい。

「こちらは大変人気があります。ワゴンの上にある物をまるごと注文される方もいらっしゃいますね」

　カメリエーレがそう言い、樹は気軽に「人気があるなら、そうしようか」と言ってグリソンの載った皿を丸ごとテーブルに置いてもらう。

　他にも有機野菜のマリネや、モッツァレラチーズのフライ、鰯の香草焼きなど、冷菜と温菜に分かれた物をバランス良く選んでいった。

　ひとまず前菜を選び終わってカメリエーレが個室を出て行ったあと、ワイングラスを掲げて樹が微笑んだ。

「色々積もる話は、食後にしないか？　美味しい物を食べながら、あまり過去の恋愛について話したくないんだ。食べる時はなるべく楽しく食べたい」

「分かりました。すみません」

「いや、謝らなくていいよ。亜梨沙が気にするのは当たり前の事だと思う。けど、食後にね」

「はい」

　微笑み合ったあとに乾杯し、高級ワインを味わう。

　酸味と渋みが豊かなワインの味は口腔一杯に広がり、スミレに似た香りが鼻腔に抜けてゆく。

「はぁ……」とうっとりとした溜め息をついてから、亜梨沙は前菜に取り掛かった。

　そのあとも、ミョウバンを使わない新鮮なウニを使ったパスタを食べたあとは、メインとなる肉や海老、魚、アワビなどが生のままワゴンに載って登場し、調理方法をリクエストする。

　楽しく会話をしながらも、その後、伊勢海老はテルミドールグラタンとなって二人の前に登場した。先ほどワゴンの上にいた一匹を、半身にして二人分にしたという贅沢な調理法だ。プリプリとした食感が絶妙で、噛むほどに甘みを感じる。また海老ミソを使ったソースはコクのある濃厚な味わいだ。

　Ａ５ランク飛騨牛は、シャトーブリアンをステーキにしてもらった。白いプレートの上に添え物の野菜と共に、上品に切り分けられた肉が出された。

「んんっ……、とろける……！」

　こんな上質な肉を食べた事はなく、亜梨沙は文字通り頬が落ちそうになって思わず片手で頬を押さえる。

　味付けは塩胡椒しかしていないので、肉そのものの旨みが味わえる。

　最後はまるでスイーツビュッフェのように、ワゴンの上に綺麗で可愛らしいドルチェが載せられ登場した。

　量としてはそれほど食べていないのだが、さすがコース料理は一品の間に時間をおくので、丁度良く満腹になっている。

　本当はあれもこれも、と欲望のままに選びたいが、亜梨沙は子供の頃から好きだったティラミスを選んだ。

　コクのあるチーズとスポンジが含んだエスプレッソの香りが口内を満たし、亜梨沙は大満足でコースを食べ収めた。

　食後には樹はエスプレッソを、亜梨沙はカプチーノを頼んだ。

　食事をしながら二人でボトルを一本開けたので、多少気持ち良くなっている。だが基本的に亜梨沙は酒に強いほうなので、それぐらいの量で酔う事はなかった。

　というよりも、こんな上等なワインで下手に酔っ払うのがもったいなく、緊張していると言っていい。

　呼ぶまで誰も入らない個室で、樹は静かに語り出す。

「さっきの話の続きだけど、あまり大した話じゃないよ？　それは前置きしておく」

「はい」

「俺は社長っていう肩書きと、自慢じゃないけど多少見た目がいいらしい事が手伝って、以前はかなりモテていた……と思う。そして俺自身も、そういう関係を楽しんでいた」

　亜梨沙は黙って頷く。

　こんなに性格のいい経営者で、しかも外見のいい人を周囲の女性は放っておかないだろうと思っていたからだ。

「結婚を考えていなかった訳じゃないんだ。けど、二十代半ば頃はまだ仕事、仕事で、現実的に結婚を考えられなかった。女性のほうが年齢や結婚について敏感なのかもしれないな。付き合っていると必ずと言っていいほど結婚の話になった。けど俺は付き合っている彼女に対して、結婚に至るまでの感情を持てていなかったんだ」

　それも分かる気がして、亜梨沙はまた頷く。

「いい加減に付き合っていたつもりはなかった。ただ、結婚はまだ考えられなかった。……その態度を、女性側は耐えきれなかったみたいだ。俺に対する期待が大きかったからか、『もう待てない。耐えられない』と言って去られてしまった事が何度もあった。そのうち、自分が本気で結婚を考えないうちは、女性と付き合わないほうがいいと思って、恋人を求めるのをやめた」

「随分、極端ですね？」

　それでもいいと付き合ってくれる女性ならいそうな気がしたので、亜梨沙は正直に言ってみる。

「うーん……。これを言うと恥ずかしいんだけど……。俺、性欲が強いんだ」

「ごふっ！」

　樹の口から出た単語を聞いて、亜梨沙はカプチーノを飲みかけて噎せる。

「だ、大丈夫？」

　亜梨沙がゲホッゲホッと咳き込むので、樹は焦って尋ねてくる。それに対して亜梨沙は掌を彼に向け、コクコクと頷いて「大丈夫だ」とジェスチャーしてみせた。

　やがて咳が収まり、亜梨沙は水を一口飲んで「続きをどうぞ」と促す。

「……性欲が強いと、どうしても相手を求めてしまう。恋人は作らないと決めているのに、体だけの関係を……と思っても、深く関わってしまうと、どうしてもその人の事を好きになってしまう。そういう割り切った関係は、俺には向いていないんだと痛感した。だから今は、徹底的に女性と個人的に関わらないようにしている」

「そんな時に私と……し、してしまった……んですか？」

　女断ちをしていた樹に対し、随分申し訳ない事をしてしまったな……と亜梨沙は強く責任を感じる。

　責任を感じすぎて、掌に変な汗をかいてしまった。

「こう言ったら亜梨沙は嫌がるかもしれないけど、一目見てめちゃくちゃ美人だと思った。でも最初から君をお持ち帰りして抱くつもりはなかった。それは信じてほしいんだ」

「は、はい……」

　しっかりと目を見て言われ、亜梨沙は頷く。

「最初は〝きっかけ〟になったらいいな、って思っていた程度だった。酔っていたのを家に送って、介抱して気付いた君と仲良くなれたら……って思っていた。……けど、車に乗っても君は自宅の住所を言える状況ではなく、車に乗ってしまった以上、どこかに向かわなくてはいけなくて、とりあえず介抱できる俺の自宅を選んだ」

「す、すみません……！　酒癖悪くて、ほんっとうにすみません！」

　亜梨沙は申し訳なくて堪らない気持ちになり、頭を下げ、拝むようにして彼に手を合わせた。

「いや、亜梨沙が謝る必要はないよ。俺が君に興味を持って関わろうと思った。あわよくば『恋ができれば』って思った。だからこうなって嬉しい」

「……なら、良かったです」

「あと、今日のデートを通じて亜梨沙の外見と中身のギャップを知って、どんどん惹かれてるんだ。次のデートを考えるだけでワクワクするし、今日だって、本当は帰さないで一緒にいたいと思ってる」

「あ……ありがとう、……ございます」

　気が付けば、樹がいかに亜梨沙の事を想っているかという話になっていた。

　亜梨沙は赤面して視線をテーブルに落とし、樹を見られないでいる。

　今まで上っ面の言葉で「美人だね」と言われても何も嬉しくなかったし、その流れから「好きだ、付き合ってほしい」と告白されても響くものがなかった。

　だが不思議な事に、樹とはもうすでに深く知り合ってしまったからか、彼が口にする言葉すべてが嬉しい。褒め言葉を素直に受け取るのも初めてなので、彼の言葉一つ一つがくすぐったくて堪らない。

（異性に褒められるって、こんなに嬉しい事だったんだ……）

　カーッと顔が赤くなり、〝異性に照れている自分〟を認識する事そのものが恥ずかしい。

　亜梨沙は今まで自分の事を〝可愛げのない女〟と思い込んでいたので、まるで初恋をしたかのような自分の態度に戸惑っていた。

（……え？　初恋？）

　改めてこんな感覚になるのは初めてと気付き、そういえば自分が恋愛らしい恋愛をしてこなかった事を思い出した。

　空手のレジェンドの事は小学生の頃から大好きだったが、レジェンドへの思いは尊敬であり、身近な異性への恋心ではない。

（そうか……。もしかしたらこれって……、遅すぎる初恋……？）

「～～～～っ！」

　認識した途端とんでもなく恥ずかしくなり、亜梨沙は真っ赤になった顔を両手で覆った。

「えっ？　どしたの？」

　樹に尋ねられ、亜梨沙は指先から目元だけを覗かせる。

「……わ、笑いませんか？」

「うん、笑わないよ」

　あっさり頷かれ、そういえば樹には自分の醜態すべてを見られたのだと思い出す。

「わ、私……。空手のレジェンド以外に、初めて異性を好きになった……かもしれません」

「え……」

　樹は目を見開き、まじまじと亜梨沙を見てくる。

　彼の視線を痛いほど感じながら、さらに亜梨沙は説明する。

「樹さんの事を考えてドキドキするし、あなたに褒められて、今まで他の人に褒められても感じなかった嬉しさを覚えているんです。……こ、これって、『好き』って事ですよね？」

「……多分、そうだと思う」

　樹はぼんやりしたまま頷き、それから横を向いて「……ヤバいな」と呟いた。

「えっ!?　や、ヤバイですか？　やっぱりこの歳になって初恋ってヤバイですか!?」

　焦って尋ねると、樹は「いや！　そうじゃない！　ごめん！」と慌てて否定する。

　それから赤面してボソッとつけ加える。

「……亜梨沙みたいな魅力的な女性の初恋が俺って、光栄だし、亜梨沙が可愛すぎて……ヤバいな、って思ったんだ」

「～～～～……」

　そう言われては亜梨沙も照れてしまい、二人で黙ってモジモジし、コーヒーを飲むという時間になる。

　しばらくして、気を取り直した樹が口を開いた。

「ざっくり俺の事情を話したけど、それも交えて付き合ってほしいんだ。勿論、年齢的に結婚も視野に入れてる。出会ってすぐで信憑性がないかもしれないけど、宜しくお願いします！」

　そう言って樹は頭を下げ、亜梨沙はドキドキしながら彼のつむじを見る。

「え……と。本当に私でいいんですか？　酔っ払って失礼な事をしたし、酒癖悪いし……」

　本当はこんな嬉しい事もないので、すぐ「はい！」と返事をしたかった。

　だが亜梨沙は恋愛経験ゼロの上、外見についてはコンプレックスをほぼ抱いていないものの、恋愛不足という点に関しては自己肯定感が低かった。

「確かに出会いは急だったかもしれないね。俺と亜梨沙の接点は九条さんの店だろう？　亜梨沙の事を以前から九条さんに聞いて気になっていても、あの日君が酔っ払っていなかったら、こんなに早く接点は生まれなかったと思うんだ。亜梨沙は酔っていた事を恥じているようだけど、それも運命の一部だと思わないか？」

〝運命〟と言われ、亜梨沙の心の中にあるロマンチックさを求める部分がドキッと反応した。

「思うんだけど、付き合うきっかけって必ずしも長期間片想いをしていたとか、恋愛漫画みたいな事情がなくてもいいと思うんだ。飲み屋で意気投合したとか、合コンでも、ワンナイトラブのつもりから始まった本気の恋も、友人や知り合いから聞いている。恋愛に正解やお手本はないんだよ」

　微笑した樹に言われ、亜梨沙は「それもそうだ」と思った。

「いきなり『結婚を前提に付き合ってほしい』って言って、亜梨沙が戸惑ってしまうのは分かるつもりだ。……でも俺は本気だよ。直感としか言えないんだけど、亜梨沙となら上手くやっていけるっていう確信があるんだ」

　亜梨沙は真っ赤になったままピクッと肩を跳ねさせる。

「もし俺と付き合っていいかどうか判別がつかないなら、お試しに付き合ってみるっていうのはどう？」

　けれど〝お試し〟と提案され、亜梨沙は首を傾げる。

「お試し……？」

　興味を惹かれて顔を上げた亜梨沙に、樹はにんまり笑ってみせた。

「そう。いま亜梨沙に彼氏がいないなら、俺と付き合っても誰も怒らないと思うんだ。お試しに付き合ってくれるなら、俺と付き合うとどんないい事があるか、ちゃんとプレゼンしていきたい」

「確かにプレゼンは大切ですね」

　馴染みのある単語を耳にして、ようやく亜梨沙の思考は正常に戻ってきた。

「君は俺という新商品の情報を知らないから、不安に思う気持ちがあるんだろう。俺は自分を精一杯売り込むから、君は付き合うに値するか判断してほしい。俺は生半可な覚悟で『付き合ってほしい』って言ってない。本気で君に挑むから、君も本気で考えてほしい」

　今度こそ樹の本心を感じ、亜梨沙は照れなど余計な感情を捨てて、まじめに頷いた。

「分かりました。その勝負、受けて立ちます」

　彼の気迫に負けるものかと思い、ついそう言ってしまったが——。

「あれ？　俺って君に勝負を挑んだっけ？」

　樹がポカンとした顔をするので、亜梨沙は「あっ」と自分が言葉の選択を間違えた事に気付き、——笑い出した。

「あははは！」

　樹も一緒になって笑い出し、一通り笑いが収まってから、彼は握手を求めてきた。

「じゃあ、お試し交際開始でいいね？　宜しく、亜梨沙」

「はい」

　こうなったら及川樹という男性にとことん向き合おうと思い、亜梨沙は笑顔のまま彼の手を握り返した。







第四章　二十七歳・元処女、ハツカレができました








　お試し交際がスタートした翌日の日曜日は、一人にさせてもらう事にした。

　翌週の月曜日からはお互い普通に働き、連絡は恋人のように取り合う。樹も社長という立場で多忙な人なので、しょっちゅう会える訳ではない。

　デートをするのは自然と樹の予定が空いた時になったが、亜梨沙はそれでもまったく構わなかった。

（お試しとはいえ、彼氏……できたんだなぁ）

　いつものように出社して自分のデスクにつこうとした時、「花宮先輩」と声がして、後輩の女性社員・芦あし田だが駆け寄ってきた。

「おはよう。どうしたの？」

　芦田は頬を紅潮させて目をキラキラさせ、何かとてもいい事があった顔をしている。

　以前に彼氏との相談を聞いた相手なので「いい事でもあったのかな」と亜梨沙は思った。

「花宮先輩、昨日六本木にいましたよね!?　それで、すっごい高身長イケメンと、ジスカールのミニドレスを着てデートしていましたよね!?　流石です！　すっごぉい……！」

（うわっ、見られてた……！）

　目をまん丸にして固まっている亜梨沙の前で、芦田はいかに二人がお似合いだったかという事を早口で力説し始め、周囲も興味津々で聞いている。

　いつものアンチ花宮の社員たちは白い目を向けてそれぞれ作業をしているが、聞き耳を立てているのは見え見えだった。

「私、花宮先輩に沢山アドバイスを受けていましたけど、今まで花宮先輩の彼氏って見た事がなかったので、ちょっと疑っていたんですよ。でもあんなセレブと付き合っていたなら、頻繁にデートできなくて当たり前ですよね！　あぁ～ん……。ほんっとうに憧れます！　さすが花宮先輩です！　今までの言葉もご自身の体験からのアドバイスだったんですね？　尊敬します！　一生ついていきます！」

　芦田の言葉を聞いて他の社員も寄ってきて、すっかり亜梨沙は囲まれてしまった。

　社員たちは芦田に「どんな人だったの？」と聞きながらも亜梨沙に樹とのなれそめや、どのようなデートをしたのか聞きたがってくる。

（あああああああ!!　駄目だ！　これ、いつもの知ったかぶった悪い自分が出ちゃう前触れだ……！）

　今までもおだてられると「実は違うの」と言えずに調子に乗ってしまい、結果的に嘘を重ねてしまった。

　樹と付き合っているのは嘘ではないけれど、彼女たちが思い描いている、映画のような出会いをした訳ではない。

　これ以上彼女たちに嘘を重ねないために、亜梨沙は適当に話をごまかした。

　幸いな事に社員たちが好きにおしゃべりをしている間にすぐ始業時間が迫り、逃げる事ができた。

　昼は昼で、いつも亜梨沙は一人で社外に食事に出ているので、事なきを得た。

　だが定時をすぎたあとに飲みに誘われ、「まずい！」と思った。

　酒が入って若手社員たちの気兼ねないおしゃべりに同席すれば、きっと口が滑ってある事ない事話してしまいかねない。

　だから亜梨沙は内心樹に土下座し、「彼氏にあまり人と飲みに行くなって言われてるの。ごめんね」と断ってしまった。

　もとからたまに相談と称して飲みに行く事はあったが、月に一、二回ぐらいだ。

　亜梨沙も元々人とつるんで食事をしたり、飲んだりするのは得意ではなく、何でも〝お一人様〟でスイスイこなしてしまう癖がついている。

　いつも一緒に飲みに行っていたのに断ったなら疑われただろう。だが幸いな事にいつも一人なので、断っても怪しまれなかった。

　後輩たちも「あんなハイスペック彼氏に嫉妬させたら、悪いですしね」と理解してくれ、助かる。

　亜梨沙は樹に内心で何度も謝りながら、電車に揺られて帰宅した。

　そして樹から連絡がないかスマホを気にしながら、立ちながらできるトレーニングをしつつ、夕食を作るのだった。

　半身浴をしながら電子書籍を読んでいると、樹から連絡が入った。

「わっ!?」

　漫画に集中していたので、急に通知が入ってドキンッと鼓動が跳ね上がった。

「え、えっと……」

　緊張しつつメッセージアプリを開くと、樹からの連絡を読む。

『お疲れ様。今日はどうだった？　俺はいつものように会社で仕事をして、夕食は接待だったよ。豆腐や湯葉がとても美味しかったから、今度店に一緒に行こう。接待中だったから写真は撮れなかったけど、和食が基本だし、きっと亜梨沙も気に入るんじゃないかな？』

　今日あった事を報告して、次のデートに繋げようとするメッセージは、彼氏そのものだ。

「わぁ……っ、わあああああ……！」

　何だかとても恥ずかしくなって、亜梨沙は脚をジタバタさせてお湯を跳ねさせ、拳でダンダンと湯船を叩く。

「っっくぅぅぅ……」

　最後には湯船の縁に顔を伏せ、気恥ずかしいのと嬉しいのを噛みしめる。

　胸がドキドキし、樹の事を考えると気もそぞろになって落ち着かない。

「……好き、……なのかな。恋？　初恋？　……あああ……。初めてだから分からない」

　こんな風に男性を意識して堪らず、彼の事を考えただけでドキドキするというのも初めてだ。

　そして今、恋愛経験値ゼロの亜梨沙はハツカレからのメッセージを前に、顔を真っ赤にして悶えている。

　酒豪で気が強く、男遊びが激しい花宮さん、というイメージを持っている人は、亜梨沙のこんな姿を想像もしないだろう。

（……実際、私自身もこんな自分を想像できなかった）

　一通り悶え終わったあと、亜梨沙はペットボトルの水を一口飲み、樹からのメッセージの続きを読む事にする。

　メッセージを一つ読むだけでこんなに精神力が削られるのだとしたら、恋愛そのもののハードルはとても高い。

（恋人のいる人、みんな凄いな）

　溜め息をついてから弾みで閉じてしまったメッセージアプリをまた立ち上げ、続きを読む。

『次のデート、金曜日の夜にしないか？　会社帰りに食事をして、亜梨沙さえ良ければ泊まりにしたい。もし泊まりに抵抗があるなら、遠慮なく言ってほしい。とりあえず、予定が大丈夫かどうかだけ、返事をください』

　樹からのメッセージは文章だけで、余計な絵文字やスタンプはない。

「……これが男の人のメッセージなのかな」

　強気な女と言われている亜梨沙でも、「不機嫌に思われたら嫌だな」と思って、絵文字を使い、可愛いスタンプで感情を伝える事がある。

　樹のメッセージを見ると、暫定〝彼女〟である自分にもこうなので、恐らく他の人にも同じなのだろうと察する事ができた。

　樹の事が一つ分かって嬉しくなり、知らない間に口角を限界まで上げてニヤついている自分がいる。

「もぉぉ……。傍から見たら気持ち悪いだろうな、私」

　自分に呆れながらも、亜梨沙はまだ全力でニヤニヤしている。

　顔面が痛くなりそうだと思いつつ、スケジュールアプリを立ち上げて何も予定がないのを確認する。

　……というより、週末に会おうと言って来るのは同性の友人か会社の同僚、後輩ぐらいしかいないが。

「よ、よし」

　樹を前にしている訳でもないのにわざとらしい咳払いをし、亜梨沙は緊張して震える手でメッセージの返事を打とうとする。

　——が。

「……恋人らしい返事ってどうすればいいの？」

　ふとそんな事を思い、悲しいかな長年の習慣でつい〝男心を掴む　メッセージ〟と検索してしまった。

　今までも〝相談〟で調べてはいたのだが、自分の事となるとまた別なので、改めて確認だ。

「えっと……？　しつこくメッセージをしては駄目。うん、なるほど。長文すぎず、短文すぎず。さり気なく駆け引き？　『相手が魚料理を食べたと言ってきたら、〝私、魚料理が得意だよ〟とさり気なく料理できますアピールをするのが吉』？」

　サイトに書かれてある文章を読み上げ、亜梨沙は自分の部屋のキッチンを思い浮かべる。

「……魚はお父さんの釣りによく連れて行かれて、お母さんにさばき方を教えてもらったし、煮付けぐらいならできる。焼くのはグリルにお任せ。……けど、うちに樹さんを呼ぶ……？」

　脳裏に浮かんだのは、キッチンの調味料と並んでいるプロテインの大きな缶だ。部屋は広いとは言いがたく、整理整頓はしているが綺麗に収納できている訳ではない。調味料なら引き出しに隠す事ができるかもしれないが、プロテインのあの巨大な缶は隠しきれない圧倒的な存在感がある。

「……っ、だ、駄目っ。うちは無理っ」

　ブンブンと首を左右に振り、亜梨沙は手料理について触れるのはやめようと決める。

「あとは……なになに？　『たまには自分の定番キャラを払拭して、新しい面を見せて』……？　キャラ変しろって事？」

　眉間に深く皺を刻み、亜梨沙は〝自分らしくない自分〟を想像してみる。

　つまり、普段の自分とは正反対の姿を想像したのだ。

　結果、酒を勧められても「飲めなぁい♡」と言い、重たい物も「持てなぁい♡」と言い、一人では行動できない女子が脳内でできあがる。

　——そしてその姿は、奇しくも亜梨沙が苦手とする友人、愛菜にイメージが被ってしまった。

「…………イラッとする。これも却下だ」

　自分が愛菜のようになると考えただけで体に変な震えが走り、生理的に無理だと感じる。

「次は……『メッセージに慣れてきたら返事を少しずつ遅くして、彼をやきもきさせてみましょう』？　……めんどっ」

　思わず突っ込み、亜梨沙は半身浴で額に浮かんだ汗を手で拭う。

「要件ぐらいパッパと済ませればいいじゃない。次は『会話を終わらせたくない時は、疑問形を使う』？」

　サイトには例文があり、「○○くんはサッカーが好きなんだね。選手は誰が好きなの？」と話題を膨らませるための秘訣が載っている。

「私、トレーニングはするけどスポーツ観戦はあんまり興味ないんだよなぁ……。これって自分はそれほどでも相手に合わせないとならないのかな？　……今度聞いてみよう」

　今まではネットに書いてある事がすべてだと思い、自分でもそれらを元にして恋愛相談を受けてきた。

　だがいざ自分が恋愛をするとなると、「書いてある事を鵜呑みにしていいのかな？」と思う事がちらほらある。それについては樹に直接聞いてみる方がいい気がした。

　何事も報告、連絡、相談だ。

「『返信が途絶えたら、ひたすら待ちましょう』？　……まぁ、向こうは向こうの用事があるかもしれないしね。うん。……けど会話の途中で放置されたままなら、少しムカつくけど」

　サイトに書いてある事にも一理ある……と納得していた時、ピロンと電子音が鳴って樹から新しいメッセージが入った。

「わっ！」

　驚いて通知を誤タップしてしまい、すぐにメッセージアプリが開く。

「ぶわっ……！」

　するとメッセージ欄には、風呂上がりらしい樹の半裸写真が載っていた。そして『既読無視されたら寂しい』とメッセージがついている。

　こんなやり取りが初めてな亜梨沙は、それを見ただけでドキドキして堪らず動揺してしまう。

「さ、さすが過去に大勢と付き合った経験者……！　半裸写真と一緒とは、メッセージテクが凄い！　勉強になります」

　自分の彼氏だというのに変な部分で感心してしまい、亜梨沙は本気で樹を尊敬する。

「それにしても……」

　まじまじと樹の半裸画像を見て、亜梨沙はやけに真剣な顔になり、それからニヤけそうになるのを必死に堪える。

（えええええ……っ!?　すっごい、いい体……！）

　今までも海外の男性のバキバキな肉体を見て「凄い色気だな……。素敵だな」と感心する事はあった。

　だが樹の半裸を見た今は、こんなにもニヤついて堪らない。

「すっご……、格好いい……！　ちょ……っ、待って……！」

　最後にはまた湯船の縁に突っ伏して「くはぁっ！」と時代劇の悪役が絶命した時のような声を出し、「……威力がヤバイ……」と呟く。

　けれど樹が既読無視を気にしているのを思い出し、何か返事をしなければとメッセージに向き直る。

（心頭滅却!!）

　亜梨沙は一度スマホを風呂蓋の上に置き、ヨガの時にする瞑想を始める。

　湯船の中で可能な限りの胡座をかき、膝の上に手を置き、ふぅぅ……と気分を沈める呼吸法を何度か繰り返す。

　これは仕事中にもしている呼吸法で、亜梨沙は気分を切り替える時によく使っていた。

「返事をすべき要点は、豆腐料理についてと、週末のお泊まりデートについて……か」

　完全に気持ちを切り替えて冷静になると、亜梨沙はまじめな顔になって返事を考えた。

　そして仕事の時のように冷静な表情のまま、ポチポチと返事を打ってゆく。

『豆腐、湯葉ともに大好きです。ローカロリーなお食事は嬉しいですね。もちろんお肉なども大好きです。週末のデート了解致しました。楽しみにしています』

　まじめな顔のままポチッと送信ボタンをタップし、何の色気もない自分のメッセージを改めて目にして、急に焦ってきた。

（えっと!?　いつもの自分にはないキャラを見せるだっけ!?）

　ブワッと焦りが湧き上がり、どうしたらいいか分からなくなった亜梨沙の脳裏に、テレビでキワモノとして紹介されている〝猫キャラ〟のタレントが浮かんだ。

　そして何も考えず指が動き『だにゃん♡』とメッセージを打って送信し、さらに猫が目をハートにして投げキスをし、クルリと回って倒れる動くスタンプを送った。

「…………」

　焦ったあまり自分がこの一瞬で何をしてしまったのか理解できず、亜梨沙は固まったままサーッと血の気を引かせる。

「な……何……。このメッセージ……。あまりにも統合性がなく、頭のおかしい人だと思われたら……」

　自分で自分のメッセージにドン引きし、亜梨沙は仕事で失敗したとき以上に焦っていた。

『すみません。今のメッセージはなかった事にしてください』

　パパパッと高速で追加のメッセージを送った時、いきなり樹から電話が掛かってきた。

「えぇっ!?」

　動揺した時、また誤タップしてしまい、亜梨沙は電話に出てしまう。

「も、もしもし……」

　電話の向こうの樹の声は、笑いを含んで震えていた。

『君、急にどうしたの？　可愛いからいいんだけど』

「いっ、いえ！　どうやって返事をしたらいいか分からなくなって、つい……」

『こういうやり取り、もしかして慣れてなかった？』

「そう……ですね。初めてです」

　やはりメッセージよりも、電話のほうがいつもの自分でいられるので楽だと感じた。

『で、混乱した？』

　全部見透かされていて、亜梨沙は穴を掘って埋まりたくなる。

「う、ううぅ……」

『俺の自撮りどうだった？　半分ネタだったんだけど』

　急に先ほどの半裸写真が話題になり、亜梨沙はカーッと赤面した。

「い、いい腹筋をお持ちで……」

『あっはははは！　ありがとう！　そのうち亜梨沙も自撮りを送ってくれたら嬉しいな。待ち受けにしたい』

「えぇ!?」

　今まで自分の待ち受けなど、誰が喜ぶのかと思っていた。けれど思ってみれば亜梨沙と樹はお試しとはいえ恋人同士であり、お互いの写真を待ち受けにしてもおかしくない。

「……け、検討しておきます」

『ん、分かった』

　その後、樹はご機嫌にその日行った会食の店の事を話し、週末のデートプランについても色々語ってくれた。

　どうやら彼は金曜日の夜にディナーをしてホテルで泊まったあと、翌日の土曜日は水族館デートをしてショッピングをし、それから彼のマンションに……と考えているようだ。

　亜梨沙もそのプランを了承し、少し雑談をしてから電話を切った。

「はぁ……」

　少し興奮していた気持ちを落ち着かせるために息をつき、亜梨沙はスマホを風呂蓋に置いて目を閉じる。

　胸の奥では、まだ心臓がドキドキ鳴っている。

（樹さん、やっぱり気の利く人だよなぁ。お泊まりデートを私がどう考えているかもきっと察していて、エッチする事とかはあえて触れなかった。さっきのメッセージにあったように、私が抵抗したら我慢してくれるんだと思う）

「……そういう所、いいなぁ」

　ぽつんと呟き、亜梨沙は一人微笑んだ。

　

　そしてあっという間に週末になり、亜梨沙は研究に研究を重ねた上で、男性がデートで喜ぶという下着と洋服を選んだ。

　服は会社にも着ていくので華美なのは選べないが、似合わないのを我慢していつもとは違う雰囲気の物にした。

「花宮先輩……っ！　今日はデートですか!?」

　金曜の朝に出社し、開口一番芦田がそう言って駆けつけてきた。

　樹と一緒にいたのを見られて以降、芦田の亜梨沙への憧れ具合は凄まじい。

「ま、まぁね……」

　その日の亜梨沙は外回りがないのをいい事に、いつもならしないゆるふわな格好をしていた。

　グレイッシュピンクの無地Ａラインワンピースは、いつものパンツスタイルの亜梨沙からは想像できないフェミニンさがある。

　ウエストには共布のリボンがあり、亜梨沙にリボンというイメージのなかった周りの人たちは、女性らしい魅力を持った彼女に見とれていた。

　ヘアスタイルもいつもは緩いウェーブの掛かった髪を一つに縛っているのみだが、今日は早起きをして動画を見つつ、巻いた髪を纏めてみた。

　どれも即日でできるものではなく、服や下着はこの日のために買い物をしたし、メイクは先日樹が買ってくれた物を使い、一週間メイク動画を見て研究した。髪の毛も同様だ。

　やるとなれば完璧を目指すのが、亜梨沙の流儀だ。

　中途半端に「可愛い路線目指してみたんですか？」と微笑まれるぐらいなら、ぐうの音も出ないほど完璧に自分を演出する必要がある。

　そのための努力は惜しまなかった。

　物珍しさで集まってきた女性社員の向こうから、いつも亜梨沙に嫌みを言う男性社員たちの視線を感じる。

「ん？」と思って彼らの方を見ると、慌てて視線を逸らされた。

（何？）

　不可解そうな顔をしていたからか、芦田がコソッと囁いてきた。

「先輩たち、花宮先輩に高収入イケメン彼氏がいるって知ってから、随分落ち込んでるみたいですよ。おまけに今日はこんな可愛い花宮先輩の姿を見たので、きっと落ち着かないんだと思います。ふふっ、いつも小学生男子みたいな態度を取ってるから、花宮先輩の本当の魅力を知る人には絶対に敵わないんですよ。ザマーミロ」

　芦田は可愛い顔で辛辣な事を言うが、亜梨沙は彼女の言葉をあまり理解できていない。

　よく分からない、と思っていると今泉が集まりに顔を覗かせた。

「あれっ、花宮先輩今日すっごい雰囲気いいですね！　いつもの格好いい感じも好きですけど、こういう可愛い感じも素敵ですね」

　ストレートに言われ、亜梨沙ははにかみながら礼を言う。

「ありがとう。いつもの路線とは違うから慣れてないんだけど……」

　そう言うと、今泉はグッとサムズアップしてくる。

「いや、男ウケバッチリです！　さっきあっちで先輩たちも『アリだな』って言ってました」

　今泉がサムズアップしたまま示したのは、例のいつも亜梨沙に嫌がらせをしてくる男性社員たちだ。

　彼らは今泉に自分たちの反応を暴露され、「なっ……」と顔色を変えたあと、慌ててデスクについてしまった。

「あーあ、素直じゃないですねぇ。花宮先輩の事を『いい』って思ってるなら、素直に言えばいいのに。下手に〝男のメンツ〟とか拘ってるから、知らない間にハイスペックイケメンに花宮先輩を取られるんですよ」

　芦田が呆れて言い、亜梨沙は「そうなのかな」とよく分からないままだ。

　どんな格好をしても亜梨沙を嫌っている女性社員からは同じ反応だが、それはいつもの事なので気にしないようにした。

　やがて始業時間になり、いつものように淡々と仕事をしてあっという間に樹とのデート時間が迫った。

　

　就業後、亜梨沙は待ち合わせをしている、八重洲にあるラグジュアリーホテル『エリュシオンホテル』に向かった。

　もちろんこんな高級ホテルに行くのは初めてで、カチコチに緊張している。

　丸の内にあるビルの二十八階にフロントやロビーがあり、そこから上が客室だ。

　亜梨沙は二十八階までエレベーターで上がり、樹に指定された通りラウンジカフェに入って彼を待つ事にした。

　エレベーターの中には金色のシャンデリアがあり、あまりのゴージャスさに息を呑んで凝視してしまった。おまけに透明な手すりの内部にまでキラキラ光る物が詰められていて、こだわりが感じられる。

　贅を凝らした内装はとても上品で、磨き上げられた床を歩いて自分の足音が立つたび、緊張して息を止めそうになってしまう。

　宴会場のある二十七階から二十九階までの吹き抜けを利用して飾られているシャンデリアは、白銀の滝のようでとても見事だ。

　記念に……と思い、亜梨沙はこっそりと写真を撮ってしまった。

　ラウンジのカフェにやっと入り、メニューにあるフルボトル何万円もするワインから目を逸らし、オリジナルブレンドコーヒーの千三百円に思わず生ぬるい笑みを漏らしてしまった。

（これぐらいするよね。いや、先日樹さんにとんでもない額の服やコスメを買ってもらったし、食事もご馳走になった事を考えれば、待ち合わせをするのにこれぐらい払わないと）

　心の中で「女は度胸！」と気合いを入れてから、亜梨沙は澄ました顔でコーヒーを注文した。

　ディナーは十九時に、ホテル内に入っている和食レストランの予定だ。

　現在は十八時十五分ほどで、樹とは十八時半にここで待ち合わせをしている。

　その十八時半も一応の時間で、彼は遅れるかもしれない事を前もって謝ってくれていた。

（社長さんと付き合っているなんて、いまだに信じられないな）

　樹からの連絡はまだ来ていない事を確認し、亜梨沙は通知のバッヂがついているアプリをチェックしていく。

　企業からのダイレクトメールは読まずに削除し、重要そうな物をチェックしていくと、最後に残ったメッセージを見て溜め息が漏れる。

　新しいメッセージには愛菜の名前があり、一気に気持ちが重たくなる。

　一つ息を吸って吐き、顔を上げて自分は高級ホテルのラウンジにいるのだと確認した。

　このメッセージを開けばまた愛菜の自慢話を見せられるのは分かっている。対抗意識を燃やすのは子供っぽいが、「自分だって自慢できる事があるんだから」と思う事にした。

　覚悟を決めて愛菜とのトークルームを開くと、いつものように長文のメッセージと何枚もの写真が送られてあった。

　内容は愛菜の〝今の彼氏〟とのデート写真と〝お友達〟との写真だ。

　現在の彼氏も高収入のようで、毎週末豪華なディナーを楽しみ、ホテルに泊まってシャンパンを飲んでいるようだ。

　イケメン彼氏とのツーショット写真もあり、愛菜はいつものようにゆるふわな格好をして可愛くピースをしている。

　中にはキスをしている写真を自撮りしたものもあり、亜梨沙は辟易とする。

　本人たちは幸せなのだろうが、亜梨沙としては他人のいちゃつきを見るほど萎えるものはない。

　加えて愛菜には彼氏以外の〝お友達〟も複数いて、そのどれもが若いイケメンだ。

　写真を見れば彼氏と変わらない付き合いをしているようで、似たような雰囲気の男性と食事をし、高級ホテルでバスローブを着てシャンパン……と、我が友達ながら呆れてしまう。

（バスローブ着てるっていう事は……してるんだろうなぁ）

　別に愛菜が浮気をしていようが亜梨沙には関係ないのだが、彼女が別れたりくっついたりするたびに、長々と報告される身となると「少し落ち着いたら？」とも言いたくなる。

　文字のメッセージでは長々と『○○くんとどこに行って何を食べて、何がどれだけ美味しくて、どこのホテルのプレミアムルームがどうで……』という内容が延々と続いている。

　最後にはお決まりで『亜梨沙ちゃんにも早く彼氏ができるといいね』とついて締めくくられている。

　読み終えた時にコーヒーが運ばれてきたので、亜梨沙は溜め息をついてそれを一口飲む。

「……おいし」

　さすが千三百円出すだけあり、高級な味がする。

　値段の半分近くはロケーション代だと思うが、それでもこのような高級なラウンジで飲むと特別な気分が味わえる。

　コーヒーの香りに癒やされてホッと一息ついてから、愛菜にどう返すべきか考える。

　一応お試しとはいえ、亜梨沙にも彼氏ができた。加えて大企業の経営者である。きっと愛菜に言えば羨ましがるに決まっている。

　けれど彼女に対抗して樹の事を自慢するのもどうかと思うし、それをしてしまえば愛菜と同じになる。

　愛菜の事を嫌ってはいないが、友達だからこそ自慢話ばかりだといい加減嫌になってくる。加えて最後にはいつものように無意識に自分を上げて、亜梨沙を下げる事をしてくるので、彼女と関わっていると惨めになってくる。

　その気持ちを味わっているからこそ、他者に対して自慢をする事がどういう心理を生み出すかは分かっているつもりだ。

　亜梨沙が樹の事を話題にしたら、愛菜の事なので樹に興味津々になり、強奪しようとしてくるかもしれない。

　過去に愛菜は何回も友達や会社の同僚、先輩、後輩の彼氏を強奪してきた。

　敵を作っても仕方のない行為をしているが、愛菜は〝弱いフリ〟がとても得意なので周りには必ず味方がいる。

　亜梨沙は自分が愛菜のように器用に生きられないのを分かっている。

　愛菜が樹に会って彼に迫ったとしても、亜梨沙が彼女として「手を出さないで」と独占欲を示していいものか分からない。

　樹はそういう態度を嫌がるかもしれないし、そもそも自分たちはお試しの関係だ。

（調子に乗ったら、いつこの関係が終わりになるか分からない）

　樹からのプレゼンを受け、決定するのは亜梨沙の方だ。そのためのお試し期間なのに、彼女は自分が強欲になる事で今の関係が壊れるのを恐れていた。

（樹さんの事は内緒にしておこう）

　そう決めると、亜梨沙はいつものように適当に愛菜の自己顕示欲を満足させる返事を打ち、スマホを置いてコーヒーを飲んだ。

（樹さん、結婚式の日に来てくれるって言ったけど、周りの反応はどうなるんだろう？　今は愛菜に対して誤魔化せても、いずれは樹さんの存在を知られる。そもそも『結婚式までに彼氏を作って紹介する』って言っちゃってるもんな。そうなったら本気で強奪しようとしてくるのかな。……やだな）

　樹は初めて亜梨沙の本音を親身に聞いてくれた人だ。

　他の人には見栄を張って本当の自分を見せられなかった亜梨沙が、唯一素の自分を曝け出す事ができた人で、一緒にいるととても楽だと感じる。

　彼に「結婚を前提に付き合ってほしい」と言われたのは、嬉しかった。

　ＹｅｓかＮｏかで言われれば、「Ｙｅｓ」だ。

　けれど本当に自分たちはやっていけるのかとか、樹の実家や会社は大層な所なのに、自分のような者が嫁になっていいのだろうかとか、一般人が嫁になろうとして姑になる人にいびられないかとか、ついつい色々考えてしまう。

　要するに、恋愛経験値がゼロなので付き合う事にも結婚にも、覚悟がないのだ。

　とんでもない出会いをした事については、もう取り繕う事ができないので気にしないようにしている。

　だがこれから先の未来について、なるべく失敗しないように熟考していきたい。よって亜梨沙は樹に「付き合おう」と言われて嬉しく思っても、即決できないでいた。

（私、優柔不断なのかもしれないな……）

　仕事で熟考する事はあっても、決断すれば行動は早いほうだと自覚している。

　それなのに恋愛になれば初めて抱く感情に戸惑い、樹の言葉や行動に心を揺さぶられ、動揺しっぱなしだ。

　周囲をチラッと確認してから、先日の樹の半裸写真を見て、思わずニヤつきそうになるのを必至に堪える。

（……駄目だ。痴女じゃん、私）

　コホッと小さく咳をして誤魔化すと、スマホから離れてこの空間を楽しもうと決めた。

　

「ごめん。待ったか？」

　樹が姿を現したのは十八時四十分ほどだ。

　オーダーを取りに来たウェイトレスにコーヒーを頼み、「遅刻するかと思った」と彼は笑う。

　その何気ない笑顔にも胸がときめき、亜梨沙は意味もなくニヤつきそうになる自分の太腿を密かにつねった。

「いいえ。ここの雰囲気を楽しみながらコーヒーを味わっていたので、全然です」

　樹は会社帰りなので当然スーツ姿だ。

　最初のスポーツウェアの印象が強いからか、いまだ彼のスーツ姿を見るとニヤつきそうになる。

「今日の格好、可愛いな。会うのは二回目……いや、三回目？　だけど、路線が違うんじゃないか？」

「にっ、似合いませんか!?」

　ビクッとして尋ねたが、樹は「いやいや」と手を振る。

「可愛いって言ったじゃないか。ギャップ萌えって言うのかな？　いいね、そういうの」

　樹が何気なく言った言葉に、亜梨沙は「あっ」と先日見た記事を思い出した。

（キャラが定番化しないようにって、こういう事かな？）

　納得したあと、風呂場で樹とメッセージを交わしていた時、焦って語尾を猫語にしてしまった自分の愚行を思い出し、テーブルに頭を打ち付けたくなる。

「ん？　どうした？」

　両肘をテーブルにつけて深く俯いた亜梨沙を見て、樹が運ばれてきたコーヒーを飲んで気遣ってくれる。

「……いえ。自分の経験値のなさに呆れ返っていただけです」

「んー、そう？」

　樹は何だか分からないというように微笑んでから、また亜梨沙の服装が可愛いという事を褒めてくれた。

　

　少しして和食レストランの予約時間になり、二人は会席料理のフルコースを食べる事になった。

　コースは春野菜と桜えびをメインにしたもので、見た目の楽しい旬菜や、桜えびとハマグリの出汁が利いた茶碗蒸し、氷の上に屋形船を模した器が置かれ、その上に美しく盛られたお造り。和牛リブロースと春菊の小鍋仕立てに、桜えびの真しん薯じょ、止肴には桜えびと春野菜の柑橘サラダが出された。お腹一杯になったが最後に桜えびと新筍の入った釜焚きご飯と味噌汁が出され、上品な甘みのデザートを頂いてコースが終わった。

「はぁ、お腹一杯です」

「亜梨沙って好き嫌いなかったっけ？　今さらでごめんだけど」

「いえ、ありません。何でも美味しく食べられます」

「そうか、なら良かった。ご馳走のしがいがあるよ」

　それから何となく間ができてしまい、亜梨沙は食後に出されたほうじ茶を飲む。

「……今夜、泊まっていっても大丈夫か？」

　不意にそう問われ、個室にいると分かっているのに一瞬周りを気にしてしまう。

「……そ、そのつもりで来ました……けど……」

　ボソッと小声で返事をすると、樹も「よしっ」と小さな声で喜びを表した。

「何も部屋に入ったら即襲うなんてしないよ」

「はい」

　やっぱり紳士的なんだな、と樹への好感度がさらに上がる。

　同時に彼は今まで何人の女性に対して、こういう言葉を言ってきたのだろう？　と思うと、胸の奥が痛んだ。

（嫉妬……してるのかな。私と出会う前の樹さんに嫉妬するなんて馬鹿げてるのに）

　そのあとひとまずレストランを出て、樹が取っている部屋に向かう事にした。

　

「すっごい……部屋ですね……」

　樹が予約した部屋は、プレジデンシャルスイートだった。

　ホテルの客室だというのに吹き抜けになっていて、天井にはこのホテルおなじみのシャンデリアが幾つも下がっている。ちょうどシャンデリアがある高さの壁が鏡になっているので、余計に煌めきが増している気がした。

　ソファ類は落ち着いたブラウンを基調としていて、配色を纏められたクッションが幾つも置いてある。一人掛けのゆったりとしたソファは上品な柄があり、それらが囲むのは光沢のある丸テーブルだ。

　足元には毛足の長い絨毯が敷かれていて、自分の足音がしない。

　おっかなびっくり足を運ぶ亜梨沙を見て、樹はクスクス笑った。

「適当に飲み物を頼むから、気になるなら部屋を探険してきていいよ。荷物は適当に置いて」

「は、はい」

　樹は部屋まで案内してくれたフロアコンシェルジュと話し始め、亜梨沙はソファの上にバッグを置いたあと、他の部屋を覗きにいった。

「凄いな……」

　いいな、と思ったのは独立した書斎がある事だ。

　特に亜梨沙は一人で集中する作業が必要な仕事はしていないが、暖かな色のライトで照らされたウッド調の空間は、きっと仕事が捗るのだろう……という雰囲気だ。

　バスルームは円形のジェットバスになっていて、バスタブに入ったまま東京の夜景を見下ろせるようになっている。

（ここに……。樹さんと入るのかな）

　そんな事を妄想して、亜梨沙は一人赤面した。

「わっ、凄い！　アメニティがブルギアだ」

　宝飾品で有名な高級ブランド、ブルギアのロゴが、まさか洗面所のアメニティに刻まれていて、亜梨沙は目玉が零れ落ちそうなほど驚く。

「……も、持って帰りたいって言ったら怒られるかな……。お金払うんだろうか」

　ホテルのアメニティといえば普通に持ち帰れる物だが、ブランドがブランドだけに亜梨沙は心底ビビッてしまっていた。

　バスルームの近くには、部屋の中だというのにジムまである。

　馴染みのあるエアロバイクやウォーキングマシーンを前に、「絶景を見ながら体を動かせるの、最高だな……」と呟いてしまう。

　そしてベッドルームは洋画に出てきそうな、ヘッドボードが高くクッションのようになっているベッドがあり、もちろんキングサイズだ。

　白いリネンにはゴールドのフレームにワインレッドのフットスローがあり、白い枕が四つ置かれた手前には、フットスローと同じ配色の円柱形クッションがあった。

　亜梨沙は知らずと息をつき、あまりに贅沢な部屋を眺めながらまたリビングに戻る。

「どうだった？」

　フロアコンシェルジュはもう退室していて、樹はソファに腰掛けて寛いでいた。

「凄かったです……。こんな部屋、一晩のために取っていいんですか？」

　その言葉のあとに「するだけなら、ベッドさえあれば……」と続けようとして、あまりにもあからさまなのでやめておいた。

「思い出って大切だと思うんだ」

　やにわに樹はそう言って、ポンポンと自分の隣を叩く。

　亜梨沙はソファに歩み寄り、樹と少し間をあけて腰掛けた。

「思い出？」

「そう。亜梨沙は俺たちの出会いを気にしていた。女性にとっての初めての経験って、大切なものだと男の俺でも分かる。亜梨沙の初体験を、俺は君が酔っている間に奪ってしまった。君は気にしないと言っていたけれど、俺には負い目がある。だから……という訳じゃないし、結婚を考えている女性には相応のデート先を用意したいと思っているけれど、これぐらいのグレードの部屋を準備するのは当たり前だと思うんだ」

「そんな……」

　都心にあるホテルのスイートルームが、一泊幾らするのか亜梨沙は知らない。

　樹ほどの男性なら、どれだけ高級ホテルに泊まってもおかしくないと思う。だが自分の処女と天秤にかけられると、そこまでしなくても……という気持ちになる。

　自分の処女が幾らと、値段をつけるつもりもないが……。

「分かってくれよ。俺って結構見栄っ張りなんだ。あの時は本当ならどれだけ亜梨沙に誘われても、理性で本能を抑えるべきだった。それをできなかったお詫びでもあるんだ」

　そう言って微笑む樹の顔を見て、亜梨沙は「仕方がないですね」とスカートの皺を直しつつ笑う。

「もう泊まってしまっていますし、仕方がないです。けど今後、私に対してあまりお金を掛けなくていいですからね？　私、コンビニスイーツと、質より量のステーキで喜ぶ女ですから」

「よし、スイーツと肉だな？」

　言質を取ったと笑う樹は、懲りていない。

「もーっ」

　亜梨沙もつられて笑い出し、豪奢なリビングルームに二人の笑い声が響く。

　やがて部屋にシャンパンが運ばれてきて、樹がフルートグラスに金色の液体を注いでくれた。

　それも一本幾らするか分からないボトルだが、これ以上値段を気にしても樹のメンツを潰してしまうと思うのでやめておいた。

「おいし……」

　香りのいいシャンパンを口にし、亜梨沙は微笑む。

　そして先日、お風呂でメッセージの返信を打つ際、参考にしたサイトの項目で、頭に残っていた事を樹に質問した。

「樹さんってスポーツ観戦好きですか？」

「んー？　いやぁ……普通かな？　ワールドカップとかオリンピックをやっていたら普通にテレビで見るし、たまに友達に誘われたら現場まで応援に行く。けど、熱狂的なサポーターとは思っていないけど」

「そうですか。じゃあ、何かとても熱中している趣味はありますか？」

「何かあるかな？　熱中しているっていうほどじゃないけど、身につける物には少し拘っているかもしれない。スーツを作る時にロンドンまで行く事はあるし、腕時計とかカフス、タイピンとかも亜梨沙が聞いたら呆れる金額を出している……のは白状しておく」

「うん……。そういうのは大体予想していましたけど、樹さんのお金で解決する問題なのでスルーします」

「何が言いたい訳？」

　キョトンとした樹に、亜梨沙は先日感じた事を口にする。

「もし樹さんに私にはない趣味があった時、それに合わせるべきなのかな？　ってこの間思ってしまって」

「ああ、それでスポーツ観戦？　男って結構スポーツ観戦好きっていうイメージあるよね」

　納得したというように頷き、樹は彼の持論を述べる。

「思うに、結婚するのに大切なのって、趣味が一緒とか価値観が一緒っていうより、譲り合いのような気がするんだ」

「譲り合い？」

「そりゃあ、趣味や考え方が似ているととても楽だけど、人間だから何から何まで同じにはならないだろ？　加えて、価値観まで全部同じだと似たもの夫婦になって、いざという時にストップを掛ける存在がいなくなるかもしれない」

　それも分かる気がした。

「俺が思う結婚生活に必要なものって、自分とは違う事を相手が望んでいるとしても、ある程度妥協して衝突しないように、気を使い合える大人の力だと思うんだ」

「ああ……なるほど」

　樹の言いたい事を理解し、亜梨沙は頷く。

「お互い譲り合って『前回は君の言う事を聞いたから、今回は俺の言う事を聞いて？』っていうバランスを二人で取っていけるといいなー、と俺は思っている。たとえば相手が自分には理解できない趣味を持っていたとしても、無理して合わせなくていいから、ノータッチでいてほしいとかね？　同じ趣味を持てたら最高かもだけど、俺はそこまで相手に無理をしてほしくないんだ」

「結構、求める事がリアルですね。それもやっぱり女性との経験が多いからですか？」

「うーん。付き合いがあったから分かったというより、失敗が多かったからそう思う……が正解かな？」

「失敗？」

「ああ。大抵の女性は俺に色んな物を買ってもらって、お姫様みたいにチヤホヤされる事を望んでいた。俺も人を甘やかすのは好きなほうだし、プレゼントをして喜んでくれるのは嬉しい。けど尽くしてばかりで、たまに疲れてしまう時もある。そしたら『前は買ってくれたのに、なんで買ってくれないの？』って怒ったり、『いつもは可愛いって言ってくれるのに、今日は冷たい』とか怒ったりするんだ」

「うわぁ、勝手ですね。樹さんだって、その時の調子があるでしょうに」

　思わず亜梨沙は忖度のない感想を述べる。

「まぁ、普通はそう思うよな。女の子を甘やかすのは好きだけど、俺の事も気遣ってくれると嬉しいよなぁ……ってずっと思っていた。最近は付き合う事すらしていなかったから、恋人に求める条件から意識は離れていたけど」

　そこまで言って樹はシャンパンをクイッと呷り、ソファの上に置かれてある亜梨沙の手に自身の手を重ねた。

「直感だけど、亜梨沙とは上手くいく気がするんだ。亜梨沙は求める男のスペックに、金持ちとかが設定されていない気がする。君はバリバリ働いて稼ぐ人で、自分の望む物は自分で掴み取るタイプの人だと思っている」

「た、確かにそれは当たっていますけど……」

　亜梨沙に「欲しい物があれば誰かにねだって買ってもらう」という選択肢はない。

　彼氏がいなかったからというのもあるが、自分の欲しい物を他人にねだる他力本願は基本的に嫌だった。そう思うのも、長年愛菜という反面教師を見続けてきたせいもあるかもしれないが。

「樹さんのような稼ぎのある人から見たら、笑ってしまう言葉かもしれませんが、私は一人でも立っていられる女性でありたいです。身につけている物すべて、口にしている食べ物すべて、自分で稼いだお金で賄っていると言える、自立した女でありたい」

　ささやかな自分のポリシーを話すと、樹は柔らかく笑う。

「そういう所が好きだなって思うよ。俺みたいに色々甘やかす傾向のある男は、もしかしたら亜梨沙と相性が悪いかもしれない。けど俺はキャパシティの大きめな人間でありたいと思っている。一人で立つ亜梨沙が疲れてしまった時、いつでも俺の所で休んでいいよって言える、そういう男になりたいな」

「……それは、……嬉しい、です」

　こういう時、「いいから俺に甘えろよ」と強引に言わないところも好きだと思う。

　樹は嬉しそうに笑い、亜梨沙の手を握った。

　そしてお姫様にするように、手の甲にキスをする。

「そんな俺は、亜梨沙の〝二回目〟を最高の演出で頂きたいと思っている。……どうする？」

　今夜のこれからを匂わされ、亜梨沙はシャンパンだけでなく体が火照るのを感じた。

「……そのつもりでここまで来ました」

　俯いてボソッと言うと、彼は「うん」と頷いてにっこり笑った。

「じゃあ、一緒にシャンパン飲みながら風呂に入らないか？　セレブ気分？　もきっと楽しいと思うよ」

　相変わらず気取った所のない樹の言い方に、亜梨沙はつい笑い出した。

　

「亜梨沙～、まだ？」

　バスルームにあるシャワーブースで先に体と髪を洗った樹は、すでにジェットバスに入って夜景を眺めている。

「も、もうちょっとです！」

　バスタブに入るまで体を見ないでほしいと言った亜梨沙は、慣れないシャワーブースで濡れた髪を纏め、クリップで留めているところだった。

（よ……よし、覚悟を決めて……）

　両手で軽くペチペチと頬を叩き、亜梨沙は壁に向かって頷いてみせる。

　一度彼に抱かれたとはいえ、覚えていないので改めて裸を見せるとなると緊張する。

　デートに向けてのボディメイク的準備は万全だが、気持ちの方は今までの何よりもドキドキしている気がする。

「……お、お待たせしました」

　片手で胸元を隠し、亜梨沙はボコボコと泡立っているジェットバスに片足を入れ、滑るようにしてバスタブに体を沈める。

「もうそっちを見てもいいか？」

「……ど、どうぞ」

　おずおずと返事をすると、期待で目を輝かせた樹と視線が合った。

「……あんまり見ないでください。恥ずかしい……ので」

　窓の外を見て髪の毛を耳に掛ける仕草をすると、樹が「触ってもいいか？」と聞いてきた。

　無言で頷いた亜梨沙の肩を、樹はそっと抱き寄せる。

　直に肌と肌が触れ合い、お湯で温まった体温が交じり合う。

　樹の吐息を耳元に感じたかと思うと、亜梨沙は彼の腕の中にすっぽりと包まれていた。

「っ…………」

　自分にはない硬い胸板や腹筋を体に感じ、亜梨沙は息を止めて緊張する。

「こうしようか」

　そう言って樹は亜梨沙を背後から抱く体勢になり、二人で夜景を見る向きに座った。

　背中には樹の胸板があり、首筋や耳元に彼の吐息を感じる。

　何よりも、腰の辺りでゆっくり樹の男性器が硬くなってゆくのを感じ、亜梨沙は泣き出しそうな顔になって赤面してゆく。

「もうここまで来たら、亜梨沙の二回目も大切に頂くよ。いいね？」

　樹がそう囁き、亜梨沙の耳朶を軽く噛んだ。

「んっ、……あ……っ」

　彼の吐息を直接耳孔に感じ、亜梨沙は身をよじらせる。

「可愛い……。亜梨沙」

　しみじみ、という口調で樹は言い、手で亜梨沙の乳房を玩び始めた。

「ん……っ」

　亜梨沙は自分の胸が大きいほうだと自覚しているが、樹の手もそれをすっぽり包む大きさがある。

　ゴツゴツした男の手に柔らかな肉が自由に揉まれ、捏ねられるのを感じ、男女の体の違いを知る。

「亜梨沙の体、気持ちいいな」

　耳元で囁かれた時、キュッと指で乳首を摘ままれた。

「んぁん……っ」

　そのとき亜梨沙の口から甘ったるい声が漏れ、恥ずかしくなってバッと両手で口を覆う。

「気持ち良かったら、『気持ちいい』でいいんだよ」

　樹は両手で亜梨沙の乳房を包み込み、カリカリと乳首の先端を引っ掻いてくる。

「ン……っ、ん、あ……っ、ァ……」

　胸の先端からジクジクとした掻痒感が全身を支配し、亜梨沙は体をくの字に折り曲げて身震いする。

（気持ちいい……っ、気持ちいい……っ）

　自分で乳首を弄った事はあるが、こんな風に我慢できなくなる事はなかった。

　亜梨沙が暴れようとするたびに、お湯が波立ってチャプチャプと音を立てる。

「亜梨沙、大人しくして。怖くないから」

　耳元で樹が「しぃ……」と静かにするよう窘め、亜梨沙は自分が駄々をこねているような心地になり、大人しくする。

「綺麗な肌だね。すべすべでずっと触っていたくなる。一生触っていたいぐらい気持ちいい。体は引き締まってるけど、やっぱり女性の体って柔らかいな」

　感心したような口ぶりで言い、樹は亜梨沙の乳房をもちもちと揉んで楽しんだあと、片手を腹部から下肢へと滑らせた。

「あ……っ」

「大丈夫。ゆっくりするから」

　樹の手は円を描くように亜梨沙の腹部を撫で、恥丘に申し訳程度に生えているアンダーヘアを指先でそよがせた。

「ン……っ、ん……」

　酔っ払っている時に一度セックスをしたのだろうが、素面では初めてだ。

　普段なら他人に触られるなどあり得ない場所を愛撫され、亜梨沙は脚を閉じてしまいたいのを必死に堪える。

「アッ！」

　やがて肉芽に樹の指が触れ、クリクリと小さく揺さぶられて声が漏れる。

「まだ膨らんでいないな。じっくり開発していくから、亜梨沙は身を任せていていいよ」

　樹の声がいつも以上に色っぽく感じる。

　それから樹の攻めは静かに執拗に続いた。

　左手では亜梨沙の乳房を揉みながら、指先で乳首を捏ね、爪で先端を引っ掻く。

　右手は亜梨沙の肉芽を優しく捏ね続け、ときおり秘唇に指先を滑らせて蜜の出具合を確認し、また肉芽を弄る。

　唇は亜梨沙の首筋を執拗に舐め、キスをし、耳孔に息を吹きかけては耳たぶをしゃぶり、「好きだよ、可愛いよ」と囁き込んでくる。

「んぁ……っ、あ……、あぁ……っ」

　あり得ない状況に、気がおかしくなってしまいそうだ。

　一度も男性と親密になった事のない亜梨沙が、今こうして極上の彼氏の腕の中で愛撫され、愛を囁かれているのだ。

　幸せな心地になり、亜梨沙は自分が軟体動物になったような気持ちで、フニャフニャになって樹に身を任せている。

　彼の少し硬い指先に敏感になった肉芽を捏ねられるのが、この上なく気持ちいい。

　樹がそこを捏ね回して押すたびに、体の奥にある官能が引き起こされ、全身に電流に似た悦楽を伝えてくる。

「んぁ……っ、あ、あぁあ……っ、んーっ、ぁ、あ……っ」

　やがて亜梨沙の体は燃え上がるほど熱くなっていた。不埒な動きをする樹の手首をやんわりと掴んだまま、亜梨沙は目を閉じて快楽に没頭する。

　目の前の美しい夜景を楽しむ心の余裕もなく、だらしなく口を開いたまま荒々しい呼吸を繰り返す。

「感じて柔らかくなってきたみたいだから、指、入れるよ」

「あぁっ!?」

　突然ザバッと水音を立てて樹が起き上がったかと思うと、亜梨沙は膝立ちの体勢にされていた。

　そして窓際に手をついた亜梨沙の蜜壺に、ぬぷっと樹の指が侵入してきた。

「んはぁ……っ、あっ……！」

　ビクンッと体を震わせて背中を丸めた亜梨沙に、樹は「力を抜いて」と囁いてくる。

「ン……っ、ん……」

　懸命に体から力を抜こうと努力すると、樹が「いい子だね。その調子」と褒めてくれる。

　こんな風に些細な事で子供のように褒められるのが、くすぐったくて堪らない。

　今まで誰も亜梨沙を女として扱わなかったのに、樹だけは特別扱いしてくれる。

「ホラ、ここ。感じるとふっくらして柔らかくなるんだ。感じていない時は濡れないし、硬いまま。亜梨沙の体はこれから俺を受け入れるために、準備を整えているんだよ」

　気持ち的に初めての亜梨沙が怖くないように説明してくれているのだろうが、何やら卑猥な事を言われている気がしてならない。

　樹がゆっくり指を出し入れすると、クプックプッと粘ついた蜜の音がして顔から火が出そうだ。

「気持ちいい？」

　尋ねながら樹がもう片方の手で前から淫芽を刺激してきた。

「っんあぁああ……っ！　んっ、ん、き……っ、もち、ぃ……っ」

　膣内に入った樹の指は、思っていたよりもずっと長くて太い。一本でもナカを満たしていて、彼の指が前後するたびに膣壁がさざめいて感じた事のない悦楽を得た。

「んぅっ、ん、うーっ……」

　気が付けば亜梨沙は両手でバスタブの縁に掴まり、俯いて目を閉じ、樹がもたらす快楽を貪ろうとしていた。

　樹は亜梨沙の背中に唇をつけ、噛みついては強く吸い付いている。

「んっ、……ん、ぃ、た……っ」

「亜梨沙は俺のもの、っていう痕をつけているんだよ」

　囓ったばかりの場所を舌で優しく舐め上げ、樹が所有欲を露わにする。

　まるでマーキングをされているようで、亜梨沙は本能的に体を震わせた。

　どうして自分でもここまでゾクゾクしているのか分からない。けれど恐らく、メスとしての悦びだと直感した。

　こんなに美しく優しい、最高の男に愛されて大切にされ、喜ばない女はいない。

「私でいいんだろうか？」という迷いはまだあっても、本能の亜梨沙は身を震わせるほど喜んでいた。

「んゃ……っ、な、……めたら、……だ、めぇ……っ」

　背中を舐められると、くすぐったさなのか愉悦からなのか、悶えたくなる心地になって堪らない。体をくねらせると蜜壺がギュッと締まり、樹の指の太さを感じる事になる。

「じゃあ、これは？」

　樹が意地悪に笑ったかと思うと、亜梨沙の蜜壺の中を指がヌプヌプと前後する。一際好い反応を見せた場所を、彼は執拗に擦り立てた。それだけでも堪らないのに、樹のもう片方の手は亜梨沙の肉芽をコリコリと捏ね、蜜を纏った指先で中の秘玉に直接触れてきた。

「っひあぁああっ！　あーっ！　ぁ、あぁあ……っ！」

　その途端、甘い淫激が亜梨沙の体を貫き、ガクガクと体を震わせて達してしまった。

　ひたすら蜜壺を刺激されて快楽の底上げをされ、精神的には樹の言葉と唇の感触とでこの上ない幸福感を味わっていた。

　しかしそこに陰核への強すぎる刺激が加わり、積み上げられていた淫悦は崩壊するようにして絶頂を知らせる。

「すっごい締まる……」

　ヒクヒクとわななく蜜壺に己の指を吸わせている樹が、耳元でゴクッと唾液を嚥下したのが聞こえた。

　彼の何気ない言葉や生理的な反応にすら、亜梨沙はいちいち感じてしまっている。

「ぁ……、あ…………」

　やがてゆっくりと絶頂が鎮静してゆき、亜梨沙は脱力する。

　ズルズルとバスタブの中に沈みそうになる体を、蜜壺から指を引き抜いた樹が受け止め、また先ほどのように二人で座る体勢になった。

「どうだった？」

　ちゅ、とこめかみの辺りにキスをし、樹が尋ねてくる。

「……き、……もち、……良かった……けど……」

　冷静になってくると、乱れた自分が恥ずかしくて堪らない。

「亜梨沙、すっごい可愛かったよ。この間の酔っ払っていた時も良かったけど、今の姿もそそられた」

　そんな風に言われ、処女を失った時の自分の態度を想像し、穴を掘って埋まりたくなる。

「ちょっと待って……!?　私、酔っていた時そんなに恥知らずだったんですか？　ま、まさか自分から樹さんを押し倒したりなんか……」

「それはしてないから安心して。俺から押し倒したよ」

　クスクス笑う樹の言葉を聞いて、一体自分たちはどういう会話をしているんだろうと頭を抱えたくなる。

　真っ赤になって両手で顔を覆っている亜梨沙を見て、樹は体を震わせて笑い、口筋や耳にキスを降らせてきた。

　先ほどの愛撫からずっと、腰の辺りに樹の昂りを感じていた。

　ガチガチに硬くなったそれは樹の欲の化身で、彼が自分を欲してくれている証拠だと分かっている。

　けれど亜梨沙はその存在を感じていながらも、怖くてまだ一度も見ていないままだった。

「もう少し温まったら出ようか」

　不意にそう言われ、亜梨沙は「えっ？」と思った。

「……し、しないんですか？」

「亜梨沙は初めての体験がバスルームでいいのか？　俺はベッドで横になっていたほうが気分的にも体的にも楽だと思うけど」

　そう言われ、まるで自分が今すぐセックスしたいと言っているように思えて、恥ずかしくなった。

「そ、そうじゃなくて……。一回こうなったら最後までやるんじゃないのかな、と思っていたから……」

　ボソボソと言い訳をすると、樹は苦笑する。

「したいのは山々だけど、亜梨沙の事を考えたらベッドでする方が理想的だと思っている。さっきも言ったけど、二度目とはいえ、亜梨沙にとっては初めても同然の経験だ。それを最高の形で演出したいと思っている。バスルームでするのも雰囲気があっていいと思うけど、初めてには向いていないと思うんだ。だから、ベッドに行くまで我慢するぐらい、できるよ？」

　最後はまるで〝待てができる忠犬〟のような言い方をされて、思わず笑う。

「……ありがとうございます」

「どう致しまして」

　そう穏やかに言い、樹は手で掬ったお湯を亜梨沙の肩に掛け、冷えないように気遣ってくれる。

（……この人、いいなぁ……）

　不意にその時、しみじみと感じた。

　今までは樹の外側——見た目や社会的地位にしか意識を向けられていなかった気がする。

けれどこうやって彼が亜梨沙の話を聞き、間違えた事を言っても馬鹿にせず、成長できるよう促してくれると知ると、彼の美点は内面にあるのだとひしひし感じる。

（今まで付き合っていた女性たちって、きっと樹さんの財力や顔とか、外側に目が眩んでいたんだろうな。こんなに性格のいい男だと分かったら、離れたくなくなると思うんだけど）

　ストンと心の奥に落ちるように納得し、亜梨沙は彼から離れたくないと強く思った。

「……私、樹さんが好き」

「ん？　ありがとう」

　突然の告白にも、彼は驚かず穏やかに接してくれる。

「今まで樹さんの外側に惑わされていたけど、いま分かりました。私、樹さんの内面がとても好きです。……樹さんになら一生側にいてほしい……です」

　恥ずかしいけれど、告白する時はきちんと彼の目を見なくてはと思い、亜梨沙は樹に振り向いて告白した。

　男性に告白するなんて生まれて初めてで、胸がドキドキして心臓が口から出てしまいそうだし、声が震えた。

　けれど樹はいつもと変わらず優しく微笑んでから、破顔して亜梨沙を抱き締めてきた。

「……嬉しい。ありがとう。俺も亜梨沙が好きだよ」

「…………っ」

　今はその言葉を素直に受け入れて「嬉しい」と思える気がする。

　——あぁ、私、変わる事ができたんだな。

　しみじみ思っていた亜梨沙の顎に手が掛かり、樹がキスをしてきた。

「ん……」

　ふわっと唇が重なったかと思うと、何度も優しくついばまれ、頭の中がフワフワしてくる。

　幸せな心地になって樹の腕に軽く手を添えた亜梨沙は、拙く自分からも彼の唇をついばみ、差し込まれた舌を舐め返した。

「っ……」

　それだけでゾクゾクッと体が震え、先ほど指を入れられたよりもずっと強い精神的興奮を味わう。

（そうか……。これが、好きな人とするキス……）

　全身に樹の温もりを感じ、亜梨沙は彼の首に両腕を回し、樹の真似をして舌を絡ませ、舐めては吸った。

　けれどそのうち、緊張していたからか呼吸を忘れ、亜梨沙は「ふはぁ……っ」と情けない声を漏らしてキスから脱落してしまった。

「……く、苦しい……」

　ハァ、ハァと呼吸を荒げる亜梨沙を見て、樹は破顔して朗らかに笑い出した。

「亜梨沙、まずは呼吸をしながらキスをする練習からだ」

　キスは息をしながらするものだと知り、亜梨沙は恥ずかしくてまた地中に埋まりたくなりながらも、「これも勉強だ」と思ったのだった。

　

　ベッドに入ったのは、きちんと髪と体を乾かして水分補給をしてからだ。

（ネットに書いてあった勝負下着、本領発揮の時だ……！）

　先に樹が出て行ってから下着をつけてバスローブを着たので、彼はまだ亜梨沙がどんな下着なのか知らない。

「本当に抱くよ？」

　キングサイズのベッドに横たえられた亜梨沙の上に、樹が覆い被さって頬を撫でる。

　樹は長い髪をシーツに沿って撫でつけ、「綺麗な髪だな」と呟いてから、また亜梨沙の目を見つめて今度は唇を親指でなぞってきた。

「……私の二度目、……もらってください」

　恥ずかしいけれど自分の意思をきちんと伝え、亜梨沙は樹の指先にキスをした。

「分かった」

　樹は幸せそうに目を細め、自分のバスローブを脱ぐと、下着一枚の姿になった。そして「亜梨沙のバスローブも脱がせるよ」と断ってから、プレゼントのリボンでも引くかのように腰紐をほどいてきた。

「んっ!?」

　けれど樹は現れた亜梨沙の勝負下着を見て、いい笑顔のまま固まってしまった。

「どっ……どうです？　でも、あの……、恥ずかしいから……あんまり見ないで……」

　亜梨沙が纏っていたのは、〝男性が必ず喜ぶ下着〟として紹介されていた、セクシーランジェリーだった。

　オープンブラなので白いレースが三角形に乳房を包んでいるのみで、紅梅色の乳首が丸見えになっている。

　お揃いのショーツは腰の周りをヒラヒラとしたレースで包み、鼠径部にまでレースが続いているのだが、大事な部分を隠していなかった。

「ど、……どうしたの？　これ……」

（間違えた!?）

　これが外さない正解だと思い込んでいた亜梨沙は、急に恥ずかしくなって両手で体を覆った。

「だっ、だって……ネットに〝これを着ればどんな男性もイチコロ〟って書いてあって……。へ、変ですか？」

　今にも泣きそうな亜梨沙が白状した瞬間、樹が覆い被さってきた。

「へっ？」

　驚いている亜梨沙の傍らで、樹は体を震わせて笑っている。

（間違えたんだ！　……恥ずかしい！　恥ずかしいいいい!!）

　ギュッと体を緊張させたからか、樹は顔を上げて亜梨沙にキスをし「いや、違うんだ」と説明してきた。

「イチコロだよ？　それは間違いないから安心して」

「でっ、でも変……だから笑ったんじゃないです？」

「じゃあ、亜梨沙はどこが変だと思う？」

「……い、色々布が足りないのは分かってます。けど、世の中のカップルはこういうので楽しんでるのかな……？　って……」

　涙目で答える亜梨沙の唇に、また樹がちゅっとキスをする。

「いや、いいんだ。それでいいよ。俺たちは俺たちのルールで進んでいこう？　出会いが普通じゃなかったら、他の色んな事だって他のカップルと比べなくていいんだ」

　樹はまだ笑っていたが、「かっわいい……」と喜んでくれているようなので、ひとまず良しとした。

　失敗したかもしれないが、樹の対応は終始優しくて安堵する。

「やっぱりこの人好きだなぁ……」と思いつつ亜梨沙は頷いた。

「宜しく……お願いします」

「うん」

　樹は優しく亜梨沙の頭を撫で、「しかし魅力が一杯だな」と呟いて華奢なレースに包まれた乳房を揉んできた。

「亜梨沙の胸はボリュームがあってただでさえエロいのに、こんな魅力的な下着をつけられたら、理性が一瞬で蒸発しそうなんだけど」

　そう言いつつ、樹は熱っぽい目で亜梨沙の胸元を見て、舌を伸ばしチュッと乳首に口づけた。

「ん……っ」

　まだ柔らかいそこを吸い立てられ、すぐにプクンと乳首が勃起する。

　反対側も樹の指先で転がされ痛いほど凝り立つ。

　樹はときおり視線を上げて亜梨沙の反応を見つつ、何度も丁寧に胸の先端にキスをしては、その周辺の白い皮膚を舐め回した。

「はぁ……っ、あ……っ」

　胸だけですぐに亜梨沙は反応し、ゾクゾクと身震いする。先ほど指を入れられた蜜壺も顕著な反応を見せ、甘く疼いて刺激を求めていた。

　樹の髪をサラリと撫でて腰を揺らしたからか、彼はすぐに亜梨沙の求めるものを察したようだ。

「亜梨沙？　望みはある？　言ってくれたら何でもするよ」

「……っ、し、下……っ、——触って……っ」

　涙目で思わず口走った亜梨沙に、樹は鷹揚に微笑んだ。

　そして彼の手は亜梨沙の胸から腹部、そして括れたウエストや張り出た腰のラインを辿ったあと、押し広げるようにして彼女の脚を開かせ、内腿を撫でた。

「これからする事を考えると、この下着って機能的だな」

「え……っ」

　動揺した亜梨沙の腰を持ち上げると、樹はその下に円柱形のクッションを挟んだ。

　そして両手の親指で亜梨沙の花弁を広げ、彼女の秘部に顔を埋めると舌を這わせてきた。

「んぁ……っ、やぁ……っ！」

　まさかいきなり舐められると思わなかった亜梨沙は、悲鳴を上げて樹の頭を押し返す。

　けれど鍛えている彼は頑強な体をしていて、中途半端な体勢をとっている亜梨沙が抵抗しても何の意味をもたなかった。

「ひ……っ、ぁああぁ……っ！」

　温かく柔らかい舌で花弁を舐められ、とんでもない愉悦が亜梨沙を襲う。バスルームの愛撫で潤んでいたそこは、先ほど胸を刺激されてさらに蜜を零していた。

　指とはまったく異なる感覚に、亜梨沙は怯える。

　痛い事を樹がするはずもないので、本来なら恐れる必要もない。だが人間としての本能なのか、経験した事のない未知の行為をされると、どうしても緊張してしまう。

　おまけに性器という大切な部分を口で愛撫され、食べられてしまうのではという感覚を抱くのは、生物的な怯えなのかもしれない。

　ピチャ、チュルッと水音をさせ、樹は丁寧に何度も亜梨沙の秘唇を舐める。割れ目に沿って舌を上下させ、時に小さな入り口に舌先を引っかけては浅く出入りさせた。

「ひぅっ……、う、……っあぁあ、あ……っ」

　気持ちいい——けれど、どこか頼りない優しい愛撫に、亜梨沙は歯をカチカチ鳴らせるほど興奮し、両手で樹の髪を撫でまわす。

　先ほどドライヤーで乾かして軽く整えられたばかりだというのに、樹の髪はくしゃくしゃになっていた。

「……ひもひいい……？」

　舌を秘唇につけたまま、樹が尋ねてくる。

「っそこでっ、しゃべったら……っ、やぁ……っ！」

　熱い吐息が敏感な場所に直に掛かり、亜梨沙はビクンッと腰を跳ね上げて逃げようとした。

　だが樹は両手で亜梨沙の腰を掴み、離してくれない。それどころかグチュリと舌を蜜口にねじこんで、ナカを舌で掻き回してきた。

「っひぁああぁ……っ！」

　膨れ切った陰核は樹の鼻先に刺激され、あまりの羞恥と直接的な悦楽に亜梨沙はすぐに上り詰めてしまう。

　敏感な場所に樹の吐息を感じ、彼の舌使いに鼓動がとんでもなく速まる。

「待って……っ、は、恥ずかしい……っ、やぁっ、や、き……っもち、ぃ……っ、変っ、……へん、に——なる……っ、からぁ……っ、んあぁあああぁあ……っ！」

　最後は大きく勃起した陰核を舐められたかと思うと、ジュウッと強く吸われ、亜梨沙は哀れっぽい啼き声を上げてまた達してしまった。

「……っ、…………ぁ…………」

　目の前をチカチカさせた亜梨沙は、涙を纏った目で天井を見上げ、荒くなった呼吸を整える。

　亜梨沙の秘部から顔を離した樹は、濡れそぼった花弁に再び指を這わせた。そして今度はさほど抵抗なくぬぷんと指を挿し入れ、たっぷり濡れた蜜壺を前後させ始める。

「んぅ……っ、ま、待って……っ。わ、……たし、まだ……っ」

　絶頂の余韻が残る体は、膣奥をピクピク痙攣させ、ほんの僅かな刺激でも鋭敏に快楽を拾い上げる。

「これだけ柔らかくなっているから、もう入ると思うけど、もう一度達って慣らしておこうか」

　一度絶頂するだけでもとても疲れるというのに、樹はにっこり笑って鬼畜な事を言う。

「そんなぁ……」

「これもトレーニングだと思って。トレーニング、好きだろ？」

（この人……温厚で優しい男性って思わせておいて、結構サドっぽい所がある？）

　ひくっと顔を引き攣らせた亜梨沙だが、もう一度樹に淫芽を吸い上げられて「あぁああんっ」と甘ったるい声を漏らした。

　一度意地悪な事を言ったからか、樹は本領発揮と言わんばかりに本気で亜梨沙を攻め始めた。

　チュウッ、チュバッとわざと大きな音をたてて肉芽を吸われ、それが恥ずかしくて堪らない。舌で包皮からはみ出た陰核を転がされ、チロチロと素早く舐められるとすぐに悦楽がせり上がってくる。

　樹の指先は亜梨沙の膣奥まで届き、ぐぅっと柔らかな肉壁を押してきた。その体の内側に触れられているという感覚が堪らず、亜梨沙は激しくいきんで樹の指を押し返そうとする。

「いいよ。すっごい締まる」

　樹は嬉しそうな声で言い、フッと剥き出しの陰核に息を吹きかけたあと、またむしゃぶりついてきた。

「っあぁあああっ、あーっ！　んぁああぁ……っ、ぁ、そこ……っ、そこ、あ、ぁ……っ、んーっ！」

　いつの間にか樹の指はチュボッチュボッと音を立てて激しく出入りし、まるで男根そのもののような動きに亜梨沙は体が燃え立つほど興奮する。

「指、増やすよ」

　短く告げ、樹は蜜壺に含ませる指をもう一本増やした。

「あぁ……っ、ん、あぁああぁ……っ」

　入り口の粘膜が引き延ばされる感覚を味わい、亜梨沙は情けない悲鳴を漏らす。

「言っておくけど、俺のを入れる時は指三本でも足りないと思うよ。少し……デカいっていう自負はあるから」

「ううぅぅ……っ」

　いずれ挿入しなければいけないので、彼の男性器のサイズとは向き合うことになるが、こんな風に言われると恥ずかしくてならない。

　先ほどから亜梨沙も、自分の下肢で何が行われているのか気になって、ついそちらを見てしまおうとする。だが、樹の体も目にする事にもなるので、見るに見られないでいる。

　いまだ彼は下着を穿いたままだというのは分かっているけれど、薄い布を盛り上げているだろう屹立を見るだけでも恥ずかしくて「無理」だと思っていた。

「おや、俺のサイズを気にしているだなんて、結構余裕があるんだね？」

　樹は喉元で小さく笑い、れろんれろんと亜梨沙の陰核を弄ぶように舐めてくる。

「んぁ……っ、そ、そんな、余裕……なんて……っ、な……っぃ」

　敏感な陰核を柔らかな舌で舐められるたび、あまりに気持ち良くて膣がきつく締まってしまう。樹の指二本を締め上げている事になるのだが、その中でも彼の指はズップズップと前後し、まさに〝蹂躙されている〟という感覚に陥る。

「ここ、気持ちいい？」

　不意に樹が揃えた指先でトントンと亜梨沙の膣壁——陰核の裏側辺りをノックしてくる。

「っきゃっ、——あ、…………ぁ、あぁああ……っ」

　軽い振動が加わるたびに、全身が甘く痺れて脳髄まで蕩けてしまいそうになる。

　悲鳴を上げた亜梨沙の反応を見て満足したのか、樹はさらに何度も陰核を吸い立てながら指を蠢かせ、亜梨沙の弱点を暴いてきた。

「んーっ、ん、んぁああぁあ、あーっ、……ん、んあぁ、あ……っ、だ、……っめ……」

　もう可愛い声など出せる余裕もなく、亜梨沙は本能の叫びを上げて体を揺すり立てたあと、再び樹の頭を両手で押し、のけぞるようにして絶頂した。

　秘部から全身に熱い奔流がドッと駆け巡ったかのように感じ、頭の中が真っ白になる。

　こみ上げた愉悦に耐えきれず、小さな孔からプシャッと何かを漏らしてしまったのだが、それを気にする余裕もなかった。

　亜梨沙は激しく痙攣して樹の指を食い締めたあと、一瞬気を飛ばして脱力する。

（……気持ち……良かった……）

　自慰では決して味わえない悦楽を得て、亜梨沙は放心していた。膣奥はいまだ勝手にピクピクと震え、絶頂の余韻を伝えてくる。

　樹は指を引き抜いたあと、とうとう下着を脱いだようだった。

「亜梨沙。恥ずかしいかもしれないけど、しっかり見てくれるか？」

　樹が亜梨沙の腰を跨ぎ、立ち膝の体勢で反り返った男性器を見せつけてきた。

「っ…………」

　人の体の一部と思えない、色の濃い肉茎を見て亜梨沙は息を止める。

　太い幹には血管が浮き上がり、てっぺんの部分はいわゆる亀頭と呼ばれる場所なのだろうが、そこだけツルンとしていてややピンクがかっている。

「……おっき……ぃ……」

　いま目の前に迫っている——と言っていい樹の一物は、自分のお腹の中に入るにはいささかサイズオーバーなのでは……と思うほどだった。

「こんなの……、入るの？」

　完全に怯えた目で樹を見上げると、今までと変わりない優しい手で頭を撫でられた。その手つきに少し安堵を覚える。

「触ってみて。怖くないから」

「ん……」

　言われておずおずと竿の部分に触れてみると、肉茎全体がひくんと震えた。

「うっ、動いた……っ」

「そのまま撫でてみて。噛みついたりしないよ」

　冗談めかして言われ、亜梨沙は思わず笑う。そして自分も少し調子に乗ってみた。

「よしよし」

　揃えた指先でそっと竿をさすり、思い切って亀頭も撫でてみる。

「こうしても大丈夫だよ」

　樹は亜梨沙の手を上から包み、肉茎を握らせる。そして前後に滑らせるようにして軽く擦らせた。

（これって……）

　いわゆる男性の自慰の手つきなのだと理解すると、カーッと頭が熱くなってくる。

「触ってみて、どう？」

「う……うん。あったかい」

「うん。人体だしね」

「あと、硬い。でも皮があって外側は動くんですね？」

　触れてみると興奮でドキドキするが、それ以前の不安や怯えは薄くなった気がする。

「こういうと理屈っぽいけど、遙か昔から男女の営みはあった。亜梨沙の女性器だって、俺の指が三本入るぐらい伸縮性がある」

「えっ？　待って!?　二本じゃなかったの!?」

　びっくりして尋ねた亜梨沙に、樹は悪戯っぽく笑ってみせた。

「最初の段階で黙って二本に増やしておいたんだ。三本入れたらさすがにキツくて気付かれるだろうから、声を掛けたけど」

「そ……っ、それって……。わ、私の……緩いみたいで……恥ずかしい……っ」

　樹の男性器から手を離し、亜梨沙は真っ赤になって横を向く。

　それを宥めるように、樹は頬にキスをしてきた。

「言っておくけど、亜梨沙はトレーニングしているからか、すっごいキツいよ？　俺、三こすり半で出ないか心配なぐらいだ。さっきも言ったけど、女性の性器って伸縮性があるからな？　俺のは大きめだって言ってるけど、多分入ると思うし。指だって三本ぐらい入るのが普通だ。それぐらいで緩いなんて言われたら、こっちが困るよ」

「そ……そう？」

「そうだよ」

　安堵したものの、改めて自分が実質的に何も知らない処女なのだと思い知り、恥ずかしくて赤面が止まらない。

「入れてみて、確かめてみる？」

　直接的に誘われ、亜梨沙はチラリと樹を見た。

　彼はいつもと変わらない穏やかな顔つきだったけれど、その目の奥には隠しきれない情欲が静かに燃えていた。

「……ゆっくり、してくれるなら」

「勿論だよ」

　にっこり笑った樹は、またお姫様のように亜梨沙の手の甲にキスをした。

「少し待ってて」

　そう言って樹はいつの間に仕込んでいたのか、枕の下から避妊具の箱を取りだした。パッケージから薄ピンクの被膜を出し、屹立の上から被せて装着する。

（こんな風につけるんだ……）

　妙に感動してしまった亜梨沙の視線を感じ、樹は少し照れくさそうに笑い、彼女にキスをする。

「そんな余裕があるのも、今のうちだからな？」

　悪戯っぽく微笑む樹の態度や言葉に、亜梨沙は「やっぱりこの人で良かったな」と感じた。

　正式には二度目、けれど気持ち的には処女を捧げる亜梨沙に対し、樹は欲のままに行動せず我慢強く付き合ってくれている。

　終始亜梨沙の意思を確認してくれ、もし拒絶すれば文句を言わず引いてくれる紳士さがある。

（酔っ払っていた時の私は、どんな判断で樹さんに処女を……って思ったのか分からないけど、人を見る目はあったのかもしれない）

　過去の自分を褒めたい……と思っていたが、濡れた秘唇にヌリュンッと竿を滑らされ思考が飛んでいった。

「っひゃぁんっ」

　挿入されていないのは瞬時に理解したのだが、屹立で擦られただけでこんなに気持ちいいとは思わず、半分驚きのほうが勝った。

　大きな亀頭でぐいぐいと肉芽を押され、滑った太竿に剥き出しの陰核が擦られるのが堪らない。

　濡れそぼった秘唇を何度も竿が往復し、ヌチョッヌチョッといやらしい音が立つ。時に先端が蜜口に引っかかったあと、くぷんっと跳ねる感覚に興奮が増した。

「や……っ、やぁっ、意地悪……っ、しなっ、ぃ、で……ぇっ」

「ん……。ごめん……」

　こちらも興奮した顔つきの樹は、ペロリと自身の唇を舐める。それから肉竿に手を添えて先端を亜梨沙の蜜口に押し当ててきた。

「入れるよ」

　樹は亜梨沙を安心させるように微笑んでいたけれど、その目は真剣そのものだ。

「ん……」

　亜梨沙がコクンと小さく頷いたあと、樹の亀頭がぐぷっと蜜孔に押し込まれた。

「んぁ……っ、あ……っ」

　一瞬破瓜の痛みというものを覚悟したのだが、それは訪れなかった。

（そういえば……処女じゃなかったんだ……）

　瞬時にそう思い出し、今さらになってガッカリ……という感情を味わう。

「自分の責任です」と言って気にしないようにしていたものの、やはり好きな人と初体験を済ませたのなら、たとえ痛くても美しい思い出として心に留めておきたかった。

　それが辛くて、亜梨沙の目に思わず涙がこみ上げる。

　クシャッと顔を歪めた亜梨沙は、腕で自分の目元を隠した。

「ん……っ、ん、ぁ……っ」

　それでも樹の屹立は亜梨沙の奥を目指し、ゆっくりと進んでいる。お腹の中をみっちりと満たした欲棒の太さを感じ、亜梨沙はさらに切なさを覚えた。

「亜梨沙……っ、大丈夫か？　痛いか？」

　痛みで泣いているのかと思った樹が、亜梨沙の髪を撫でて気遣ってくる。

「……ううん」

　泣き顔を見せるのは恥ずかしいが、大丈夫だと示すために亜梨沙は顔を晒す。

「……初めての記憶、やっぱり欲しかったなって思って。……っ好きな人とできたのに、何で覚えてなかったんだろう……っ。馬鹿だなぁ……っ」

　ポロッと零れた涙を手で拭った瞬間、膣内の屹立がぐっと膨らみ、樹が抱き締めてきた。

「ん……っ？　ぇ？」

　彼の反応の意味が分からず、亜梨沙は動揺する。とっさに彼を抱き返した手が、ポンポンと裸の背中を撫でた。

「……嬉しい。亜梨沙が俺の事をそう思ってくれているのが……。すっごい……嬉しい」

　耳元で樹のしみじみとした声が聞こえ、亜梨沙の心の奥に温かなものが落ちてゆく。

　——あぁ、私、この人に愛されているんだ。

　顔を上げた樹が目元にキスをし、亜梨沙の涙を舌で舐め取る。

「亜梨沙、好きだ。君を愛してる」

　目の前で樹が優しく微笑み、その表情を見ただけで胸の奥に切ない疼きがこみ上げ、また意味もなく涙が零れそうになった。

「っ私も……、好き……っ」

　グスッと洟を啜った亜梨沙を見て樹は困ったように笑い、「可愛いな」と呟いてからキスをしてきた。

「————ん、…………ん」

　ずっぷりと最奥まで樹を感じたまま、唇も彼に愛され、すぐに舌で口の奥を暴かれる。

　すべてを彼に知られているような心地になり、舌を絡ませて背筋が震えるほどの悦楽を得る。重なり合った胸から鼓動が伝わり、もしかしたらいま考えている事すら筒抜けになっているのでは？　という微かな怯えすら感じた。

　好きで、好きで堪らない。

　きっかけも、理由もどうでもいい。

　いまこの両手に抱いている及川樹という一人の男性を、心の底から、体の奥から求めていた。

　唇をついばみ合い、舌を絡めてどちらのものか分からない唾液を嚥下する。

　樹が微かに腰を突き上げると、亜梨沙の膣奥が柔らかく受け止め、ジン……と痺れるような快感を体中に染み渡らせた。

「んぅ……っ、ン、ふ……っ」

　亜梨沙は懸命に樹の唇を求め、いまだ未熟なキスながらも彼の舌を舐め、己の舌を絡める。

　ほんの少し酸欠になって頭がぼんやりしているからか、幸せな心地と相まってフワフワと体が浮いているような感覚に陥った。

　幸せなキスが続いている間、樹は強い刺激を与えないように小さく腰を動かしていた。

　やがて亜梨沙がすっかりキスで蕩けてしまった頃には、彼女の蜜壺は樹の形を覚えて柔らかく受け入れるようになっていた。

「動くよ」

　情熱を押し殺した声で樹が告げ、慎重に腰を引いたあとにゆっくり屹立を蜜壺に押し込む。樹はその行為を何度も繰り返した。

「あー……っ、んぅ、あぁ、あ……っ、あぁー……っ」

　蜜を纏った肉棒がヌルル……と抜けようとする直後に、ぶちゅう、と最奥まで押し込まれる。抜かれる時は寂しさすら覚えるのに、また彼の肉棒をすべて含む事ができた時、この上ない歓喜が亜梨沙を襲う。

（気持ちいい……っ、気持ちいい……っ）

　樹が腰を動かすたびに、とんでもない喜悦が亜梨沙を襲い、彼の事しか考えられなくなっていた。

　気が付けば亜梨沙は両手を彼の背中に回し、自らも拙く腰を動かし始めている。

「亜梨沙……っ、可愛い……っ」

　今ばかりは自分を「可愛い」と褒める言葉も、素直に受け止められる気がした。

「樹さん……っ、好き……っ」

　グチュッグチュッと蜜壺を掻き混ぜられる音がし、その恥ずかしい響きすら悦楽へと変わってゆく。

　大きな質量が自分の体の中を出入りする感覚など、処女だった頃の自分は知らなかった。それがこれほどまでに気持ちいい行為だと知っていたなら、もっと早くに男性と関係を持ちたいと思っただろうか。

　悦楽の波間に揺られながら、亜梨沙は初めて認識するセックスという行為に溺れる。

　樹の力強い律動を体の奥まで刻まれ、彼の肌の温もりを感じ、その汗を肌に滴らせる。

（何て……、気持ちいい行為なんだろう……っ）

　両手で思いきり樹を抱き締めると、深い場所でズグズグと何度も突き上げてくれる。

　亜梨沙が彼の首筋の匂いを嗅いでうっとりとしている間、樹は亜梨沙の首筋に舌を這わせ、甘噛みしてくれる。

「亜梨沙、気持ち良くなって」

　そう言って、樹は上体を起こすと結合部から蜜をすくい取った。彼がたっぷりとした蜜を亜梨沙の肉芽に塗り込めた途端、彼女はピンッと脚を伸ばして強い淫激に晒された。

「んぁああぁああぁ……っ！」

　分かりやすい快楽を得て亜梨沙は髪を振り乱し、啼く。

「っ締ま、る……っ」

　そこをさらに最奥まで何度も小刻みに突き上げられ、亜梨沙はあっという間に絶頂へのきざはしを駆け上がった。

「だっ、……駄目ぇ……っ！　い、達く……っ、達っちゃ…………っ、あぁああぁあっ」

　大きな波にさらわれるのを予感して怯えた声を上げた途端、亜梨沙は息を吸って激しい悦楽にまみれる。

　膣肉が震え、樹の肉棒をきつく締め上げる。何度も脈打つように彼を吸い上げたからか、樹は苦しそうな息づかいになり、歯を食いしばってさらに亜梨沙を突き上げてきた。

「亜梨沙……っ、俺、も……っ」

　樹は両手で亜梨沙の腰を抱え、激しく腰を叩きつけてきた。

「んぅううう……っ、あぁああぁっ！　あぁあああぁ……っ！」

　絶頂しているというのにさらに陰核と膣奥をいじめられ、亜梨沙は気がおかしくなるのではという淫悦にのたうちまわる。

　バチュバチュと蜜が飛び散るほど激しい淫交に息が詰まりそうで、亜梨沙は必至に口を喘がせて空気を求めた。

　やがて——、

「……っあぁ……っ、出る……っ」

　樹が限界の声を上げ、亜梨沙をきつく抱き締めたかと思うと胴震いした。

「んぁああぁ……っ」

　蜜壺を満たした肉棒が大きく膨れ上がったかと思うと、ビクッビクッと震えるのを薄膜越しに感じる。

（達って……、くれてる……）

　疲れ切った亜梨沙は目を閉じて脱力し、生まれて初めて女として満たされた心地を味わいながら意識を失った。

　

「は…………」

　すべて出し切ったあとに樹は艶冶な息をつき、脱力した亜梨沙を見下ろし——微笑んだ。

「満足……してくれたのかな……。俺は気持ち良かったけど」

　樹の鼻筋からポタッと汗の雫が滴り、亜梨沙の胸元に落ちた。それを指先で拭ってから、樹は緩慢な動作で屹立を引き抜き、避妊具を処理する。

　そして一度ベッドから下りると、洗面所に向かってタオルを濡らす。そして亜梨沙のセクシーランジェリーを脱がせてから体を清拭した。

　羽根布団を被せてから自分は軽くシャワーを浴び直し、気が付けば鼻歌を歌っている事に気付いて思わず笑う。

「確かに亜梨沙の言う通り、想像もしなかった出会いだけど……。〝終わり良ければすべて良し〟って言うしな。俺たちの相性が何もかもいいなら、何も障害にならないだろう」

　樹の両親は、彼が若い頃に女性と真剣に付き合おうとしたが失敗し……という事を繰り返していたのを知っている。今はそれに懲りて、じっくり結婚相手を見定めようとしている時期だという事も理解してくれていた。

　幸いな事に樹の両親は付き合う人に理解があり、いずれ及川家に入って嫁としての仕事をきちんとしてくれる人なら、一般家庭の育ちでもまったく構わないと言っていた。

　多少、四年制大学を出ているとか、及川家の嫁となるに相応しい基礎がある事は求められている。けれど亜梨沙なら会社での営業成績はトップクラスらしいので、その秀でた所を気に入ってもらえるだろう。

「女は外見じゃないのよ」と母は言っているが、母自身も美容に気を使っている人で、亜梨沙のような見た目のいい女性を連れて行ったら「あら、可愛いじゃない」と喜んで人形のようにハイブランドの服や着物を買い与えるのは目に見えている。

　亜梨沙は気の利く女性だと思っているし、恐らく父や親戚たちとも上手くやってくれると信じている。

「逸りすぎかな」

　バスルームから出て体を拭き、ホテルのパジャマに袖を通してベッドルームに向かうと、亜梨沙は平和な顔ですやすやと眠っている。

「すぐに結婚を迫ったら可哀想だから、半年ぐらいは泳がしてあげるよ。けど、もう逃がしてあげられないからな」

　樹は幸せそうに微笑み、眠っている亜梨沙にキスをする。

　それから真面目な顔になると、枕元に置いてあったスマホを手に取り、リビングのほうに歩いて行く。

　それまでの愛情たっぷりという顔から一変して、樹が電話を掛けたのは秘書だった。

「……ああ、俺だ。先日頼んだ件、調査は進んだか？」

　樹はパジャマ姿で窓辺まで歩き、夜景を見下ろしながら秘書の報告を聞く。

「……随分な内容だな。分かった、情報ありがとう。この問題について、もし当人から何らかの相談があれば、弁護士の紹介ぐらいなら応じると言っておく。仮にもうちの社員だからな。だがそれ以上の事は、私的な話だから深くまでは立ち入らない」

　秘書から報告された内容を聞いて樹は溜め息をつき、そのあと後日のスケジュールについて確認を交わす。

　電話を切ったあと、樹は気持ちを切り替えるためにキッチンで水を飲んだ。

　それから思考を亜梨沙に切り替え、これから半年後の事を考える。

　クリスマス頃に亜梨沙にプロポーズする未来を想像して、樹は一人でニヤニヤし始めたのだった。








第五章　二十一年に渡るマウントとさよなら








　それが四月の終わり頃で、六月の佳代の結婚式まで、亜梨沙は樹と何度もデートを重ねた。

　勿論、誘われていた合コンは、大学時代の友達には悪いが断らせてもらった。

　けれど「彼氏が妬くからごめんね？」と言うと、「それじゃあ仕方がない」と理解を示してくれるので助かった。

　芦田には相変わらずキャーキャー纏わり付かれているが、樹の許可も得た上で差し障りのない事は教えておいた。

　彼がＯＥＣの社長であるという事は、いずれ知られる可能性はあるものの、自分から吹聴すれば自慢になりかねない。

　本当は樹が恋人である事が嬉しくて堪らないのだが、自分たち二人が世間的に見れば〝目立つカップル〟である事は自覚している。

　樹には高価な物を買い与えられているし、デートコースは一流の場所ばかりだ。

　自分には自慢する気持ちがなくても、亜梨沙がセレブと呼ばれる相手とデートをしていると知って、嫉妬する人は必ず出る。

　そのために、自ら不穏の種は撒かない方がいいと判断して、亜梨沙は今まで使っていたＳＮＳアカウントに樹との事を載せるのはやめておいた。

　我慢する一方、どうしても記憶に残しておきたい気持ちを抑えきれず、日記アプリに画像を載せ、気兼ねなくのろけた文章を書く事にした。

　そんな風に周りに樹の事を伏せつつ二人の交際は順調に続き、六月になり佳代の結婚式が迫った。

　

「大丈夫？」

「う、うん」

　亜梨沙は結婚式が行われる東京のホテル『コンラート東京』のスイートルームで、鏡を前におかしな所がないかチェックしていた。

　服装はこの日のために樹が用意してくれた、ハイブランドのジャンプスーツだ。

　一見ノースリーブの黒いドレスのように見えて、フロント部分は大きくスリットが入っり、中は白いパンツスタイルになっている。もちろん結婚式なのでその上にはレースのボレロを羽織っていた。

　足元はエナメルの黒いハイヒールを履き、手元には差し色になるターコイズブルーのクラッチバッグを持っている。

　髪の毛は後頭部に編み込みを作ってパールの髪飾りのついたゴムで縛り、あとは無造作にウェーブの掛かった髪を流しているスタイルだ。

　事前に部屋に樹が呼んだヘアメイクが、亜梨沙の髪もメイクもしてくれた。

「俺は二次会が終わった頃に迎えに行けばいい？」

「うん。お店の場所と時間は、メッセージしておいた通り」

　六月になる頃には、樹への口調もすっかり砕けていた。樹自身が気さくな性格というのもあり、セレブなデートをしている割に片肘張らずに付き合えるのがありがたい。

　二次会が終わったあと、亜梨沙は樹とそのままデートする予定でいた。

　場所が重なっているほうが移動しやすいという事で、樹は同じホテルに部屋を取って二次会が終わるまでここで仕事をしているようだった。

「じゃあ、そろそろ出るね。チャペルに行かないと」

「うん」

　玄関で一応の別れを告げると、樹がつま先から頭の天辺までじぃっと亜梨沙を見上げる。

「……な、なに……？」

「可愛い♡」

　文字通り語尾にハートマークがついた口調でデレッと褒められ、亜梨沙は照れ隠しに樹の胸板を軽く叩いた。

「もうっ、ありがと！　行ってきます！」

　本当は行ってきますのキスをしたかったが、せっかく塗ったリップが取れてしまっては困る。

　それは樹も分かってくれているので、大人しく「行ってらっしゃい。あとで」と手を振ってくれた。

　エレベーターに乗ってロビーまで下り、何気なく周囲を見ると、結婚式の招待客らしき人たちが数か所で固まって談笑していた。

　予定では十時半までに受付を済ませ、十一時からチャペルで挙式という事になっている。

　クラッチバッグの中に入れてある招待状を確認した亜梨沙は、これから地元の友達と顔を合わせる事を考えて静かに気合いを入れた。

　その時——。

「あれー？　亜梨沙ちゃん？　相変わらず派手だね」

　少し甘ったるい声がしたかと思うと、入り口のほうから愛菜が歩いてきた。

　愛菜は焦げ茶色の髪を巻いて後れ毛を出し、纏めている。服装は淡いピンクのふんわりとしたワンピースで、彼女の雰囲気にとても似合っていた。

　百五十五センチメートルもない身長で華奢な体をしているからか、ワンピースの薄い色も相まって男性が「守りたい」と思うのも頷ける気がする。

　愛菜は二人の友人と一緒に来ていて、彼女たちも亜梨沙に向かって「久しぶりー」と手を振ってくれた。

「愛菜、みいちゃん、まいちゃん、久しぶり」

「亜梨沙ちゃん、美人度が増したね？　すっごい格好いい！　モデルみたい！」

　まいちゃんと呼ばれた友人がそう言って褒めてくれ、〝みいちゃん〟も賛同する。するとすかさず愛菜が口を開いた。

「ホントに格好いいよね～。近寄りがたい迫力があってプロの人みたい。私なんか隣に立つのが恥ずかしいな」

（ああ……）

　おなじみのフレーズが出て、亜梨沙はげんなりする。

「そんな事ないよ？　愛菜ちゃんも昔からすっごい可愛いもん。男子たち、みんな愛菜ちゃんを見て『守りたい』って言ってたなぁ」

　愛菜の言葉に対し、〝まいちゃん〟が慌ててフォローする。

「えぇ～？　そんな事ないよぉ。……って、亜梨沙ちゃん、指輪素敵だね？」

　愛菜は嬉しそうに否定したあと、亜梨沙の右手の薬指に光る指輪に目ざとく気付いて歓声を上げた。

　それは樹から贈られた物だ。

　ピアス、ネックレス、指輪は揃いのパールアクセサリーをつけているが、それに樹から贈られたルビーとダイヤモンドの指輪を重ねていた。

　ルビーは亜梨沙の誕生石で、樹は同じデザインのもう少しシンプルな物をお揃いでつけている。

「ん……うん。ありがとう」

「パールのも素敵だね？　幾らしたの？　いいなぁ」

　どれも樹が用意してくれて、ありがたくもらった物なのだが、こうもあからさまに羨ましがられると、何と返していいか分からない。

　何とか誤魔化しつつ、亜梨沙は友人とともにエレベーターに乗り、チャペルのある階に向かった。

　

　フロアでは懐かしい顔ぶれをちょこちょこ見かけ、全員亜梨沙を見ると「おっ」という表情をする。だが同時に「こいつが派手なのは昔からだよな」という目もしていて、亜梨沙は何も言えないでいる。

　昔から〝派手で遊んでそうな女〟という扱いをされていたし、亜梨沙はあまり友人と多く話すタイプではなかった。何を話しても最終的には存在しない年上の彼氏の話になり、性経験をどこまでしたかという話題ばかりになるので、亜梨沙は進んで自分からしゃべらず、後ろで会話を見守る存在に徹していた。

「花宮ってまだ遊んでるのか？　俺みたいに早く結婚しろよー。いつまでもビッチだと結婚できないぞ？」

　早々に所帯を持った男友達の加か納のうがそう言い、周りが笑う。

「亜梨沙ちゃんみたいな美人に似合う男の人ってそうそう現れないんだから、そんな風に言うのやめなよぉ。私たちみたいな凡人は、結婚が早いかもしれないけど、亜梨沙ちゃんはその内すっごい玉の輿に乗る人なんだから。それに今日、彼氏を紹介してくれるんだよね？」

「うっ……。そ、そう……だね……」

　引き攣った顔で笑う亜梨沙を、加納が笑う。

「ホントかぁ～？　花宮の事だから、セフレの中の一人なんじゃないか？」

　加えて、いまだにビッチ設定が根付いているのも辛かった。

「セフレとか言うのやめてよ」

　そう言っても、周りは「またまたー」という顔で笑うだけで、亜梨沙がつい最近まで処女だったなど信じてくれる気配はない。

「大学生の時に百人斬りしたって聞いたけど？」

　大学生の頃は空手と資格取得に励み、男性と付き合うどころではなかった。その百という数字も、いつだったか愛菜に「憧れの空手選手のように、百人と組み手して百勝したい」と漏らしたのが、ねじ曲がって伝わったように思える。

　亜梨沙は困った表情で微笑み、黙っているしかできなかった。

　これが見ず知らずの失礼な男なら、とっとと尻にミドルキックを叩き込んで立ち去るだけなのに。

　奇しくもそのピンチを救うというタイミングで、愛菜が話題を変えた。

「私も早く結婚したいんだけど、お付き合いしている人を見て『この人でいいのかな？』って不安が多くて……。彼を信じてない訳じゃないんだけど、自分の一生を託すっていったら心配になっちゃうよね」

「わかるー。結婚してからガラッと変わったとか、よく聞くもんね」

　他の女友達が同意し、愛菜はもじもじと体を揺らしつつ自分の彼氏について語る。

「プロポーズしてくれそうな彼氏ではあるんだけどね……。彼も西荻窪に八千万を越えるマンションを買おうかって言ってくれてて、それとなーく私の好きなジュエリーブランドも聞いてくれてるんだけど……」

「やだぁ、それ秒読みでしょ」

「そう思う？　彼ってば『俺が稼ぐから愛菜は家を守ってて』って、今どき珍しく昭和気質で。専業主婦も悪くないなーって思うんだよね。いま、お料理教室に通ってるんだ」

　愛菜のさり気ない自慢話を聞きつつ、亜梨沙は「そういえば私、母親直伝の茶色いご飯しか作れないな……」とぼんやり考える。

　今までも樹のマンションに行って、二人で料理を作る事はあった。

　樹は亜梨沙の家庭料理を「美味しい」と言って食べてくれた。

　逆に樹は亜梨沙が作らない、スパイスにこだわったカレーや、アクアパッツァ、手の込んだパスタなど、お洒落な料理を作ってくれる。

「自分一人だとやる気にならなくて、滅多に作らないんだけどね」と言っていた樹は、「これから二人で作れる時に作るっていうスタンスで、やっていけたらいいな」と提案してくれた。

　その譲歩の仕方が上手くて、やはり樹といると居心地がいいと思う。

　愛菜の話を半分聞かずに樹の事を考えて、若干思い出し笑いをしていたからか、彼女が密かに亜梨沙を睨んでいたのに気付かなかった。

　が、愛菜が一際大きな声で話し始め、我に返る。

「亜梨沙ちゃん、まだジムとかバリバリ通ってるの？　あんまり鍛えすぎても、男ウケが悪いかもよ？　男の人って少しぐらい体が柔らかいほうが好きって聞くし」

　愛菜の言葉を聞いて、男性陣が「それは一理あるよなぁ」と頷く。同意をもらえて満足したのか、愛菜は薄い胸を反らして誇らしげに言った。

「私、最近自分磨きに精を出していて、エステに通ってるんだ。そのお陰か、彼も『すっぽり包み込めるサイズで、肌も柔らかくてすべすべで、一生触っていたい』って言ってくれてるの」

　愛菜の言葉を聞いて想像したのか、男性陣が鼻の下を伸ばした。

　そこから愛菜のオススメ美容法や、ハイスペック彼氏の話題が中心になっていった。

　亜梨沙は一歩離れた所でぼんやりと彼女たちの話を聞き、愛想程度に微笑む。

　会話に水を差すつもりもなく、亜梨沙はチャペルが開放されるまで大人しく愛菜の自慢話を聞いていた。

　

　時間になり、自然光が差し込み明るく開放感のあるチャペルに入った。

　チャペルの中はまるで水中にいるようだ。アクアブルーのライトに照らされた十字架や、一面、白大理石でできた壁、それに真珠貝をあしらった祭壇と、神秘的な世界観が醸し出されている。

（私もいつか樹さんと、こんな素敵な場所で結婚式を挙げるのかな……）

　席に座った亜梨沙は、樹から結婚を前提に交際を申し込まれている事を思い出し、一人微笑む。

　チャペルという特別な空間にいるからか、樹への想いが深まり亜梨沙は一人の世界に入ってしまっていた。

　その横顔を隣から愛菜がまた睨んでいたのを、亜梨沙は気付いていなかった。

「亜梨沙ちゃん」

「ん？」

「もし私が結婚する事になったら、絶対に結婚式に来てね？」

「うん」

「亜梨沙ちゃんより先に結婚する事になると思うけど、ごめんね？」

「出会いは人それぞれだし、謝る事はないよ」

　小さな声で返事をする亜梨沙が、いつものように悔しげに黙り込まないのに苛ついた愛菜が、勝ち誇ったような顔で笑い、囁いてきた。

「亜梨沙ちゃん、本当に彼氏できたの？　まだ処女なんじゃないの？　早く相手を見つけないとあっという間に三十路になるよ」

（……相変わらず下世話だな……）

　少しムッとした顔をしたからか、愛菜はにんまりと笑って前を向いた。

　そのタイミングで音楽が流れ出し、結婚式が始まったので亜梨沙はそちらに集中する事にした。

　愛を誓い合う二人を見て、自分と樹もああなれたら……と願う。

　けれどどうしても、愛菜に言われた言葉への不快感はつきまとい、消えてくれなかった。

　だが予想外にいい事もあり、式が終わってブーケトスになった時、亜梨沙は思いがけず花嫁からのブーケを受け取った。

　最初、自分が受け取っても樹がいるので、他のシングルの子にご縁があればいいな……と思って亜梨沙は後方に立っていた。

　だが前方の女性たちの間でトスされたブーケが、後方にいた亜梨沙の手に収まってしまったのだ。

「亜梨沙ちゃん、幸せになってね！」

　佳代がそう言って幸せそうに笑い、亜梨沙も「ありがとう」と笑い返す。

　だが愛菜から洒落にならない視線を感じ、彼女のほうを向かず知らない振りをした。

　

　その後、場所を変えて披露宴となり、亜梨沙は同じテーブルの友達と会話をしつつコース仕立ての食事を楽しんだ。

　愛菜は相変わらず彼氏と行ったどこのフレンチで、この料理と似た物が出たと自慢話を怠らず、亜梨沙は話半分に「はいはい」と受け流す。

　自分でも変化したと感じるのは、以前なら愛菜のこういう面を見せつけられて、悔しくてその場を去ってしまいたくなる気持ちに駆られただろうという事だ。

　けれど今は樹という揺るがない存在が心にいて、愛菜の自慢話にも亜梨沙をさり気なく馬鹿にする話にも、悠然と構えていられる。

（全部、樹さんのお陰だな。あとでお礼を言わないと）

　食べた料理の話や披露宴がどうだったなど、樹にあとで報告する事が沢山ある。

　亜梨沙は自分の思考に没頭していて、愛菜が少し乱暴にメインディッシュの肉にフォークを突き立てた事も気付いていなかった。

　

　やがて披露宴が終わり、ホテルの近くにあるイタリア郷土料理を楽しめるバーに向かった。

　移動する途中、亜梨沙は樹からのメッセージが入っているのに気付く。

『調子はどう？　嫌な目に遭っていないか？』

　そう気遣ってくれるのが嬉しく、亜梨沙は微笑む。

　他の人たちが二次会の店に向かうなか、亜梨沙は立ち止まって樹に返事を打った。

『相変わらずな扱いだけど、いつもの事です。予定通り、十七時から二時間の予定なので、十九時になったら迎えをお願いします』

　微笑みながらメッセージを打ち、顔を上げると目の前に愛菜が立っていた。

「な、なに？」

「今の、誰にメッセージ送ってたの？」

「……か、彼氏……」

　尋ねられたので答えると、愛菜は心底驚いたという顔をしてから、一気に馬鹿にした表情になる。

「私にだけ本当の事を言っていいんだよ？　間に合わせのために友達に頼んだんでしょ？　亜梨沙ちゃん、美人だけど男運ないもんね」

　その言葉に、最初こそ樹が親切で「結婚式の彼氏役、付き合ってやろうか？」と言ってくれたのを思い出す。

　きっかけはそうだったけれど、今は本当の彼氏だ。

　それをきちんと愛菜にも伝えるべきと思った。

「違うよ。本当の彼氏。結婚も考えてる人」

　きっぱりと言い切った亜梨沙を、愛菜はしばらく真顔で凝視していた。

「……ふぅん……？　どんな彼氏なのか、私が見極めてあげるね？　亜梨沙ちゃん、今まで男性経験がないし、変な男に騙されたら可哀想だから。処女目当てっていう男の人だっているんだよ？　亜梨沙ちゃんが処女でなくなっても、外見だけが目当てだっていう人もいるんだよ。騙されたら駄目だよ？　そう簡単に亜梨沙ちゃんのすべてを受け入れて愛してくれる人なんて、現れないんだからね？　幸せなんて簡単に手に入らないんだから」

　愛菜は瞬きもせずジッと亜梨沙を見つめたまま、貼り付けたような笑みを浮かべている。その目はまったく笑っていなかった。

（…………怖い）

　なぜ愛菜はここまでして亜梨沙の幸せを邪魔するのか、心底疑問に思う。

　小柄でフワフワしていて、笑うと世界中の愛情を一身に浴びているという雰囲気の愛菜なのに、彼女は亜梨沙が幸せになる事を昔から否定してきた。

　一時は嫌われているのかと悩んだが、普通なら嫌いな人と付き合わないだろうと思う。

　分からないまま時が流れ、大学生時代に愛菜から離れて「まぁいいか」と思ってそのままになっていたが——。

「……そこまで思うなら、あとで愛菜が判断して。私の彼氏は、ちゃんと私を愛してくれているから」

　亜梨沙はそう言って歩き出し、少し遅れてから愛菜も追いついてくる。

「楽しみだなぁ！　亜梨沙ちゃんの彼氏！」

　一際大きく明るい声で言われ、嫌な予感はますます募った。

　

　店に着くとすぐに昔から仕切るタイプの友達が最初の一杯のオーダーを取り始め、新郎新婦を待つ流れになる。

　やがて新郎新婦が現れて乾杯となり、亜梨沙は今日初めて佳代と話をし、祝福した。

　それからあとは、おつまみ程度の料理が出てきて飲み放題の酒を飲む。

（今日はこのあと樹さんとデートだから、飲み過ぎないようにしておこう）

　心の中で決めてワインをちびちび飲んでいると、愛菜がいきなり大きな声を上げた。

「今日、亜梨沙ちゃんが彼氏を紹介してくれるんだって！」

　貸し切っているフロア全体に客がいるので、愛菜の声が届くのもごく一部だけだ。けれど周りに座っているのは友達や知り合いが多いので、近くにいた全員の興味が亜梨沙に向かう。

「マジかよ～！　知り合いのホストじゃねーの？」

「花宮さんが捕まえたなら、当然ハイスペックイケメン？　なんちゃって！」

「花宮の性欲に付き合える相手なのか？」

　それぞれが好き勝手な事を言い、亜梨沙はうんざりする。

　自分一人だけ面白おかしく言われるならいつもの事だが、それに樹を巻き添えにされるのは我慢ならない。

「そういうのじゃないから、やめて」

　強めに言うと、酔っ払った加納が驚いた表情になってから爆笑しだした。

「なーに花宮、マジになってんの？　好きなら好きでいーんだけどさ。お前、学生時代から男をとっかえひっかえしてたんだろ？　上手く騙さないと愛想尽かされるぞ？」

「…………だから……」

　いつまでその〝設定〟を引きずるのだと、いい加減腹が立ってくる。

　比較的まともな感覚の友達は「結婚する時は呼んでね」と言ってくれるのだが、十人以上いるうちの一、二人ほどだ。

「やめなよぉ～！　亜梨沙ちゃんの事だから、とっても素敵な彼氏に違いないよ。でも親友の私が見極めてあげないと」

　愛菜が言った時、別の女友達が悪ノリする。

「だったら花宮さんの彼氏に愛菜ちゃんが一日付き合って、その魅力にオチなかったら本物って事にならない？」

　周りがドッと笑い、亜梨沙は「とんでもない！」と歯噛みする。

「それだったら私も納得するかなぁ？　大切な亜梨沙ちゃんを守るためだし」

　愛菜が明るい声で笑って白ワインを飲もうとした時、その手からグラスを取り上げる人物がいた。

「……悪いけど、俺は興味のない相手と付き合うつもりはないから、断らせてもらうよ」

　後ろから腕が伸び、愛菜のワイングラスをトン、とテーブルに置く。

　亜梨沙たちが座っている場所のみ、会話が止んでシン……と静まりかえった。

「い……樹さん？」

　そこに立っていたのは、二時間後に来るはずだった樹だった。

　彼はいつものようにオーダーメイドのスーツに身を包み、いつものいい匂いの香水を微かに漂わせ、大人の色気を纏っている。

　スーツのシルエット一つからして、男友達とは違う。

　ネクタイリングには本物のダイヤモンドが連なり、店内の照明に煌めいている。軽くセットした髪型も洗練されていて、何よりその美貌に全員が息を呑んだ。

「亜梨沙、時間より早いけど迎えにきたよ」

　冷たい目でその場を睥睨していたように見えた樹が、いつもの温厚な笑みを浮かべて亜梨沙に手を差し出す。

「で、でも……」

「さっきのメッセージで、どんな話題を振られているのか察して、つい迎えに来てしまった。悪いけど、思っていた以上に劣悪な環境だね？　友達をやめてほしいぐらいだ」

　樹はいつものように微笑んでいるが、その目は笑っていなかった。

「君は俺の事をセフレだって言っていたみたいだな？　彼女を抱いた事は否定しないが、俺は亜梨沙一筋だし、亜梨沙だってあとにも先にも俺だけだと宣言しておく。おおかた君は、ずっと亜梨沙の事を美人だと思って彼女にしたがっていたけど、相手にされなくて馬鹿にするしか手段がなかったんじゃないか？」

　樹に指摘された事が図星だったのか、加納は言葉を失って赤面する。

「ここにいるほとんどの人間は、学生時代から亜梨沙の美しさに憧れながらも、叶わないから馬鹿にし続けた愚か者だろう。俺の亜梨沙はこんなに心の綺麗ないい子なのに、どうして自己肯定感が低いのか疑問に思っていたが……。ここまで周りの環境が劣悪なら納得だよ」

「い……っ、樹さん……っ」

　立ち上がった亜梨沙が彼を宥めようとするが、逆に抱き締められて身動きを取れなくされてしまった。

「君は黙っていて。これは俺のプライドの問題だ」

　耳元で囁かれ、自分が悪く言われていた事で樹も傷つき怒っているのだと知り、彼の愛情の深さに涙が零れそうになった。

「欲しい物が得られないからといって、馬鹿にするのはやめたほうがいい。憧れる物を馬鹿にしても、君たちがそれに近付ける訳じゃない。努力し続ける者だけが憧れる姿に近付け、何もせず醜く嫉妬している者はその場に留まるだけだ。むしろ自身の汚い言葉により、もっと下層の人間に成り果てる」

　見るからに成功者という出で立ちの樹に言われ、亜梨沙の友人たちは打ちひしがれていた。

「そ……、そういうお兄さんは何者なんですか？　亜梨沙ちゃんを惑わす悪い男の人かもしれませんよね？」

　愛菜が負けずに言い返すが、その目はセレブ感だだ漏れの樹に見とれている。

「ああ、申し遅れたね。俺はＯＥＣという会社の代表取締役社長兼ＣＥＯをしている、及川樹と言います」

　軽い口調で自己紹介された会社名と役職名に、全員がギョッとして目を剥く。

　ポカンとした顔をしている彼らの前で、樹はこの上なく完璧な美貌で笑ってみせた。

「こんな立場にいるからか、俺は〝本物〟を見分けられる目は持っているつもりだ。君たちはどうやら河原にある石のようだけど、その中に亜梨沙というダイヤモンドの原石がいた訳だ。それを見つけて拾い上げられて、俺は満足しているよ。そして大切な宝物を守るためにも、今後彼女を侮辱した人には、友達だろうが相応の覚悟をしてもらう」

　それまでの気やすい雰囲気から一転して、樹は冷え冷えとした目で全員を睥睨した。

　亜梨沙すら思わず背筋が凍ってしまうほど、感情の見えない目だった。

　また全員が押し黙ったかと思った時、愛菜が叫んだ。

「ずるい！　何で亜梨沙ちゃんにそんな〝本物〟の彼氏ができるの!?　私のほうがずっと幸せになるべきなのに！」

「愛菜……」

　とうとう本音を漏らした愛菜を前に、亜梨沙は困惑した顔で彼女の名前を呟く。

　だが樹はそれまで以上の反撃をしてきた。

「君が観月愛菜さん？　うちの社員から話は聞いてるよ？」

　そう言われ、愛菜は急に顔を強張らせて「な、何の事ですか!?」と狼狽え出す。

「うちの営業のエースに高たか崎さきというのがいるんだけど、高崎の上司から『不倫をしているみたいで、何と言っていいか分からない』と相談を受けていた。うちの高崎が独身だと嘘を言って合コンをしたのがまず悪い。けど大手企業だと社名で判断し、稼いでいそうなやり手の営業に目星をつけて、その相手をした方も同類だよね？」

「…………」

　愛菜は完全に固まり、周りの彼女を見る目も変わる。

「高崎が不倫を良しとして合コンをした事に原因がある。けど高崎が妻帯者だと知りながら、付き合いを続ける観月さんも、相当悪いよね？　他にも、君はあちこち合コンに行ってはエリートっぽい男を見つけて、手当たり次第に関係を結んでいると調べがついている」

「ちょ……っ、ま、……待って……。な、なんで……」

　顔面蒼白になった愛菜は、言葉もなく口を喘がせている。

「合コンしまくりで男を見ればすぐ関係を持つ。〝誰か〟の噂とそっくりだな？」

　樹に言われ、愛菜はもう言い返す言葉もなくしたようだった。

　そこになって、ホテルでまいちゃんと呼ばれた亜梨沙の友人が、「そういえば……」と口を開く。

「亜梨沙ちゃんの噂を聞くのって、いつも愛菜ちゃんからだったよね？」

　言われて〝みいちゃん〟が「うん」と頷く。

　それを皮切りに、「俺も花宮についての噂は、観月から聞いてたな」と周りが次々と口にする。

「愛菜ちゃんって『私は亜梨沙ちゃんの親友だから』って公言してたから、その言葉も本当だと思っちゃってたんだよね」

　誰かが呟き、全員が愛菜を物言いたげに見る。

（こんな状況、望んでいなかった）

　亜梨沙は居たたまれなくなり、愛菜を助けようと口を開き掛ける。

　だが樹に肩をグッと掴まれ、彼を見上げた。

「…………！」

　その厳しい目つきを見て、亜梨沙は唇を引き結ぶ。

　今までもこうやって亜梨沙が愛菜に対して「友達だから……」という情を引きずって、「嫌なものは嫌！」とハッキリ言えなかったのがそもそもの原因だ。

（私のせいだ……）

　唇を噛んだ時、樹が励ますようにポンポンと肩を叩いてきた。

　そして、耳元で囁いてくる。

「こじれた関係を戻すなら、今だよ。ここまでプライドを崩されたなら、彼女も本音を言ってくれるかもしれない」

（あ……）

　樹の言葉に、亜梨沙は勇気をもらった。

　そして今まで聞きたくても聞けなかった疑問を晴らす時だと理解し、勇気を出す。

「愛菜。私、前から愛菜には救われていた。周りから私が孤立しかけていても、愛菜だけは小学生の時からずっと側にいてくれた。けど私の事を『美人』とか言って持ち上げる割に、その傍らで私を下げて自分の株を上げる事をするのは、引っ掛かっていた。気になっていたけど、愛菜とは長い付き合いだし嫌われてる訳じゃないと思いたかった」

　樹の側に立ったまま、亜梨沙は愛菜に長年の疑問をぶつけた。

「でも私がビッチとか遊んでるとか、噂が流れるようになって『どうして？』って思うようになった。私は子供の頃から兄と一緒に空手をやってた。性格的に女子同士でつるんでいるよりは、兄や兄の友人たちと一緒に男友達みたいに騒いでいるほうが楽だった。だから女の子の友達として、愛菜たちは面白くなく思っていたかもしれない。それは謝る、ごめん。その頃に兄の友達に家まで送ってもらったのが原因で、『年上の彼氏がいる』って噂されるようになって、私も否定するのが面倒でそのままにしてしまった。これも私が悪い」

　亜梨沙は子供の頃から誤解を受けやすかった自分の生い立ちを話し、自分に非があると思った所については詫びていく。

「それに私にはもっと悪い癖があった。年上の彼氏と付き合ってると言われて、否定するのは格好悪いと思って、つい見栄を張ってしまった所もあったんだ。愛菜はそれを嘘だと見抜いていたと思うけど、皆には自分から誤解を与えてしまった事になる。本当にごめん。けど誓って、私は遊び歩いてなんかいなかった。男の人と付き合うのは樹さんが初めて。だから皆も、どうかこれ以上私に関する噂を流して『遊んでる』とか『ビッチ』とか言うの、やめてほしい。愛菜だけじゃない。皆もこれ以上私について不名誉な事を言うのはやめてください。〝友達〟を嫌いになりたくないの。お願いします」

　そう言って亜梨沙はペコリと頭を下げた。

　今まで亜梨沙を「ビッチ」と言って笑っていた加納は、気まずそうな顔をして頷いている。

「それで……。愛菜、私の事が嫌いだった？　こんな噂を広げられるぐらい、私は愛菜に嫌われてたの？　もしそうなら、無理して付き合わなくていいし、私も愛菜から距離を取る」

　当の本人に尋ねると、愛菜は涙ぐんだ目で亜梨沙を睨んだあと、理由を口にする。

「私だけ……っ、見てくれないから！」

「え？」

　訳が分からずポカンとしていると、愛菜は堰を切ったように話し出す。

「小学一年生の時、体も声も小さくて、周りから浮いてた私に亜梨沙ちゃんが声をかけてくれた。それからもいじめられた私を、亜梨沙ちゃんはヒーローみたいに助けてくれた。亜梨沙ちゃんの事、心の底から憧れて大好きだったの。けど亜梨沙ちゃんはいつもお兄さんたちと一緒にいて、空手ばっかりやってた。可愛い格好をしたら皆が振り向くポテンシャルを持ってるのに、私なんか足元にも及ばない可愛い子なのに、亜梨沙ちゃんは自分の可愛さには無頓着なのが、すっごく悔しかった」

「……だって、私は特に自分の事を可愛いって思ってなかったし……」

「それ！　その無自覚さが罪だっていうの！」

　ビシッと指をさされ、亜梨沙は「ご、ごめん」と思わず謝る。

「私が好きになった人は、全員亜梨沙ちゃんの事を『可愛い』って言ってた。けど亜梨沙ちゃんはクマみたいな空手のおじさんに夢中で、同年代なんて相手にしない。それに腹が立って、私が『年上の彼氏がいる』って噂を流し始めたの」

　クマみたいな……というのは、亜梨沙が心の師匠としている空手のレジェンドだ。

「亜梨沙ちゃんが私の理想通り、お洒落をして学校一、ううん、地域一番のマドンナになってくれるなら、私はその側で亜梨沙ちゃんの自慢をしたかった。あわよくば、亜梨沙ちゃん目当てで集まった男性と付き合えたらって思ってた。けど亜梨沙ちゃんは空手ばっかりで男っ気がないし、噂が立っても否定しない上に見栄からか変な嘘までつくし！」

「……ご、ごめん……」

　いつものゆるふわ小動物的なイメージとは打って変わって、激しく怒る愛菜の迫力に押され、亜梨沙は小さくなって謝る。

「亜梨沙ちゃんの事は大好きで憧れていたけど、あんまりにも私の理想とかけ離れた生き方をするから、そのうち憎たらしくなってきたの。社会人になってからも彼氏がいないのはお察しだったし、まだ見栄を張ってるのが分かって『格好悪い』って思った。正直に『彼氏がほしいから紹介してほしい』って言えば紹介してあげるのに、そんな素振りも見せなかった。二十半ばもすぎて皆だって結婚してるのに、亜梨沙ちゃんは誰とも付き合った事のないまま一人っきり。せっかく美人でポテンシャルが高いのに、自分の素材がどれだけいいかも分からずに放置した挙げ句、『出会いがない』だなんて嘆いていて……。そんな勝手な話がある!?　代われるなら代わりたい美人なのに、なんって勿体ない事をしてるの!?」

「……す、すみません……」

「私がハイスペックイケメンとデートして、羨ましいって思った亜梨沙ちゃんが本気になればいいって考えた。でも亜梨沙ちゃんは表向き『羨ましくありません』っていう素振りを貫いて、陰で悔しがるだけ。それも格好悪い！　私がスポットライトを浴びた場所で『悔しかったらここまで来てみたら？』って言ってるのに、亜梨沙ちゃんは自分に言い訳をして暗いところでいつまでもジメジメしてばっかり」

「……そ、それは……。私が悪かった……ごめん」

　完全に自分が悪いのだと思って謝り続ける亜梨沙を、樹が援護する。

「だからといって、侮辱する噂を流していい理由にならないだろう？　今までその噂で亜梨沙がどれだけ傷ついたか、君に分かるか？　女性として不名誉な噂を、面白半分に無責任に流されたら、君ならどう思う？　亜梨沙は君の思うままに動く人形じゃないんだ」

　最後の言葉が効いたのか、愛菜はそれまでの勢いを失って黙り込んだ。

「俺から見て、愛菜さんはステージママならぬステージ友達みたいな感じに思える。綺麗な亜梨沙を自分の思うように動かしたいと望み、叶わないと相手の人生をぶち壊すやり方は、本当の友達といえない」

　亜梨沙は折角の結婚式の二次会なのに……と不安になり周りを気にしてみた。

　だが店内のＢＧＭが大きめに流れている上、それぞれ披露宴から酔っ払っている者が騒いでいるので、フロアにいる全員がこちらの異変に気付いて白けている事はなかった。

　けれど佳代は離れた席から、時折こちらに気遣わしげな視線を向けている。

（あとから謝らないと）

　そう思った亜梨沙の心境を察したのか、樹もそろそろここをあとにする事を考えたようだった。

「亜梨沙は今後どうしたい？」

　樹に尋ねられ、亜梨沙は愛菜を見据えてキッパリと言った。

「もし今後も同じような事を続けるなら、友達はやめさせてもらう。この場にいる全員、私について流した噂を撤回してほしい。今後また集まる事があって、まだ改善されないようだったら、私は皆と縁を切る。あと、愛菜には不倫をやめてほしい。いくらハイスペックな彼氏が自慢でも、不倫をして人の旦那さんに手を出す行為は最低だよ。『好きだから』じゃ片付かない問題があるの。奥さんから訴えられても、私は味方になれない」

　亜梨沙に言い切られ、愛菜は視線を落とし俯いてしまった。

　心の中で「言い過ぎてしまった」と思う気持ちがある一方、「今は心を鬼にして言いたい事を言わなければいけない」という自分もいる。

　愛菜には迷惑を掛けられたが、嫌って憎むほどではない。だから彼女が改心してくれるなら、これからも友達として付き合っていきたかった。

　今は会社の人や大学時代の友人との付き合いがメインなので、愛菜ばかりとはいかないだろう。だがそのように、年齢と共に付き合う人が変わるのもまた人生だと思う。

　昔からの付き合いが続くのは尊い事だが、そればかりでもいられない。

「今言った事、全部直してくれるなら……また会おうね」

　最後に愛菜に向けてそう言うと、彼女は小さく頷いた。

「……行こう、亜梨沙」

　樹に促され、亜梨沙は「じゃあ」と言って歩きながら会費を出そうと財布を取り出す。

　その途中で、樹は新郎新婦が座っている場所で立ち止まった。

「あの……？」

　新郎新婦は樹の事を「誰だろう？」と見上げ、様子を窺っている。

「お騒がせしました。私、こういう者です。そしてこのたびはご結婚おめでとうございます」

　樹は自分の名刺を取りだし、新郎新婦それぞれに渡した。そして祝儀袋を取り出すと、佳代に渡す。

「え……っ？　ど、どうもありがとうございます……」

　二人は受け取る物を受け取り、名刺に書かれてある社名を見て仰天した。

　そしてまじまじと樹を見てくる。

「亜梨沙を迎えにきましたが、第三者が乱入して空気を悪くし、申し訳ありません。お詫びといっては何ですが、二次会の会費は私が持たせて頂きます」

　よそ行きの笑みを浮かべた樹に見とれかけた佳代が、慌てて亜梨沙に尋ねた。

「こ、この人が亜梨沙ちゃんの彼氏？」

「う、うん。そうなの」

「す、すごーい……！　お、お幸せにね!?　というか、ブーケの威力があったね？　結婚式挙げる時は、絶対に呼んでね？」

　佳代に祝福され、亜梨沙は「ありがとう」と微笑む。

「では、失礼します。亜梨沙を連れて行く事をお許しください。またいずれ、お茶でも誘ってあげてください」

　樹が新郎新婦に挨拶をし、亜梨沙の手を取って店内の階段を下りる。

　一階にあるレジで、樹は本当に二次会の会費をすべて払ってしまった。

　それから二人は店を出て、まだ明るい街を歩き出す。

「ブーケ、もらったの？」

「え？　あ、う、うん。もらえなくてもいいやって思って後ろに立っていたんだけど、なぜだか飛んできて受け取っちゃった」

「そういうもんだよ。欲張ろうとすると幸せは逃げていくし、意識していない時に転がり込んでくるもんだ」

　いつものように軽やかに言う樹に、亜梨沙はとりあえず当たり障りのない質問をする。

「どこ行くの？」

「ちょっと歩こうか。今日は日比谷にある皇居沿いのホテルを取ってあるから、ゆっくり歩きつつ話そう」

　いつものように高級ホテルを予約してあるのだと理解し、亜梨沙は逆らわず彼の隣を歩く。

「ごめんね、色々ぶち壊しにして」

　まず樹が謝ってくれ、彼がそう思ってくれているだけで十分だと感じた。

「ううん。いずれはハッキリさせないといけない事だと思ってた。だから、きっかけをくれてありがとう。それに、心配してくれてありがとう」

「どういたしまして」

　樹は亜梨沙の手を握り、大きく前後に手を揺らす。

「んふふ……っ」

　子供っぽい仕草に思わず笑みがこぼれ、結婚式の間ずっとモヤモヤしていた気持ちが、いつの間にか晴れていた事に気付く。

　色々言いたい事はある気がしたが、歩きながら大切な話をするのは勿体ないと思った。

　こうやって歩いてデートをするのも珍しい気がして、亜梨沙はそのまま三十分ほど銀座方面に向かってゆっくり歩いた。

　

「……ここ、ホテルに見えないんだけど？」

　樹が歩くままについて行ったけれど、到着したのは銀座の一角にあるガラス張りの店だ。

　白い洋風のアーチの中に黒い錬鉄の門があり、入り口の横には大きな黒いパネルに白い文字でバリー・ウェインライトと英語のロゴが浮かび上がっていた。

　女性なら誰しも憧れるジュエリーブランドの本店に連れて来られ、亜梨沙は目を丸くして固まっていた。

「先に言ってしまうとサプライズにならないけど、クリスマス頃に正式にプロポーズしたいと思ってる。そのために指輪を用意しておきたいけど、どうせなら亜梨沙が気に入ったデザインのほうがいいと思ったんだ」

「プッ、プロポーズ!?」

　口に出してしまってから恥ずかしくなり、亜梨沙は慌ててよそを向こうとしたが、グイッと樹に引き寄せられる。

「一緒に指輪、見てくれるよね？」

　背の高い彼に抱き寄せられて顎を摘ままれ、上を向かされる。

　人の多い銀座だというのに二人きりの雰囲気を醸し出そうとするのが恥ずかしく、亜梨沙はひとまず彼の言う事を聞いておこうと、コクコク頷いた。

「良かった。近場にいるし早い内に……って思ってたんだ。店側にも連絡しておいたし、入ろう」

　ご機嫌になった樹はそのまま店に入り、亜梨沙はあっという間に二階にある個室に通された。まるでホテルのスイートルームに入ったかのように、ウェルカムスイーツの高級チョコレートやシャンパンが出され、あまりの贅沢さに目を白黒させる。

　やがて仕事のできそうな黒いスーツに身を包んだ女性が現れ、オーダーメイドの婚約指輪を作るために丁寧なカウンセリングをしていった。

　指輪のアームと呼ばれるリングの形にも何種類かあると教えられ、メインとなる石やその周りの小さな石のデザインにより、ソリティア、パヴェ、メレ、エタニティなど色々あるのだと知った。

「亜梨沙はどれが素敵だと思う？　一生に一度の事だから、値段を気にしないで自分がいいと思う物を選んでいいよ」

「う……うん……」

　最終的に、アームはストレートで石の配置はメレタイプ。メインとなる石は樹が「大きい方がいい」と言いだし、二カラットの物を取り寄せる事になった。その左右に二つずつ、深紅に近いルビーと、ピンクがかったルビーを並べるデザインに決定した。

　今後、樹と亜梨沙の連絡先に、デザイナーが描いた完成図のデザインや、取り寄せた宝石を並べてみた写真の確認などを経て、順を追って作成が進んでいく予定だ。

　樹は亜梨沙と似たデザインで、シンプルにリングのみの物を自分用の婚約指輪としてオーダーした。

「……良かったの？」

　まだ呆然としながら店を出ると、そろそろ空腹になってきた気がする。

「『良かったの？』って、婚約指輪がないのにプロポーズできないだろ。そんな中途半端な事をしたら、親にも怒られるし」

「あっ！　お、親御さん！　まだお会いしてないけど、いいの!?」

　夢半ばに婚約指輪を依頼してしまったが、樹の両親の許しを得ていないし、亜梨沙も自分の両親にはまだ彼の事を伝えていなかった。

「それとなく伝えてあるけど、問題ないと思うよ。亜梨沙は？」

「……こ、これから……。ごめん……」

「空手をやってるお兄さんがいるんだっけ？　殴られないかな」

「いやいや、お兄ちゃんは素人には手を出さないから安心して！」

「素人……」

　そう言われてしょぼんとした樹が、実は体を鍛える一環で、キックボクシングもしていると知るのは、また後日の事になる。

「それはともかく、亜梨沙から一言伝えておいてくれると助かるな。そのうち日を改めてご挨拶したいから」

「うん、分かった」

　二人は今度こそホテルに向かって歩き出す。

「俺はいますぐ結婚してもいいけど、亜梨沙はまだ〝彼氏〟がいる状態を楽しみたいだろ？」

「うん」

　自分が望んでいる事をすべて察してくれていて、まるで樹はエスパーのようだと思いつつ、亜梨沙は笑顔で頷く。

「それを大切にしたいから、クリスマスまでは普通の恋人でいよう。プロポーズをして、年末年始の休み辺りに俺の家族に会わせられたらと思う。それから亜梨沙のご家族に挨拶をして、春頃までには同棲……かな？」

「結構しっかりしたプランを考えてるんだね？」

「もっとふんわり捉えていたほうが良かった？」

「ううん。私、付き合った事がなかったから、自分が結婚するイメージも掴めなくて。樹さんがそうやってきっちり考えてくれると、とても助かる」

「『違うな』って思った時はきちんと言ってくれよ？　その都度、話し合っていきたいから」

「うん」

　そのまま晴海通りの線路を渡り、二人は皇居の角に位置する日比谷のホテルに入った。

　回転ドアをくぐりロビーに入ってすぐ、コンシェルジュが樹の姿を認めて近付いてきた。

「いらっしゃいませ。及川様。すぐにお部屋にご案内しますか？」

「先にレストランで食事をしてからにするので、鍵だけ受け取っておきます」

（顔パスなんだな）

　さすが……と感心している間に樹は部屋のカードキーを受け取る。そして直通の専用エレベーターに乗って、二十四階にあるグリルレストランに向かった。

　フロアボタンが二つしかないエレベーターから降りると、目の前には紫色のネオンに照らされた空間が広がる。

　樹が名前を告げて通路を通っていくのだが、まるで近未来の鳥居を通っていくようだと感じた。

　どうやらディナー時はスマートカジュアルのドレスコードがあるようだったが、結婚式の帰りなのでそのままの服装でも大丈夫だった。

　店内は全体的に薄暗く、隣接しているバーが先ほどの紫の照明に照らされている。グリルダイニングの中央窓側にはグランドピアノがあり、樹と亜梨沙は個室に通された。

「コースでも大丈夫？」

「何でも大丈夫」

　樹はコース料理と共にワインのペアリングを注文した。

　最初にシャンパンが運ばれ、二人は乾杯する。

「美味しい。……まず、今日のお礼を言わせて？　ありがとう。お陰で色々吹っ切れた気がする」

「そうか？　なら良かった」

「私、今まで自分の事を〝女性らしくない、可愛げのない女〟って思い込んでいたの。周りからそう言われていたのもあるけど、私自身が自分に呪いを掛けていた気がする。誰かに甘えたくても『そんな事、誰も許してくれない』って自分が否定していた」

「今はもう、素直に甘えられる気がする？」

　目の前に座った極上の男に微笑まれ、亜梨沙は幸せな心地で頷いた。

「うん。他の男性に無理に甘える必要はないけど、これからは樹さんに対して弱音を吐いて、適度にガス抜きして生きていけそうな気がする」

「それでいいよ。無理に一人で頑張る事はないんだ。俺もこれから亜梨沙が側にいてくれるなら、仕事の愚痴を言ったり、甘えたりしたい」

　樹は当たり前という感じでそう言ってくれ、亜梨沙は思わず笑う。

「樹さんって最初からそうだよね。普通なら見せたくないと思って隠してしまう、甘えとか弱さを、躊躇いなく出してくる。最初は樹さんの本心が分からなくて戸惑ったけど、今はその自然体なところにとても惹かれてるし、救われてる」

「そうか？　亜梨沙には見えていないだけで、俺は仕事の時はかなりシビアだし、弱みを見せないようにしている。亜梨沙の前でだけ、隠し事をしないようにしているだけなんだけどな」

　その特別感が愉悦を感じさせ、思わず亜梨沙はにやけてしまう。

「そう？　……なら、嬉しいけど……」

「亜梨沙は最初から俺の特別なんだよ。君に運命的なものを感じて結婚したいって思ったから、最初から下手な駆け引きなんてしないで、自分をすべて見せようと思った」

「ありがとう」

　その時に一品目の愛媛産伊達鮪が出された。山葵がきいたソースがアクセントになり、ペロッと食べられてしまう。二品目は紅ずわい蟹のクラブケーキ。ワインはホテルの名前がついたオリジナルワインが出された。

　クラブケーキは蟹の身を使ったハンバーグといっていいもので、上に載っているソースや野菜と一緒に食べると食べ応えがある。

　そしてメインにＡ５ランクの牛サーロイン肉のグリルが出され、二人ともお供のワインは先ほどと同じ物をおかわりした。

　デザートはコーヒーと一緒に、白いプレートに載ったケーキ、シャーベット、フルーツのコンポートを頂いた。

「はぁ……。幸せ」

　食後にさらにカクテルを二杯飲み、亜梨沙はいい気分になってスイートルームのドアをくぐった。

　豪華な内装を楽しむ間もなく、亜梨沙はリビングのソファに寝転んで目を閉じる。

「おーい、潰れるなよー？」

「ん……うん……。樹さん、だーいすき」

　亜梨沙は両腕を伸ばして樹の頭を抱き、彼はバランスを崩して亜梨沙の体の両側に手をついた。

「亜梨沙？　酔っ払ってるな？」

　チュッと宥めるようにキスをされたのが嬉しく、亜梨沙はクスクス笑う。

「酔ってなーい！」

　そう言うものの、亜梨沙は解放感に浸って楽しくて堪らなかった。

　愛菜たちが態度を改めてくれれば、今後も付き合うつもりはある。

　けれどその前に、ずっと言いたくて言えなかった事をきちんと伝える事ができ、長年胸につかえていたものがなくなってスッキリしている。

　それもこれも樹のお陰で、彼への感謝と好きだという気持ちが溢れて仕方がない。

　加えて今になって婚約指輪を買ってしまったのだという実感が湧き、結婚まで秒読みになってきた事への幸福感もある。

「……私、こんなに幸せでいいのかなぁ？」

「いいんじゃないか？　これからもっと幸せになるけどね？」

　亜梨沙はソファのカウチに寝転んでいて、樹は横に繋がっている普通のソファ部分に座る。

　優しい手が亜梨沙の頭を撫で、その手をこれからずっと独り占めできるのだと思うと、嬉しくて堪らない。

　もっと樹と沢山話していたかったのだが、頭を撫でてくれる手を気持ちいいと思っているうちに、亜梨沙は眠ってしまった。

　

「ん……」

　目が覚めると、亜梨沙は薄暗い部屋で横になって眠っていた。

　左手には窓があり、東京の夜景が見える。

　体には布団が掛かっていて、自分はベッドで眠っているのだと分かった。

　もそりと起き上がると、キングサイズのベッドに一人で眠っていて、服は着替えさせられてパジャマを着ていた。

（樹さんが着替えさせてくれたのかな）

　二十一年間、愛菜のマウントに苦しみ続けたのから解放されたとはいえ、せっかく素敵なホテルに連れて来てもらったのに台無しにしてしまった。

　おまけに結婚する相手とはいえ、着替えまで任せてしまうとは恥ずかしい。

（……またお酒で失敗しちゃった）

　反省して大きな溜め息をつき、ひとまず水を飲もうと思ってベッドから下りた。

　スリッパを履いて寝室を出ると、部屋が沢山あるので少し迷い、何とかキッチンに辿り着いた。

　冷蔵庫にあるミネラルウォーターを飲んでいると、リビングルームとおぼしき方向から人の話し声が聞こえる。

（樹さん？）

　そちらに向かうと、普通に照明がついたリビングルームのソファで、樹が誰かと外国語で電話をしていた。

　背中を向けているので彼は亜梨沙に気付いておらず、会話を続けている。

　どこの言葉か分からないが、英語ではないのは確かだ。樹はとても流暢に話し、ときおり楽しそうに笑っている。

　亜梨沙がトントンと彼の肩をつつくと、スーツからパジャマに着替えた樹が微笑み、自分の隣に座るようジェスチャーをした。

　その後、話している言葉は分からないのだが、多分「彼女が起きたからこのへんで」というニュアンスの事を言い、樹は電話を切った。

「誰と話してたの？」

「ドイツの知り合い。仕事関係で知り合って仲良くなった人で、プライベートでもいい関係を築けている。結婚相手が見つかったっていう報告をして、祝福してもらっていたところだ」

「ドイツ語？　話せるんだね」

「下手の横好きで語学は色々囓ってるよ。どれも日常会話程度で、ビジネスの時は英語が多いけど」

「それでも十分凄いよ。……っていうか、寝ちゃってごめん」

「気にしなくていいよ。小学生からの付き合いに一旦区切りを付けられたなら、それで気持ちも昂っていると思っていたんだ。多少、酔わせてしまおうと思って飲ませたところもある。だから、亜梨沙が寝てしまうのも計算の内だった」

「そう……なの？」

「気持ちが昂ったまま、あの流れでセックス……でも良かったけど、俺としては素面の亜梨沙と向き合いたいから」

「いつも酔っ払っててすみません……」

　思わず小さくなって謝る亜梨沙を、樹は軽やかに笑い飛ばす。

「最初の段階から分かってるから、別に謝らなくていいよ。それに、飲んでほしくない時は俺がコントロールするからね？」

　恋人だからこそ言える言葉を耳にし、亜梨沙はじわりと頬を染める。

「酔いは大丈夫？」

「うん。時間は……二十三時前か。お風呂、入ってくるね」

　これから本当に寝てしまうのか、それとも気を取り直してセックスするのか分からないが、とりあえず深夜になる前に汗を流したい。

「ん、行っておいで。俺は先に入ったからごゆっくり。ウォークインクローゼットに着替えや下着を用意しておいたから、自由に使っていいよ」

「うん、ありがとう」

　洗面所の向かいにあるウォークインクローゼットを覗くと、翌日に着られそうな昼間用の服が数着あり、ハイブランドのロゴが付いた巾着の中には下着も入っていた。

「用意がいいな」

　思わず笑い、ありがたく使わせてもらう事にする。

　パジャマを脱いでメイクを落とし、シャワーブースで手早く髪と体を洗ってしまうと、夜景を眺めながらジェットバスでゆったりと体を温めた。

　

「お待たせ」

　歯を磨いて髪も乾かし、再びパジャマを着た亜梨沙はリビングにいる樹に声を掛ける。

「お帰り。ここ、おいで」

　樹が自分の膝の上をポンポンと叩くので、亜梨沙ははにかみつつも彼の膝の上に乗る。

「今日から生まれ変わったつもりで生きないか？」

「え？」

「会社でも亜梨沙は生きづらかったと思う。けど、もう我慢する必要はない。ＯＥＣの社長と付き合っていて、結婚する予定だと公言してほしい。そうしたら会社で君をライバル視している男たちも、大人しくなるだろう。君の上司ももっと気を使ってくれると思うし、そのほうがこれから生きやすくなると思う」

「……それって、樹さんの名前を笠に着てないかな？」

「使えるものは使う、って考えたほうがいい。俺の名前や社名を使って、何も亜梨沙は悪い事をする訳じゃないだろう？　自分の身を守るだけだ」

「そう……か。うん……。ねぇ、私って結婚したら仕事を辞める事になるの？　私は仕事が好きだし、働いた分だけ遊ぶ理由があると思っている人だから、辞めたくはないんだけど……」

「そこも尊重したい。けどいずれ子供はほしいと考えているし、そうなったら産休を取りやすい環境がいいんじゃないかな？　とは思ってる。及川の家の事で亜梨沙に窮屈な思いをさせたくないけど、いつかは社長としての俺を支えてくれる場所にいてくれたら……と思う」

「それって転職っていう事？　というか、世の中の社長夫人ってどうしてるの？」

「俺の知っている範囲だと、バリバリ働いている社長夫人は、専務取締役とか常務取締役、総務部長、経理部長とか、役職に就いて働いてる。夫にお茶を出して満足するんじゃなく、役職に相応しい勉強をして周りから認められている」

　そう聞いて、亜梨沙に「やってみたいかも」という意欲が湧いた。

　社長夫人や高い地位の役職に魅力を持ったというよりも、新しい形の仕事で自分がどれだけ成果を出せるか挑戦してみたい気持ちがある。

　もちろん今の営業職も好きでやりがいがあるが、樹と結婚するという事は、いずれ彼の家の役に立たなければいけないのは自覚している。

　お飾りの社長夫人ではなく、「あの社長夫人がいるから、社長は支えられている」と言われる存在になりたいと思った。

「うん。色々前向きに考えていきたい。私の尊敬する空手のレジェンドの名言が、『欲張れ』なの。やりたい事があるなら、考えていないで行動して、掴めるものを沢山掴んで体験してほしいっていう意味らしいんだけど。私、格好いい奥さんになりたい。妻としていつまでも樹さんに愛されたいし、子供には自慢の母親って思ってもらいたい。樹さんのご家族にも自慢の嫁って思われたいし、樹さんの会社の人にも認めてもらいたい」

「っはは！　うん、いい欲張りだ！」

　樹は破顔し、亜梨沙の頬に音を立ててキスをする。

「亜梨沙ならきっといい奥さんになってくれる」

　甘い目で見つめられ、亜梨沙は笑う。

「まだまだお付き合いに関しては若葉マークですが、懸命に励みますので何卒末永く宜しくお願い致します」

　二人して笑い合ってから、どちらからともなく唇を寄せた。

　ちゅ……ぷちゅ、と可愛らしいリップ音が立ち、舌先で互いの舌や唇を舐めては見つめ合い、微笑む。

　キスは次第に深く淫らになり、樹の滑らかな舌の感触に亜梨沙は陶酔してゆく。

「ふ……、ン……、ん……」

　舌を絡めて探り合うとグチュリと淫靡な水音がし、粘膜の擦れ合う感覚に背筋がゾクゾクした。

「ふぅ……っ、ん……」

　樹の舌先が亜梨沙の口蓋を探り、くすぐったさを覚えると同時に堪らない悦楽を得た。

　ゴクッと口腔に溜まった唾を嚥下して目を開けると、欲望に駆られた一匹のオスと視線が合う。

「掴まって」

　樹は小さく言って、亜梨沙の背中と膝の裏に手を回すと抱き上げた。

「きゃ……っ」

　生まれてこの方お姫様抱っこをされた事のない亜梨沙は、心許ない浮遊感に小さな悲鳴を上げる。

　けれど自分の体をしっかりと支える樹の逞しい腕を感じ、嬉しさと恥ずかしさのまま彼の首元に両手を掛け抱きついた。

　寝室に着くのはすぐで、程よい弾力のベッドに亜梨沙は横たえられる。

　羽根布団は邪魔にならないよう避けられ、樹は我慢できないという表情で性急に自身のパジャマのボタンを外していった。

　亜梨沙も脱がされるのを待たず、樹を求める気持ちのまま自分のボタンに手を掛ける。

　パジャマの上を脱ぎ終わった頃には、上下とも脱ぎ去った樹が亜梨沙のズボンに手を掛け、腰から一気に脱がせてしまう。

　その下から現れたのは、純白のレースの下着だ。

「何か……非常にそそられるな。自分が用意した下着を亜梨沙が着てくれて、それを脱がせて君を頂けるなんて」

「ふふ。よく言うよね。『男が女に服を贈るのは、脱がせるため』って。あれ？　下着だったっけ？」

　会話をしながらも樹は両手で亜梨沙の乳房に触れ、高級なブラジャーによって魅力的な山と谷ができあがったそこを撫でて楽しむ。

「どっちが正解か分からないけど、俺も同じ気持ちだから否定はできない」

　二人でクスクス笑い合ったあと、不意に樹がブラジャーのホックを外した。

　胸元を締め付ける力がなくなり、亜梨沙は解放感に息をつく。

　亜梨沙の腕から白いブラジャーを取り、樹は彼女の素肌を見下ろして賞賛した。

「亜梨沙は本当に綺麗だな。こんな綺麗な女性、他に見た事がない」

「……褒めすぎだよ」

　照れくさくなって乳房を隠そうとする前に、樹がやんわりと亜梨沙の両手首を掴み、胸の頂きに口づけてきた。

　温かで柔らかな唇にキスをされたかと思うと、ぬめらかな舌に乳輪を舐められてすぐに乳首が反応する。ジン……と体の深部まで甘い痺れが届き、それまで柔らかだった乳首がいやらしく凝り立つ。

「ん……」

　優しく樹の髪を撫でると、上目遣いにこちらを見上げた彼が妖艶に笑った。

「気持ちいい？」

「……うん」

　素直に頷いた亜梨沙の唇にチュッとキスをし、樹はまた彼女の胸元に顔を埋めた。両側から乳房を寄せてその柔らかな丘に唇をつけ、愛していく。

　指先でクリクリと乳首を転がされ、あっという間に両方とも硬く勃起した。

「ん……っ、ン……、ぁ……」

　胸からジンジンと快楽が全身に伝わり、まだ触れられていないのに下腹部の奥が疼いた。

「亜梨沙、胸だけでも感じるようになってきたな。もっと俺の手で乱れるように教え込んでやるから、楽しみにしていてくれ」

「んっ、やぁ……っ」

　いやらしい事を言われ、胸の先端を爪でカリカリと引っかかれて亜梨沙は悶える。

「お……っ、お願い……っ。欲しい……っ、の」

　自分はもう完全に樹のものなのだと思うと、気持ちが逸って堪らなかった。性急に樹を求める亜梨沙は、胸の刺激だけですでに花弁を濡らしている。

「ん、でも準備ができているか確認してから」

　そう言って樹は亜梨沙のショーツを脱がせ、秘部に手を這わせて秘唇を撫で上げた。

「あん……っ、ん……っ」

　そこはすでにたっぷりと濡れていて、樹は微かに瞠目する。けれどすぐに破顔した。

「こんなに濡らして、俺を欲しがってる……って自惚れてもいい？」

　優しく耳元で囁かれ、亜梨沙は赤面しつつ頷く。

「ほしい……よ。樹さんが欲しくて堪らない」

　樹の指は亜梨沙の花弁を玩び、クチュクチュと水音を立てて愛蜜を指に擦り付けている。その指で肉芽に触れられ、蜜を塗り込めるかのように撫でられて、亜梨沙は深く陶酔した。

「ぁ……っん、ん……っ、んぅ……、気持ちいい……っ」

　腰を揺らして感じつつ微笑んでみせると、樹が「——あぁっ、可愛いっ」と唸ってキスをしてきた。

「ぁ……、ン、ん……んぅ」

　再び舌を絡め合う淫らなキスをし、亜梨沙は蜜壺を探る指に意識を集中させる。

　長く太い指が亜梨沙の肉襞を撫で、柔らかく締め付ける粘膜を指の腹で押し返した。

「んぅっ」

　そのたびに亜梨沙は下腹部に力を入れて樹の指をさらに締め、ジュッと彼の舌に吸い付いて自身の官能を知らせる。

　そのうちクプックプッと潤沢な蜜にまみれた指が滑る音がし、親指でも亜梨沙の肉芽が転がされ、大きく膨れた陰核もいじめられる。

「んぅーっ！　んっ、んぁっ、——ふっ、ぅ、んンーっ！」

　両手で樹の首を掻き抱き、亜梨沙はキスで声を封じられながら悶え抜く。知らないうちに自ら脚を開き、腰を反らして絶頂する準備すらしていた。

　セックスをするのは樹が初めてで、〝普通〟の女性が最中にどのような反応をしているか分からない。

　けれど素直に「気持ちいい」と言えば彼は喜んでくれるし、自分も素直になる事によって精神的な快楽を得ていた。絶頂する時も快楽を我慢するより、解放したほうがより深く感じられる気がしている。

　男性不信気味にあった亜梨沙は、すっかり樹の事を身も心も信頼していた。

（私、変わる事ができたんだ）

　それが嬉しくて、亜梨沙は目の端に涙を光らせ、気持ちを込めて樹の舌を吸った。

「ん……っ、ン、————うぅううぅ……っ」

　やがて亜梨沙は樹の舌をきつく吸い、グッと腰を反らして体を震わせる。両手で樹を抱き締め、深い絶頂を味わいながら己を解放した。

　ブワッ……と全身から白い炎が燃え上がった気がし、それが亜梨沙の体を心地よく満たしていってくれる。

　体を燃やした炎は一瞬で消え、亜梨沙はゆっくりと優しい余韻に浸った。

　目を閉じて激しく鳴る鼓動に耳を澄ませている間、小さな物音がし、樹が恐らく避妊具をつけている事を察する。

「亜梨沙。今日は少し違う体位でしてみないか？」

　けれどそう言われ、目を開くと緩慢に起き上がった。

「どう……すればいいの？」

「バックスタイル、できる？」

　言われて知識だけはあるので、おずおずと四つん這いになり樹にお尻を向けた。

（恥ずかしい……）

　人として、秘部を無防備に好きな人に向ける格好は恥ずかしい。

　やがて樹が両手で亜梨沙の尻たぶを撫で、揉み始める。そして避妊具を被せた屹立を花弁に沿って滑らせ始めた。

「んぁ……っ、あ、……んっ」

　しとどに濡れた陰唇にヌルッヌルッと太竿が擦れ、敏感に膨らんだ陰核に亀頭が引っかかり、亜梨沙は小さく体を震わせた。

「や……やだぁ……っ。いじわる、しな……ぃ、で……っ」

「ん、分かったよ」

　宥めるようにお尻を撫でられたかと思うと、樹の亀頭がぐぷりとねじ込まれた。

「んぁ……っあ……っ、あぁ……」

　ズブズブと大きな屹立が押し込まれ、亜梨沙は顔を見られていないのをいい事に、快楽に呆けてだらしなく口を開ける。

「ぁ……っ、う、……んーっ、……ン、…………あぁ……」

　最後にぐぅっと子宮口を押し上げるように亀頭を感じただけで、亜梨沙は小さく達する。

「気持ち良かった？」

　背中やお尻を撫でられ、その手つきにすらゾクゾクと悦楽を拾う。

「……っ、締まる……っ。気持ちいい、でいいみたいだな」

　樹は嬉しそうに言い、また亜梨沙のお尻を撫でてくる。

「ふ……っ、ぅう……ん、あ……っ、ぁ、早……く」

　樹に触れられるだけでもどかしい快楽が全身を支配し、堪らなくなった亜梨沙は自ら腰を揺らして刺激を求めた。

　その様子を見た樹が、クスッと小さく笑ったのが聞こえた。

「分かったよ」

　答えた瞬間ズンッと奥まで突かれ、亜梨沙は全身に激しい淫悦を迸らせ悲鳴を漏らした。

「っきゃぁああ……っ」

　叫んでしまってからとっさに自分の口を手で押さえようとし、それも叶わずズンズンと続けて突き上げられてなす術もない。

「っあぁああ！　あーっ、んっ、んぁああぁっ、あぁあ……っ」

　制御のできない快楽の波濤が次々に押し寄せ、亜梨沙はその波間で翻弄され泣き叫ぶしかできない。

　体の一番奥が熱く、そこに樹の亀頭を叩き込まれるたびに、脳髄にまで甘い衝撃が走ってまともにものが考えられない。

「んぁあぁあっ、あぁああ、あーっ、んぅぅ、うーっ、……っひぁああぁっ」

　下を向いているため、樹の律動に合わせて揺れる自分の長い髪が目に映る。前後に跳ねる乳房もどうしても視界に入り、自分の体の一部を「いやらしい」と感じた。

　樹の手が背中を丸く撫でたかと思うと、亜梨沙の両乳房に這って揉みしだいてくる。

　まるで玩具のように柔らかな双丘が弄ばれ、男の手によって形を変えられる。その感触も、目に映る光景も、何もかもいやらしい。

「ぁあぁ……っ、ン！　それ……っ」

　乳房を揉まれたまま、爪で乳首の先端をカリカリと引っかかれ、亜梨沙は悶え抜く。

　掻痒感が全身を駆け抜け、亜梨沙はブルッと体を震わせて樹の屹立を締め付けた。

「ん……っ、く……っ、締まる……っ。これ、好きなんだな？」

　そう言って樹はさらに亜梨沙の乳首をいじめてくる。

　意地悪に尋ねられ、亜梨沙は被虐的な気持ちにまみれて口走った。

「好き……っ、好き……っ、なのぉ……っ」

　最早その言葉が乳首への刺激を意味しているのか、樹の事を指しているのか自分でも分からない。

　——いや、どちらでもいい。

　灼熱の意識のなか、亜梨沙はそう思った。

　樹に対する感情は「好き」しかない。

　彼の事は無条件に好きだし、彼にされる事もすべて好きになれる。

　樹への恋情しかない、亜梨沙という一匹のメスの中で、彼への想いが暴れ狂っていた。

「好きぃ……っ！　好きっ、——だから……ぁっ」

　自らも腰を振り立て、亜梨沙は恋人の寵愛を乞う。

「分かってるよ。俺も亜梨沙を愛してる」

　優しい声が耳元に近付き、上半身を抱き上げられ膝立ちになった。

「んぁああぁ……っ」

　首筋に温かな舌がヌルヌルと這い、亜梨沙はいっそう樹を締め付ける。

　樹は片手で亜梨沙の乳房を揉み、乳首を刺激し続ける。そしてもう片方の手は結合部に向かい、指先に蜜をたっぷりと塗りつけて陰核になすりつけてきた。

「ひぅううあぁああ……っ！　それぇ……っ、あぁああぁ……っ！」

　亜梨沙は激しく体を震わせ、樹の手首を渾身の力で掴む。呼吸が止まるほどいきんで彼を締め上げたかと思うと、あっという間に絶頂して前方に倒れ込んでしまった。

　そのはずみに蜜壺からヌポッと樹の屹立が抜け、透明な蜜が長く糸を引いて切れる。

「亜梨沙？　もうバテたか？　俺はまだ達ってないから、もう少し付き合ってくれ」

　うつ伏せになった亜梨沙の片脚を持ち上げ、樹は松葉崩しの体勢で再び男根をねじ込んだ。

「っあぁああぁ……っ、だ、ダメぇ……っ」

　一番深い所まで貫かれて、亜梨沙はつま先をピンと伸ばして再び絶頂する。

　すぐにズボズボと激しいピストンが始まり、二人の結合部で蜜が飛び散った。亜梨沙はなりふり構わずシーツを掴み、助けを求めるように強く握りしめた。

「うっ、うぅうっ、あぁああぁ……っ、んっ、んぁっ、んーっ！」

　強すぎる淫悦に亜梨沙は正体不明になり、獣のような声を上げて善がり狂った。

　蜜壺が勝手にピクピクと蠢いて肉棒に纏わり付き、たっぷりと蜜を滲ませた膣壁全体で包み、吸い上げる。

「くそ……っ、最高に気持ちいい……っ」

　樹の陶酔した声が聞こえ、緩慢な動きで彼を見上げると、彼は汗に濡れた髪を掻き上げて嗜虐的に笑っていた。

（あぁ……）

　そんな姿を見るだけでもゾクゾクし、亜梨沙はいっそう悦びの蜜を垂らす。

「亜梨沙……っ、好きだ、愛してる……っ」

　樹は亜梨沙の片脚を一度下ろし、両膝がシーツにつきそうになるほど腰を高く上げさせた。

　自身の秘部が丸見えになる格好になり、亜梨沙は「やぁっ」と弱々しい悲鳴を上げる。

　だがそこに、愛蜜でテラテラと光る肉棒がズブリと埋め込まれるのを見て言葉を失ってしまった。

　代わりに真っ赤になった顔で歯を食いしばり、力なく樹を睨むしかできない。

「すっごいそそられる」

　樹は愉悦の籠もった笑みを浮かべ、真上から貫くように亜梨沙を犯し始めた。

「あぁあーっ、ん、あぁああぁ……っ、やぁっ、んゃぁあぁ……っ」

　もうどうしたらいいか分からないほどの快楽にまみれ、亜梨沙はこみ上げるものを堪えきれず、小さな孔からプシュッと蜜潮を飛ばしてしまった。

「っやぁああぁ……っ」

　蜜潮は樹の下腹部に掛かり、亜梨沙の体にも飛沫となって飛び散る。

　恥ずかしい体液を漏らしてしまってもなお、樹は嗜虐的に微笑んだまま亜梨沙を見つめ、ズボズボと肉棒を出し入れする。

「っダメぇ……っ、も、……ダメぇ……っ」

　涙と涎でグシャグシャになった顔で哀願したあと、亜梨沙は一際大きな波に呑まれてあっけなく意識を飛ばした。

「っあぁ……っ、亜梨沙、俺も……っ」

　樹は亜梨沙を見つめたまま愛しそうに目を細め、激しく腰を叩きつけてきた。バチュバチュと激しく音が立ち愛蜜の飛沫が飛び散り、二人の呼気がベッドルームを満たしてゆく。

　太くたくましい肉棒を押し込まれて蜜壺から白い蜜が零れ、ゆっくりと亜梨沙の下腹部に伝っていった。

「んっ、んぅっ、ん、ぁ、あ、あ……っ」

　半分気絶している亜梨沙は頼りない声を漏らし、内臓を押し上げるほど強い抽送に唇を喘がせる。

　最後に樹の腰使いがいっそう激しくなったかと思うと、彼は食い縛った歯の間から息を漏らし胴震いした。

「亜梨沙……っ」

　膣内で樹の肉棒が膨れ上がり、ビクビクッと跳ねる。

「んぁあああぁ……っ」

　樹の絶頂を感じた亜梨沙は鼻に掛かった甘ったるい声を漏らし、今度こそ本当に気を失ってしまった。

　

　最後の一滴まで射精しきった樹は、満足気に息をついてから亜梨沙の腰を下ろす。

　そして物足りなさを感じつつひとまず屹立を引き抜き、避妊具を処理した。

　汗で肌を光らせた亜梨沙の隣に寝転び、まどろむ女神のような彼女に口づける。

「亜梨沙、良かったよ。最高だ」

　愛情たっぷりに囁いても、亜梨沙はピクリとも反応しない。

「一回しか出してないのに、疲れ果てられたら困るな。言っただろう？　俺は性欲が強いんだ。満足するまで付き合ってもらえるよう、亜梨沙には頑張ってもらわないとな？」

　亜梨沙の耳元で不穏な事を囁いてから、樹は幸せそうに微笑んで目を閉じた。







終章　人生初の彼氏と幸せスピード婚







　翌朝、スマホには愛菜や加納など結婚式に会った友人から、メッセージが沢山届いていた。

　どれも真摯に謝罪する内容だったので、元がお人好しな亜梨沙は「これでいいか」と思ってしまう。

「本当にいいのか？」

　豪奢なスイートルームのダイニングルームで、亜梨沙は樹と向かい合ってルームサービスの朝食をとっている。

「うん。何かもう、昨日樹さんが色々言ってくれた時点で、ほとんどスッキリしちゃったんだ。私が長年誤解を受けて苦しんでいた事を、愛菜たちに伝えられただけで十分。元々は誤解をこじらせた私にも原因があったし、私だけが一方的に被害者っていう訳じゃない」

　それは重々承知している。

　きっかけは亜梨沙にあり、愛菜が尾鰭を付けて吹聴し、周りが広げた。

　悪意のある歪め方をされたとはいえ、亜梨沙が面倒臭がらず、見栄を張らないで真実を貫き通せばこうならなかった。

「でもここで亜梨沙が責任を感じるものでもないだろ。人は弱い。亜梨沙のように生まれ持ったもので周りから誤解を受けて、強くはね除けられる人がどれだけいるか分からない。亜梨沙は完全無欠のスーパーウーマンじゃなく、普通の女性だ。初めて会った時のバーで君が言っていたように、〝中の人〟はごく普通なんだ。自分に完璧を求めたら駄目だ。自分の弱さも認めるって決めたんだろ？」

「……そう、だね」

　一瞬心の中で膨れ上がった「私が悪い」という感情は、樹の言葉によって落ち着いていく。

「うん。これでもう気持ちを切り替えて、今日から生まれ変わった花宮亜梨沙として生きていきます！」

　微笑むと、樹がグッと親指を立てた。

　

　それからクリスマスになるまで、二人は何度もデートを重ねて親密になっていった。

　お盆にはそれぞれの家で過ごし、お互い「結婚したい人がいる」と両親に知らせた。

　亜梨沙の両親はやっと娘に相手ができた事を喜び、兄は「マジか!?」と心の底から驚く。

　今は恋人期間を楽しみ、来年には紹介できると伝えると、家族全員理解を示してくれた。

　あっという間にクリスマスになり、亜梨沙は樹に贈られたハイブランドのワンピースに身を包み、二回目のデートで訪れた『エリュシオンホテル』で樹と食事をした。

　ワンピースは例によって一着二、三十万するのだろうが、亜梨沙はもう突っ込まないようにしていた。

　その日は鮮やかな花柄で有名なイタリアブランドの物で、肩から胸元は大きくＶ字になったカシュクールで、スカートがマーメイドラインに続いている。

　予告されていたとは言え、今日プロポーズされるのだと思うと緊張する。

　樹は変わらない態度で話題を振って食事をしてくれるのだが、亜梨沙は緊張のあまりせっかくのコース料理の味も覚えていない。

　高級ワインの味も分からず、飲んでも酔えない状態だった。

　樹のプロポーズがいつ来るのか分からず、返事は決まっているのにずっと緊張しっぱなしだ。

　そしてデザートを食べて食後のコーヒーのタイミングで、ギャルソンが重そうと思えるほどのバラの花束を抱えて登場した。

（来た！　けど、すご……っ）

　プロポーズにはバラの花束……というのはセオリーかもしれないが、成人男性が両手で抱えるほどの花束を見たのは初めてだ。

　その圧倒的な質量と香気に、亜梨沙は緊張していたのを忘れて呆けてしまった。

「えっ……と……」

　見事な深紅のバラを見て言葉を迷わせていると、正面で樹が微笑みリングケースを出した。

　樹はいつものように穏やかに微笑んでいる。

　けれど彼も緊張してくれているのかもしれないと思うと、嬉しさと興奮とで涙がこみ上げてしまった。

　潤んだ目を、亜梨沙は懸命に見開いて誤魔化す。

　そして目の前でパカリと開かれた台座には、二人で決めたバリー・ウェインライトの指輪が光っていた。

　佳代の結婚式の日、二人で店に寄ったあと、樹は「完成した本物を見るのは、プロポーズ本番の時ね」と含んだ笑みを浮かべていた。

　その約束の指輪の実物を目の当たりにして、亜梨沙は静かに感動していた。

　ダイヤモンドは思っていたよりずっと大きく、店の照明に照らされて燦然と輝いている。

　今にも泣きそうな顔をしている亜梨沙に、樹は満面の笑みで告げた。

「亜梨沙、俺と結婚してください」

　個室に凛とした樹の声が響き、亜梨沙の耳朶に憧れ続けた言葉を届ける。

「……っ、は、はい！　どうぞ宜しくお願い致します！」

　分かっていても嬉しくて、つい眦から涙が零れてしまった。

　震える亜梨沙の左手の薬指に、樹が婚約指輪を嵌める。それからギャルソンが「おめでとうございます」と大きな花束を手渡してきた。

「わっ、重い！」

　想像以上の重さに声を上げ、彼女の姿を見て樹が笑う。

　そして亜梨沙も涙を流したまま、朗らかに笑うのだった。

　

　お互いの両親にそれぞれの紹介をし、二月の頭には両家の顔合わせを兼ねた食事会をした。

　両親と兄夫婦は、亜梨沙の相手が大企業の社長だと伝えられていたものの、いまだ信じ切れていない様子だった。

　けれど日本橋にある料亭で顔合わせをし、樹の両親と彼の弟、妹に会い、今後末永く良い関係を築けるようにと、これ以上なく頭を下げていた。

　ちなみに樹の弟妹とはこれまでに何度か会っているのだが、特に妹には驚くほど懐かれ、憧れられている。

　そして六月の結婚式に向けてオートクチュールのドレスや白無垢を注文し、式場の予約や招待する人の手配などをしていった。

　

　六月の第二土曜日の晴れた日。

　亜梨沙は白無垢に綿帽子を被り、都内の神社で神前式を挙げた。

　せっかくだから着物も……と言ったのは両家の母親だ。亜梨沙は特にこだわりはなかったのだが、樹が「和洋いいトコ取りで！」と快諾してしまった。

　正直なところ、ウエディングドレスにも白無垢にも憧れていたので、贅沢な夢を叶えてくれる樹に感謝しきりだ。

　順番としては神前式で白無垢を着て、披露宴でウエディングドレス、そしてもう一着のドレスでお色直しする予定だ。

　紋付き羽織袴を纏った樹に見とれていたかったが、練習したものの本番の神前式に緊張してしまう。

　家族や親戚、友人が見守るなか、亜梨沙は何とか三三九度の杯を交わし、誓いの言葉を述べて結婚指輪の交換をした。

　三十分ほどの神前式が終わったあとは、車に乗って五つ星ホテル『ザ・レッチカーソリア』まで行き、二百人の招待客に祝福されて幸せいっぱいの時間を過ごした。

　披露宴も後半になり、黒を基調とした会場に色とりどりの花がふんだんに飾られたゴージャスな会場では、招待客がコース料理に舌鼓を打ち楽しそうに談笑している。

　その中にはもちろん、去年亜梨沙が祝福した佳代とその夫もいた。愛菜や加納をはじめ、学生時代から繋がりのある友人たちは全員招待している。

　会社の上司や先輩、同僚、後輩、『アルタイル』のマスター九条ももちろんいる。

　披露宴でおなじみの、新郎新婦の生い立ち紹介や両親への感謝の手紙は恥ずかしかったのだが、これも一生に一度の事だからと思った。

　招待客の中には樹の取引先相手もいて、彼がどんな女性と結婚したのかと知ってもらう必要はある。

　そしてやはり二十七歳まで彼氏が一人もいなく心配をかけた家族には、改めて「ありがとう」と伝えておきたかった。

　予定では結婚式の日と翌日は、この『ザ・レッチカーソリア』のスイートルームで二連泊し、そのあとにハネムーンで地中海クルーズに行くことになっている。

　クルーズ船に乗ってのんびりするだけでなく、最後の寄港国から数か国ヨーロッパを旅行するプランもある。

（大変だし疲れると思うけど、人生で多分最高の時を楽しまないと）

　そう思ってデザートを一口食べた時、「あーりさちゃん！」と愛菜がやってきた。

　本日何度も一緒に記念撮影をしていたが、時間を取って話すのは初めてかもしれない。

　愛菜は今日もゆるふわな感じで、相変わらず可愛い。

　その後、不倫をしていた樹の会社の社員とは手を切り、心を入れ替えてその人の妻の前で土下座をしたらしい。

　もちろん相手の妻は激怒したそうだが、間に入った樹の知り合いの弁護士により取りなされ、示談となったらしい。

　結局、本命の彼を含め複数付き合っていた男性とも別れ、今はフリーなのだとか。

「おめでとう。私よりも先に結婚したね」

　そう言ってサッパリとした表情で笑う愛菜は、長かった髪を切りボブヘアになっている。

「ご縁はいつどこにあるか分からないって言ったしね」

　亜梨沙は微笑み、その隣で樹も愛菜の様子を見ている。

「私、何だかスッキリしちゃった。今までの自分の行動って、亜梨沙ちゃんに自分を気に掛けてもらいたかっただけだって気付いたし。それに亜梨沙ちゃんが及川さんみたいなハイスペックイケメンとゴールインして、『世の中ってこうなるんだよなー』って納得しちゃった」

「うん……。世の中の仕組みは分からないけど……」

　曖昧に微笑む亜梨沙の髪飾りを、愛菜はちょいちょいと指で弄ぶ。

「私、亜梨沙ちゃんにずっと憧れていたんだ。亜梨沙ちゃんが外見通りの、派手で強引な性格じゃないから、つい『これなら私のほうが〝上〟になれる？』って思っちゃった。理想で憧れの亜梨沙ちゃんを〝下〟に見て満足していた。でも、もうそれも卒業するね」

「うん、頑張れ。愛菜の人生は愛菜のものだもん。私の事は一切気にせず、自分の幸せを見つけて？」

　握手を求めて手を差し出すと、愛菜はにっこり笑って亜梨沙の手を握り返した。

「見てて！　そのうち及川さんよりずっとハイスペックイケメンを見つけてみせるから！」

「「えっ？」」

　愛菜の宣言に、亜梨沙と樹の声が見事にハモった。

「私の幸せを祈ってね！　じゃあ、ハネムーンのお土産宜しく！　忙しかったら空港にある税関のブランド口紅でいいから」

　一方的に言って晴れやかに笑い、愛菜は足取り軽く立ち去ってゆく。

　その視線は会場内にいる樹の知り合いを、じっくり品定めしていた。

「……懲りてないな、彼女」

「ホントにね」

　亜梨沙は樹と二人で言い合い、「仕方ない」と笑い出した。

　

　そして二日後には二人は羽田空港からローマへと飛び、そこから小型のプレミアムクルーズ船に乗ってゆったりとした休日を楽しみ始めた。

「あーあ、こんなにだらけていていいのかな」

　スイートルームのバルコニーにはジェットバスがあり、亜梨沙はそこに入りながらグラスの縁にフルーツが差し込まれているカクテルを飲んでいた。

　その背後には樹がいて、後ろから包まれるようにして座っている。

「亜梨沙は今まで沢山頑張ったんだから、そのご褒美だよ。それに今晩も頑張ってもらわないといけないしね？」

　チュッと頬にキスをされ、亜梨沙は「もぉぉ……」と真っ赤になる。

「樹さん、絶倫すぎない？　最初は一回だったのに、最近二回とか三回とか……。ハネムーン初日は朝までだったし……！」

　言葉の通りで、亜梨沙は翌日結婚式からの疲れとベッドでの疲れで半日撃沈していた。

　毎日船の中でゆっくり過ごしているとはいえ、疲れと怠さで動けないのは頂けない。

「あれ？　俺、最初に言ったよな？　性欲が強いって」

　亜梨沙の手を取って甲にキスをし、樹が上目遣いで悪戯っぽく微笑む。

「もぉ……」

　仕方がない、と亜梨沙が笑み崩れると、樹も朗らかに笑った。

　やがて樹はねっとりと亜梨沙の指に舌を絡め、燦々と地中海の日差しが降り注ぐなか、亜梨沙の艶めいた声が波音の間に聞こえ始めた。
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　こんにちは、臣桜です。

　このたびは濃蜜ラブルージュ様での四作目をお読みくださり、ありがとうございました！

　今回はちょっと変わったヒロインにしてみたのですが、如何でしたか？　何でもできる美女ヒロインで、周囲から嫉妬され憧れられるほどだけど、欠点があって……。という、等身大の普通の女性とは少し違うけれど、親しみを感じられるキャラにしてみました。

　勝手ながらモデルにさせて頂いたのは、あの女優さんです……（笑）。格好良くて美人ですよね……！

　作中で亜梨沙がパーカーにスパッツ姿でデートしていますが、インスタなどを見ていると、鍛えていてスタイルのいい人は、こういう格好でも様になるので素敵だなぁ……といつも思っています。その男性バージョンで、スウェットズボンを穿いてるだけなのに、体がバキバキだと凄い威力がありますよね。

　人は見かけじゃないし、作中で触れているように美人に美人と言っても、失礼に当たる事はある……というのはよく分かっています。分かっている上で、美しい人っていうのは、何をしても美しいなぁ……とテレビやネットを見て一人でニマニマしてしまいます。

　そんな、外見は完璧だけど、自尊心が低く、恋に自信のない亜梨沙がヒロインなお話でした。

　樹は前回の頼人に続き、温厚でいい奴っぽいヒーローにできた気がします。流れ上、樹が仕事をしているシーンを挟むのが難しく、樹の仕事描写がほぼないのですが、彼ももれなく仕事のできるスパダリだと思っています。

　そしてちょっと抜けた所もある、温厚で優しそうな樹を、イメージぴったりに描いてくださった逆月酒乱先生、ありがとうございました！　濃蜜ラブルージュ様で書かせて頂いて、ヒロインがきちんと出る表紙は初めてなのですが、亜梨沙を美人でグラマラスに描いて頂けて大満足です！

　作中で二人がデートしていた茨城県のネモフィラの丘、いつか私も絶対に行ってみたいです！　栃木県のあしかがフラワーパークの大藤棚も、他にも沢山国内海外行きたい所はあります。

　きっとそのうち世界が落ち着いていくのを信じつつ……今はステイホームのお供に、本や電子書籍をお読み頂けたらと思います。

　それではまた、別のお話で。






二〇二一年五月　皆既月食を見逃した翌日　臣桜
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